
















































本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























偉大であるがゆえに、闇へと吞み込まれた賢者と聖女。

闇へと堕ちたとはいえど、彼の者たちの願いは同じ。

平穏なる世界を──。

勇者の少女に願いを託し、彼の者たちは世を去った。

時は流れ勇者の少女、師である若者を伴って、

彼の者たちが眠りし地を、再び訪れる。

狂気に吞まれし賢者と聖女、残されし遺産。

迫る闇から守るため、勇者は再び立ち上がる。
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「ステイシア！　これは一体どういうことだ！」

　武装した騎士に左右を挟まれながらも、なお威厳を保ち続けた厳しい口調で、メイヴィス公爵家当主レクトールは、長女であるステイシアを問い詰めた。

　リヨン王国親善訪問団襲撃。

　アルフレッド皇太子殿下、生死不明。

　レクトールがその報せを受けたのは、帝都のメイヴィス公爵邸ですでに床に就いたあとだった。

　取り乱した使用人の声で寝台から跳ね起きたレクトールは、報告を受けるやすぐに身支度を整えると皇宮に参さん内だいしようしたのだが、屋敷の門前で、青年貴族を中心とする中央騎士団の騎士を従えたステイシアに行く手を遮られたのである。

　ステイシアは困惑しているレクトールを、騎士たちに命じて拘束させると、屋敷へと連れ戻した。

　メイヴィス公爵邸では、公爵家が抱えている騎士たちが警備についていたのだが、まさか味方の騎士が、それも公爵家第一公女のステイシアに引き連れられてやって来た彼らが、公爵に不ふ埒らちを働くとは想像だにできなかった。

　主人であるレクトールを拘束された後、碌な手を打つことも出来ず、わずか半刻もしないうちに制圧され、武装を解除されて、今は中央騎士団の監視下に置かれてしまった。

　自室に戻されたレクトールは、騎士を背後に控えさせたステイシアを強く睨みつけた。

「ステイシア！　お前がしていることは質たちの悪い冗談ではすまない行いだ！　皇太子殿下の生死も知れぬこの一大事に、お前の悪戯に付き合っている暇はこの父にはない！　貴様らもだ！　この公爵である我が身に働いた無礼。恐らくはステイシアに付き合わされたのだろうが、今なら貴様たちの事も罪には問わん。ステイシア、お前もノイマン殿下との婚儀が控えているこの大切な時期に、このような振る舞いは慎め！　殿下のお耳にでも入れば、婚約の件は無いものとなるぞ？」

　しかしステイシアは、レクトールの強い糾きゆう弾だんにも表情を変えること無く口を開いた。

「いいえ、お父様。この件、ノイマン殿下もご存知の事。私は殿下のお言葉に従い、こうしてお父様にお会いしているのです」

「……なんだと？」

「アルフレッド皇太子殿下の訃ふ報ほう……私の心も、悲しみに包まれてこの胸が張り裂けそうに痛むばかり。ましてや兄弟であらせられる我が最愛の人、ノイマン殿下のご心中や如何ばかりでしょう。私ごときでは計り知れませんわ」

　ステイシアは大おお仰ぎような仕草で手に持った扇で口元を隠す。しかし、口にしている内容とは裏腹に、その目は冷たい光を宿している。

　レクトールは実の娘でありながら、背筋に冷たいものを感じていた。

「ノイマン殿下は皇太子殿下の無念を必ず果たす──そう女神アナスタシア様に誓われました。近く、帝都に皇太子生存の報せが届くでしょう。ですが、その報せは偽り……」

「…………」

「皇太子殿下を弑しいし奉たてまつり、偽者を立てた賊はこの帝都へと攻め上がると、帝位を簒さん奪だつせんと望むでしょう。その悪あく辣らつな策謀を阻止せんがために、ノイマン殿下は立ち上がられたのです」

「……そういう筋書きか」

「ええ、お父様」

　ステイシアが艶然と微笑んでみせる。

　つまりは第二皇子のノイマンが──ひいてはその後援者であるクライフドルフ侯爵家が、この度の件の首謀者なのだろう。

　ノイマン皇子の母方の家、ガウナヘルツ伯爵家はクライフドルフに連なる一族。アルフレッドを葬ればノイマンの皇位継承権は繰り上がって第二位。皇帝の座により近づく。

　そのために襲撃の罪を、政敵であるエルステッド伯爵に被せる。

　元々、エルステッド伯爵家の派閥は小さなものだったが、ここ最近ではアルフレッドと親しい関係を築き皇太子派の中心人物と目もくされつつあった。

　ライバルであったレインハート侯爵家を追い落とし、騎士団内で強力な権勢を築き上げたクライフドルフ侯爵家が宮廷内でも勢力を強めつつある中で、彼らに対抗し得る派閥になるのではと社交界で噂されていた。

　思い返してみれば、リヨン王国親善訪問団の行程に、わざわざ遠回りの道のりとなるエルステッド伯爵領などの南方領を含めよと言い出したのは、クライフドルフ侯爵ではなかったか。

　ペテルシア王国との国境での緊張状態を鑑かんがみて、国境周辺の領主や軍を鼓舞するための進言と考えられていたのだが、いざこのような事態を迎えては、色々と疑問の残る話だった。

　政敵であるエルステッド伯爵家が、次期皇帝の座が約束された皇太子殿下の行幸を受ける。本来はクライフドルフ侯爵家がそのような事を許すはずもなく、ましてや進言するなどおかしいと気づくべきだったのだ。

　クライフドルフ侯爵家の真の目的は、エルステッド伯爵領内でアルフレッド皇太子に害を為し、その罪をエルステッド伯爵になすりつけること。

「ノイマン殿下はすでに中央騎士団団長のウェルト将軍閣下に御命じになられて、帝都各所の警備を強化されていらっしゃいますわ。そしていつでも軍を進発し、賊軍を討伐できるよう準備を整えていらっしゃいます」

　帝都各所の警備といえば聞こえは良いが、つまりクライフドルフ閥ばつに属さない上級貴族、官吏、そして宮廷魔導師団などを制圧したのだろう。このメイヴィス公爵邸のように。恐らくは皇宮も。

　皇帝アレクセイ、第一皇女コーネリアはもちろんの事、その他の皇族方も軟禁されているのだろうか。

　しかし、アルフレッド皇太子が命を落としたとしても、ノイマン第二皇子が皇太子の地位に就けるわけではない。

　ノイマン第二皇子よりも皇位継承順位が高い人物がいるのだ。

　それはコーネリア第一皇女。皇位継承権第二位とされている皇女で、アルフレッド皇太子の死が確認されれば、彼女が皇太女として立位される事になる。

　コーネリア第一皇女は十七歳。

　皇族が公務に就ける十八に満たないため、万が一皇帝アレクセイが崩御した場合、宰相が必要となる。しかし、その宰相が全権を振るえるのはわずかに一年。コーネリア第一皇女が十八になるまでの間だけだ。

　レムルシル帝国の全てを牛ぎゆう耳じろうと企図しているクライフドルフ侯にとって、それでは全く意味をなさない。

　そこまで考えた時に、レクトールはクライフドルフ侯が描くもう一枚の絵に気づいた。

　クライフドルフ侯には、コーネリア第一皇女と釣り合う年齢の息子がいる。

　その息子をコーネリア第一皇女に婿入りさせれば、クライフドルフ侯は縁戚として権力を振るえるようになる。それこそがクライフドルフ侯の目的なのではないか。

　ノイマン第二皇子は、アルフレッド皇太子を排除するために利用されているに過ぎない。

　むしろ首尾よくアルフレッド皇太子とエルステッド伯を殺害することに成功した暁には、クライフドルフ侯はノイマン第二皇子がこの謀殺を企図したとして、排除にかかる可能性がある。

　ノイマン第二皇子は、当然自分が皇帝の地位に就くと考えているだろうし、それがかなわないとなれば不満を覚えるはずだ。

　秘密を知る者は少ないほうが良く、後の禍根となりそうなノイマン第二皇子は、すみやかに始末される可能性が高い。そしてそれは、ノイマン第二皇子の伴侶となるステイシアも同様だろう。

　クライフドルフ侯がステイシアを抱き込んだ理由はおそらく、帝国屈指の名門であるメイヴィス公爵家を抑えるため、そしてレクトールの末娘、レティシアを、事を起こす際に利用するためだ。

　レティシアは強い。

　しかし、父親であるレクトールは、実の娘でありながらレティシアの、その真の力を見た事は無い。

　魔王を倒したという実績もさることながら、以前、騎士学校の校長を務めていたザウナス将軍のクーデターの際、睨み合う騎士団と反乱軍との間に現れたレティシアは、ただそこに立って語りかけただけで、両軍を退かせたと聞く。

　現場に居合わせたものは、たった一人のレティシアに、万を超える軍勢と相対しているような感覚を覚えたという。大勢の味方がいるのに、勝てる気がしなかったと。

　そんなレティシアという特異な存在を、まともに相手にしては勝ち目がない。

　レティシアを排除するには搦からめ手てから攻めるしかない。その役目をステイシアは担わされているのではないだろうか。

　恐らくは利用されている事に気づいていないであろうステイシアに、レクトールは肩を落とすと大きく息を吐いた。

「なるほど……本気なのだな、ノイマン殿下は……」

　だが、レクトールはあえてその事をステイシアに指摘しないでいた。

　ステイシアが利用されている事に気付けば、クライフドルフ侯はすぐにステイシアを排除してしまうだろう。利用価値を失えば、生かしておく理由は無い。

　あくまでもノイマン第二皇子とステイシアが聞かされているであろう筋書きを推察しつつ、レクトールは慎重にクライフドルフ侯の思おも惑わくに探りを入れていくことにした。

「賊軍……いや、もう茶番はいいだろう。エルステッド伯軍と、中央騎士団を配下に持つクライフドルフ侯とでは、戦力の開きが大きい。戦えばまず、クライフドルフ侯が勝利を得る事は間違いない。しかし、南方面騎士団の司令官は、エルステッド伯と懇意の間柄だと聞く。彼らが援軍としてエルステッド伯に付けば、戦力の差は多少なりとも埋まり戦いは長期化する。その隙を、国境を接しているペテルシアが見逃すはずもあるまい。位置的に考えて、真っ先にクライフドルフ領が狙われるのではないか？」

「ご安心下さい、お父様。我が英えい邁まいなるノイマン殿下は、すでにその事についても手をお打ちでございますわ」

「まさか……」

「先程ペテルシア王国の公館より使者が訪れ、ペテルシアの王は皇太子殿下の仇を討ちたいというノイマン殿下の御心に大いに感服し、惜しみない援助をお約束してくだされたのです」

　その言葉にレクトールは大きく目を見開いた。

「馬鹿な！　それではペテルシアに我が国への介入を許すことになるぞ！」

　それはレクトールが想定していた最悪の事態を超えていた。

　権力を手中にするためノイマン第二皇子を唆そそのかし、アルフレッド皇太子を廃する。その後、皇太女となったコーネリア第一皇女の婿に、自分の息子をあてがう。ここまではあくまでも帝国内の問題ですんでいた。

　しかし、帝国の皇位継承争いに外国の意図が加わってくるならば、話は変わってくる。

　国の後継者問題に外国が介入して、事態が良くなった例は無い。

　多くの場合、介入された国は遅かれ早かれ乗っ取られる。

　それはレムルシル帝国が他国を侵略する際に、過去に幾度と無く行ってきたやり方だ。

　ましてや魔物による侵攻を直接受けず、国力を保つ事ができたペテルシア王国は、終戦の兆しが見えた頃合に近隣の国へと侵略を行って、領土を拡張した野心溢れる国だ。

　援助だけで終わるはずもない。

「ご安心ください、お父様。ペテルシアの浅慮な企み、ノイマン殿下はご承知でございますわ。援助にはもちろん、それなりの見返りは必要となりますでしょう。ですが、ノイマン皇子の尊い志の前ではそれも些細な事。見返りを渡した以上の事は口出しさせないつもりです」

　その見返りに渡すものがどれだけの規模と量なのか、それが問題なのだ。そうレクトールは大声で叫びたかったが、必死の思いで我慢をし、取り繕った。

「……ステイシア。私の拘束を解きなさい」

「まだお分かりになられないのですね、お父様。ですから……」

「陛下はいかがお過ごしになられている？　よもや害し奉るなどしてはおらぬだろうな？」

「……陛下には皇宮の奥にて、ノイマン皇子の信厚き騎士たちが警護にお付きになられていますわ」

「そうか……重ねて言おう、ステイシア。私の拘束を解きなさい」

「お父様、ですから……」

「心配するな。この期ごに及んで抵抗はせん。お前たちの企みをもう少し盤ばん石じやくなものにしてやろうというのだ。浅はかにもお前がこの件に関わってしまった以上、我が公爵家も責任を追及されることとなるだろう。ならばせめて、お前の好きなようにやってみるがいい。家屋敷、そして私の身柄を抑えたところで、お前には我が領の騎士団を動かすことは出来ん。だが、私からの言葉があれば話は別だ。やってみるがいい」

　レクトールの言葉が意外だったのだろう。ステイシアの口元に当てられていた扇が一瞬大きく動いた。

「それでは、私に力を貸して頂けるのですね？　歓迎しますわ、お父様」

「考え違いをするな。私はノイマン殿下とクライフドルフ侯のやり方は気に食わん。だが、お二方の手の中に皇帝陛下の玉体があらせられるのも事実。ならば陛下の臣であるこの身は、陛下をお守りする事を考えて行動せざるを得ん」

「…………」

「ステイシア。ノイマン殿下──いやクライフドルフ侯に取り次ぎなさい。お前にも後ろ盾となる力は必要だろう。皇帝陛下をクライフドルフ侯が擁し奉るのであれば、我がメイヴィス公爵家が先頭に立って賊を迎え撃つのは当然の事だ」

「……わかりましたわ、お父様。案内いたします」

　ステイシアの後に続いてレクトールは歩き出す。

　その顔つきは険しく、眉間にシワが寄っている。

　有あり体ていに言って、メイヴィス公爵家存亡の危機。

　いや、ペテルシアがこの件に介入を試みているのなら、帝国の存亡の危機でもあるかもしれない。

　ノイマン第二皇子とクライフドルフ侯の企みが成功したとしても、アルフレッド皇太子が彼らの企みを打ち砕き勝ったとしても、どのみちレクトールは公爵位を退くことになるだろう。

　ノイマン第二皇子が勝利を収めれば、レクトールは引退を余儀なくされ、ステイシアが公爵位を引き継ぐことになるはずだ。

　そしてステイシアが公爵位にあるのも、そう長い期間では無いだろう。

　メイヴィス公爵家そのものが無くなる可能性が高い。

　拘束を解かれ、自由になった手を揉もみ解ほぐしながら、レクトールは他の子どもたちのことに思いを馳せた。

　レクトールが正式に後継者として定めたレイルズは、中央騎士団に配属されている。現在、百騎長の任にあるが、恐らく事情は一切知らされておらず、今も任務を遂行中だろう。

　まさか皇位継承権簒奪の企てに中央騎士団が加担し、あまつさえ、その計画の中心に自分の妹が関わっているなど気づいてもいないだろう。

　中央騎士団の団長でもあるクライフドルフ侯は、自らの傘下にレイルズがいる事を知っているはずだ。

　レイルズがクライフドルフ侯の企みに気づき、もしも邪魔をするようであれば、密かに始末する事など簡単だろう。いや、いますぐに始末しないとも限らない。レクトールにはレイルズの無事を祈ることしかできなかった。

　救いなのは次女のフェレシア。

　フェレシアは、エメルディア大神殿領の修道院に留学していて、とりあえずその身は安全のはずだった。

　そしてレクトールにとって唯一の希望は、アルフレッドと共にリヨンへ赴いたはずの三女レティシアの存在だ。




　地上の権威に一切ひれ伏さない至高の人物──『神に限りなく近づきし存在』。




　アルフレッド皇太子の襲撃の現場に居合わせた可能性が高いが、騎士団を一人で制圧できるレティシアが、たかだか闇討ちができる程度の規模の襲撃者たちにどうにかされるとは思えない。

　レティシアの存在があれば、メイヴィス公爵家の取り潰しは免れるかもしれない。

　レクトールの与あずかり知しらぬことだったとはいえ、ステイシアがノイマン第二皇子とクライフドルフ侯の企てに加担してしまった以上、アルフレッド皇太子とエルステッド伯が勝利を収めたとしても、メイヴィス公爵家の責任は免れない。

　幾ら皇族の血縁である公爵家といえども、一族郎党は首をはねられて領地は没収されるだろう。

　ただし、レティシアだけは別だ。

　皇帝といえども、レティシアにだけは手出しが出来ない。

　だから、レティシアが生きている以上、メイヴィス公爵家の血が途絶えることだけはない。

　レクトールはレティシアの顔を思い浮かべて、苦笑した。

　他の子どもたちと比べて、レクトールにとってレティシアは縁の少ない娘だった。

　実の娘だが幼少期は言う事を聞かず、落ち着きの無い問題児で、レクトールを含めた家族は彼女を遠ざけていた。

　そのレティシアは、実は勇者としての運命を与えられた者で、幼少期の様々な問題行為は、天才故に周囲が当てはめようとした枠に収まらなかっただけの話だった。

　レクトールはそれに気づく事ができず、結果、レティシアはメイヴィス公爵家の人々から距離を置くようになってしまった。それが残念でならない。

（そういえば、レティシアの想い人はコーネリア皇女の親衛隊ではなかったか？）

　公爵家の娘の伴はん侶りよとしては、絶対に許されるはずもない平民の青年。

　そんな平民の青年に入れ込んでいるレティシアを、レクトールは叱りつけた事もある。そして、メイヴィス公爵家と家格が釣り合う男性を見繕い、レティシアにあてがおうとした事もある。

　当然レティシアは強く反発し、その話は有う耶や無む耶やとなったのだが、その後、レクトールが機会を窺っている内に、その平民出身の青年を取り巻く環境が一変した。

　たかだか騎士候補生だった彼は、通常の騎士とは違う道筋を辿って帝国第一皇女の従士となったのだ。運も味方したのだろうが、平民としては異例の出世。いや、前代未聞の快挙と言ってもいい。

　皇族の覚えもめでたいとなれば、いずれ彼は貴族に列せられるかもしれない。

（運といえば、あの青年がレティシアと出会い師匠となったことも運か……。勇者となる前のレティシアと出会えたがために『勇者様のお師匠様』などという、分不相応な肩書きを得ただけの青年。そう思っていたが、もしかしたら彼に出会えたからこそ、レティシアは『勇者』となれたのかもしれん）

　騎士に囲まれて屋敷の外へと出たレクトールは、ステイシアが用意させた馬車へと乗り込むと、皇宮に向かって走らせた。

（そういえば、あの青年の名前はなんといったか）

　コーネリア第一皇女の従士となった彼もまた、皇宮でクライフドルフ侯の手の者に囚われの身となっているかもしれない。

　クライフドルフ侯にとって、皇帝アレクセイと、アルフレッド皇太子に次ぐ皇位継承権を持つコーネリア第一皇女は、何を置いても再優先で確保する目標だったはずだ。

　生きて捕らえられていれば、ステイシアと同様に彼は確実にレティシアに対する切り札として利用されるだろう。

　レティシアの入れ込みようからして、ステイシア以上の切り札となり得る。

　彼の命を盾に取れば、レティシアを言いなりにする事も可能。

（いや、そうなったら黙って言いなりになる娘ではないか……）

　レティシアは万難を排して、青年を助け出そうとするだろう。そして青年に万が一危害が及べば、帝国そのものが滅ぼされかねない。

　青年の命を賭け札にするよりも、彼の安全を保証することでレティシアがこの一件に手を出さぬように利用するのが精せい々ぜいといったところか。

（このくだらぬ戦いが終わって、もし我が身が無事であったなら、一度レティシアに言ってあの青年を家に連れてこさせるか。もちろん、客としてだ）

　そんな取り留めもない思考ができるほど余裕が出てきたことに、レクトールは笑みを浮かべた。

（こんな所でレティシアの存在が私に勇気を与えるとは。だからこその勇者といったところなのだろうか）

　声を押し殺して笑っていると、馬車に同乗していたステイシアが困惑したような顔で、レクトールの様子を窺っていた。

　険しい表情をしていた父が笑みを浮かべた事を、薄気味悪く感じているのかもしれない。

　レクトールは馬車の窓から、通りの様子を覗き見た。

　貴族街の中心を貫く大通りには、深夜だというのに武装した騎士たちの姿が見られて、物々しい雰囲気に満ちている。その様子に帝都シムルグは速やかに制圧され、ノイマン第二皇子とクライフドルフ侯の手に落ちた事を悟らずにはいられなかった。

　唯一の救いは、あまりにも迅速な行動だったため、帝都に無用な混乱が見られないということだろう。

　現在の帝都の様子が地方に伝わった時、中央から距離を置いていた貴族、そしてクライフドルフ侯の息の掛かっていない騎士団の将軍たちがどう動くのか。

　そして何よりも、ステイシアの話からペテルシア王国が今回の一件に関与している事が確認できた。

　ペテルシア王国の意図がどのようなものなのか、今はまだ判断ができないが、予断は許されない。気は進まないがクライフドルフ侯に協力をしつつ、出来る限り外がい夷いから帝国を守る必要があった。

　レクトールは腕を組むと、馬車の揺れに身を任せて目を閉じた。

　これから先の困難を考えて、少しでも頭と身体を休ませるために。




　ウィンが捕らえられて、レティシアが利用されるかもしれないというレクトールの危惧は、幸いな事に杞き憂ゆうに終わった。

　ノイマンとクライフドルフ侯の配下の者が、皇宮内ない奥おうの後宮へと踏み込んだ時には、コーネリアの姿はどこにもなかった。

　当然のことながら、皇女付きの従士ウィンの姿もない。

　皇帝アレクセイの身柄を押さえることには成功したものの、コーネリアを押さえることに失敗し焦ったクライフドルフ侯は、皇宮内を隈くまなく捜索。更には帝都シムルグを封鎖して、その足取りを追ったが、皇女を見つける事はできなかった。

　姿を消したコーネリア皇女の行方がわかったのは、帝都シムルグがノイマン第二皇子とクライフドルフ侯の手に落ちて二週間後のことだ。

　友好国であるリヨン王国。その王都リヨンの王宮に、コーネリア皇女は姿を現した。

　皇女は次兄であるノイマンから偽者と断じられた、エルステッド伯爵領に現れたアルフレッドこそ、敬愛する本物の兄であると断言。

　そしてノイマン第二皇子こそ、先の皇太子襲撃の首謀者にして反逆者であると糾弾したのだ。

　皇族として決して見逃せない事態に対し、コーネリア皇女はアルフレッド皇太子を擁するエルステッド伯を支持する立場を宣言すると、アルフレッド皇太子、コーネリア第一皇女連名で、リヨン王国と同盟を結ぶ事を宣誓した。

　そしてリヨン王国はアルフレッド皇太子との同盟に基づき、援軍を送ることを布告したのだ。
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　きれいな形に刈り込まれた樹林。

　一面に広がる芝の広大な庭園の中を真っ直ぐに延びる三本の石畳の道。

　最も広い中央の道の左右には、平行して二本の側道が延びている。

　その道沿いを走る運河は、レムルシル帝国とリヨン王国の国境を流れるマレー川から水を引き込んだものだ。

　石畳の道と運河、そして芝と樹林による緑のコントラストが生み出した景観に、訪れた者は感嘆のため息を漏らす。

　そして三本の道が突き当たる先。その突き当たりにある宮殿こそ、天然の良港を擁し、交易国家として世界中に名を馳せるリヨン王国の王宮だった。

　純粋に建物の規模で言えば帝国の皇宮よりも小さい。

　しかし、高名な芸術家、画家、そして造園家に大金を支払って作らせたリヨンの王宮は、その敷地内にある全ての建築物が芸術品であると他国からも高い評価を得ている。

　その宮殿から続く道を、ゆっくりとした速さで行進していく一団があった。

　その隊列はまるで設計図に記した記号のごとく、馬の一頭一頭、人と人との間隔が寸分違たがわず等しく、一体性が損なわれることはない。

（すごい練度だ……）

　その行進する一団の中心に位置した馬車の中から、ウィンは驚嘆を覚えて眺めていた。

　彼らはリヨン王国の近衛騎士団と、主力の王宮騎士団だ。

　一糸乱れぬ統制の取れた騎士団の動きは、軍の規律と練度の証。

　厳しい訓練の果てに為すことができるこの行進だけでも、リヨンの富を狙う他国に対する牽けん制せいになる。

　統制の取れた軍を相手に戦いを挑めば多大な出血を強いられる。それは無用な戦争を防ぐための抑止力ともなるのだ。




　リヨン王国の国土の東端はレムルシル帝国に、西端はカシナート王国に接している。

　リヨン王国が建国される以前には、レムルシル帝国とカシナート王国の間には、二十を数える小さな自由都市群があった。

　しかし、レムルシル帝国は次々とそれらの国へ侵略を開始。

　危機感を覚えた自由都市群は、まずカシナート王国の庇ひ護ご下かに入る事を選択した。

　先史で大陸の覇は権けん国家となったレントハイム王国の系譜を継ぐカシナート王国は、大陸中にある国々でも最古の歴史を誇り、その王室の権威は他国も無視できないものがある。

　自由都市群は元々、レントハイム王国が崩壊した際にそこからそれぞれ独立したものだったため、かつての支配者の系譜を継ぐカシナート王国の傘下に入る事は自然な成り行きだった。

　しかし──。

　老いたる大国カシナート王国は、庇護下に入った自由都市群に同盟負担金という名の貢金を課したが、何やかんやと理由を付けて、その負担に見合うだけの援軍を寄越すことはなかった。

　そして次々と自由都市は陥落していった。

　降伏してレムルシル帝国の支配下に入った都市。

　降伏を潔いさぎよしとせず、自由と誇りを選択して灰となった都市。

　同胞の都市たちが過酷な運命によって、歴史の流れからその名を消されて行く中、残された十二の都市は最後の決断を下した。

　力を弱めた自由都市群を併へい吞どんしようとするカシナート王国の手を振り払って、十二の自由都市群は、港湾都市だったリヨンを盟主として新国家の樹立を宣言したのだ。

　建国当初は、その樹立を認めようとしない近隣諸国が一方的に攻めこんできた。

　しかし、元々自由都市群と呼ばれていた都市は、それぞれが一応は独立を保てるほどの資本と兵力を持っていた。それらが新国家樹立の意思のもと、一つに纏まとまった事で、外国の干渉を打ち払えるほどの力を得た。

　そして、歴史としてはまだまだ新興国家だが、交易によって得た莫大な富で強兵策を打ち出し、たちまち列強諸国の仲間入りを果たしていくのである。

　そして大国として数えられるようになった今もなお、騎士、兵士は練武に励み、精強さに更なる磨きを掛け続けている。

　練武に励む気にもなるだろう。

　ウィンの前に立ち、集まった群衆の歓呼の声に応え笑顔で手を振る男──。

　リヨン王国王位継承順位第一位、『剣聖』ラウル・オルト・リヨン。

　武に生きる者でなくとも憧れる、誰にでもわかりやすい称号を持った英雄が、自分たちの次代の王となるのだから。

　祖国の王族を民が誇りに感じ、胸を張って生きる事ができれば、国は豊かになっていく。

　新興の国家という事もあるが、歴史が長いゆえに様々な内憂を抱えたレムルシル帝国やカシナート王国とは違って、リヨン王国が目覚ましい成長を見せている理由の一つとして、『剣聖』ラウルの存在はとても大きなものだった。

　普通の人よりも極端に魔力が少なく、剣の技のみで騎士を目指す事になったウィンにとっても、『剣聖』ラウルは当然憧れの存在。

　その武勇と剣名は、レティシアと共に魔王の討伐という偉業を成し遂げるよりも前から、帝国にも鳴り響いていた。

　ウィンは、冒険者や旅の傭よう兵へいを相手に商売する宿屋で育った。

　食事と宿泊を目的として訪れる彼らの間で、『剣聖』の称号を得た隣国の若き王太子の名が噂に上ることは珍しくなかった。

　その上、ウィンが冒険者ギルドに出入りすることで、ラウルの名を聞く機会は格段に増えた。

　冒険者は個人の武勇に価値を見出す。

　底辺から身を立てようとする彼らは、世俗の地位よりも、個人の武勇にこそ敬意を払うのだ。

　そんな連中にとって最強の一角であるという証、『剣聖』の称号を持つラウルは、英雄的存在だった。

　少なからず英雄願望を持つ冒険者たちは、酒を飲みつつ、又聞きしたラウルの武勇伝を熱く噂していた。

　勇者がリヨン王国を訪れ、『剣聖』ラウルがその仲間として共に旅立ったという話を聞いた時には、ウィンも胸が熱くなったものだ。

　騎士学校で寮住まいとなってからも、『渡り鳥の宿木亭』で働いていたウィンは、客達が語る勇者メイヴィスとラウルの噂話を聞くのを楽しみにしていた。

　まさか勇者メイヴィスが、幼馴染だったレティシアだとは知らなかったため、むしろ勇者であるメイヴィス公爵家第三公女よりも、ラウルの活躍を楽しみにしていたくらいだった。

　同室のロックが家から持ち帰った新聞と、ウィンが街で聞いてきた噂話を比較して、二人で夜を徹して語り明かした事もある。

　そんな憧れの存在だったラウルと、ウィンは今一緒の馬車に乗り込んでいた。

（言われるがままに乗ったけど、そんな方と同じ馬車にいていいんだろうか？）

　以前、ラウルがお忍びでレムルシル帝国を訪れた際に、ウィンは剣を交えた事がある。

　その時はラウルは自らの正体を隠していたし、ウィンは彼を不審人物と見なして戦った。その後、正体を知りラウルと会話する機会を得たが、その時はレティシアだけでなく、アルフレッド皇太子、コーネリアもいたので、そこまで意識していなかったのだ。

　しかし、いま大観衆の歓呼の声の中、ラウルと馬車に同乗する事になって、ウィンは気後れしていた。

　同乗しているのはラウルだけではない。

　六頭の白馬が引く金で美麗な装飾が施された大きな馬車の客車には、ラウルとレムルシル帝国第一皇女のコーネリアが並んで座り、その後ろに勇者メイヴィスことレティシアとウィンが並んで座っている。

　集まっている群衆の目的は、自国が誇る精強な騎士団の勇壮な行軍と、その彼らに守られて進む三人の姿なのだ。

　いずれ伝説となって歴史に名を残すであろう『勇者』、そして自分たちの国が誇る英雄にして『剣聖』の王太子、隣国から訪れた皇女。

　民衆は彼らの姿を目に焼き付け、この日、この場に居合わせることができたことを幸運に思い、周囲の者たちに自慢気に語るに違いない。

　吟遊詩人などの語り部たちも、この日のことを題材にした詩や物語を作るだろう。

　そんな歴史的な一場面の中で、ウィンは一体どういった立ち位置で描かれることになるのだろうか。

「お兄ちゃん、汗かいてる」

　緊張からか、ウィンの額に汗が滲んでいるのを見つけて、レティシアが耳元に顔を寄せてささやいた。

「……あ、ああ。うん。騎士として、行進をするのならともかく、さすがにこの一番目立つ所だとどうしてもね、緊張してしまって……」

　この状況について考えるのに精一杯だったウィンは、何の気無しにレティシアにそう応えた。大観衆の視線に晒されて上の空だったのだ。

「ふふ……ちょっと待って」

　取り出したハンカチで、ウィンの額に浮いた汗をそっと優しく拭う。

　レティシアにとっては至し極ごく当たり前の行為。

　しかしその時、今日一番の大きなどよめきが王宮前の庭園に広がった。

　ウィンがはっと我に返った時には遅かった。

　自国の王太子と隣国の皇女、そして世界を救った勇者と共に馬車に乗り込んだ、一見パッとしない若者。

　その若者の額に浮かんだ汗を、勇者と呼ばれる少女が甲斐甲斐しく拭きとっている。彼女の見せた表情や仕草には、若者への慈いつくしみが誰の目にも見て取れるほどはっきりと表れていた。

「殿下や帝国のお姫様と同乗されていらっしゃるのは、どのような御方なのか。恐らく帝国でもさぞや高位の貴族様であろうが……」

「バカを言うなよ。あの勇者様だぞ？　王族に並ばれる方でようやく同乗する事が許されるお方だ。たとえお偉い公爵様でも、同乗されるなど……ましてや、お隣になんてありえない」

「一体、何者なんだ？」

　ウィンに対する興味の声が大きなうねりとなって、群衆の間に広がっていく。

　その声は風に乗って、ウィンたちにまで聞こえてきた。

（俺だって何でこっちに乗ることになったのか聞きたいよ。俺もロックたちと一緒に、馬に乗って馬車の後ろを歩かせて欲しかった）

　ウィンはチラリと後方を歩く同僚たちの方を、振り返った。

　ロック、ウェッジ、リーノの三人は、ウィンたちが乗っている馬車の後方で馬を進めていた。

　もちろん他国から訪れた騎士という事で、彼らもまたそれなりに注目を集めているだろうが、この馬車に乗っている者たち程ではないだろう。

　ウィンの恨めしげな視線を受けて、その内心を悟ったのだろう。ロックがひらひらと手を振ってみせる。その横ではリーノがうつむいて、笑いを堪こらえているのが見えた。

（あいつら……後で覚えてろよ!?）

　ウィンが後ろを振り向いた事で、世話をしようとするレティシアが、更にウィンの方へと身を乗り出してくる。

「待って待って、自分でやるから……」

「ダーメ！　私がやるから、お兄ちゃんは動かないで！」

　ピシャリとレティシアがウィンの動きを封じ込めた。

　その様子を振り向いたラウルが見て、ニヤニヤとした笑みを浮かべている。

　その笑みを見て、ウィンはピンときた。

「……こうなる事がわかっていて、自分をレティと一緒の馬車に乗せましたね？」

「まあね。君といる時のレティは、信じられないほど緩むからなぁ」

　ラウルは肩をすくめてみせると、ウィンの方に向き直って座った。

「レティが勇者として振る舞っている時は、まるで人形のように表情を消している事が多かった。だからこの国に限らず、民衆はレティの事を一人の少女というよりも、人を超越した何かのように思っている。まあ、レティが人形のように振る舞う事になった一因は、俺たち権力者側にも責任があるんだが……俺は、レティが人を超越した何かではなく、ちゃんとした一人の女性である事も多くの人に知ってもらいたかった。そこで君の出番と相成ったわけだ」

「と言いますと？」

「君とイチャつくレティを見て、誰がレティの事を超然とした存在だと思うか！」

「…………」

　ラウルの隣で、コーネリアがクスクスと笑っている。

「お気持ちはお察しいたしますが、どうかお許し下さい。ウィン・バード様」

　あまりのラウルの発言に、思わずジト目をしたウィン見て、馬車の隣で馬を進めていた女性騎士が声を掛けてきた。

「ええっと……確か、マヌエラ殿」

「覚えていて頂けましたか！」

　以前、ラウルが突然シムルグを訪れた際に催された晩ばん餐さん会かい。

　会場へは皇族や高位の貴族しか入れず、ウィンたちお付きの騎士は、大広間の隣に用意された控室に下がっていた。

　その時に知り合う機会を得たリヨン王国の近衛騎士だ。

　晩餐会に招待された貴族のお付きたちは、老練な者たちが多く、そこかしこで交渉ごとの根回し等の密談が行われていた。

　若くて経験の浅いウィンがそうした権謀術数渦巻く会話の輪に入れるはずもなく、ウィンと同年代で同様にぽつねんと取り残されていたマヌエラらと交流する機会を得ることになったのだ。

「お久しぶりです」

　レティシアもマヌエラに声を掛ける。

　レティシアがマヌエラを見たのは、ウィンを控室に迎えに行った僅かな時間だけだったのだが、彼女はちゃんと覚えていたらしい。

　レティシアに挨拶をされて、マヌエラの肩がビクンと跳ね上がった。それから顔を真っ赤にさせる。

「あのレティシア・ヴァン・メイヴィス様に声を掛けられて、そして覚えていてもらえたなんて……」

　小声で呟くと、神に祈りを捧げている。

　ウィンはマヌエラが感極まって泣き出したりしないか、思わず心配した。

「俺のことも覚えていますかね？」

　行進に乱れが生じないよう見事な手た綱づなさばきを見せて、マヌエラと入れ替わって馬を寄せてきた騎士が、親しげな笑みを見せて言った。

「もちろん。ティエリ殿でしたよね。お久しぶりです」

　マヌエラと同様、晩餐会で知己を得た近衛騎士のティエリだ。

　ウィンも親しみを込めた笑顔で挨拶を返す。

「ウィン殿がそちらの馬車に同乗することになった理由なのですが、お二人のイチャつく姿を民衆に見せつけて民衆にメイヴィス様は人を超越した存在なのではない、一人の人間なのだと知らしめようとする意図以外にも、もう一つの事情があったんです」

「もう一つの事情？」

「実は昔、うちの殿下が勇者様を怒らしたことが原因でして……」

「ラウル殿下が、レティを怒らせた？」

　そんな事があったのかとウィンがレティシアの顔を窺ってみると、彼女は首を傾げてティエリの方を見ていた。

　どうやら心当たりがないらしい。

「メイヴィス様がこの国へ初めていらした時、うちの殿下がメイヴィス様へ要らぬ挑発をかました挙句、勇者様に完膚なきまでに負けてしまったことがありまして──」

「完膚なきまでとは人聞きが悪いな、ティエリ」

　ラウルが口を挟む。

「ちょっと剣を切り飛ばされて、喉元に刃を突きつけられただけじゃないか」

「それを世間では完膚なきまでにと言うのですよ、殿下」

　自国の王太子と、彼に仕える騎士とは思えない軽い口調でのやり取り。

「ああ、ティエリとそこのマヌエラは、俺の幼馴染でもあるんだ。ついでに剣の弟子でもある」

　まだ何やら祈り続けているマヌエラとティエリに目を向けたラウルが、帝国から来た三人に説明する。

　ウィンは晩餐会の時にそのあたりの話は聞いていたので、黙って頷いた。

（だけど……あの時のティエリさんとマヌエラさん。ラウル様に対して、とても尊敬の念を抱いた態度を取っていたような……）

　そう思ってリヨンの主従の様子を見ていると、

「確かに剣に関しては、殿下の事を尊敬していますし、主としても認めてはいます──が、それ以外はただのアホです」

「言ったな、お前！　仮にも俺は王子だぞ？　剣の師匠だぞ？　それをアホとまで言うか？　それもこんな人前で……」

「この大歓声ですから、どうせ誰にも聞こえはしませんよ」

　ラウルの抗議を、ティエリはいとも軽くあっさりと蹴り飛ばしてみせた。




　ラウル・オルト・リヨン。

　世間一般では、先代の『剣聖』からその称号を受け継ぎ、王太子として王に代わって軍権を預かり指揮もする猛将と評判だ。

　そして、『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスの仲間として、魔王を討滅した英雄の一人。




（こ、子どもの頃から抱いていたラウル殿下への幻想が！）

「まあ、ラウルの実像はこんなもんだよ。特にリアラには、頭が上がらないんだから」

　噂に聞く英雄ラウルの人物像と、実際に見た本人とのギャップで幻想を破壊され、頭を抱えているウィンに、レティシアが澄ました顔で言った。

「ほら……信頼できる親しい仲の人にしか見せない顔というものは、誰しもが持っていますし」

　ちょっと苦笑を浮かべたコーネリアが、ウィンを慰めるようにそう言ってくれた。

　そう言われてみれば、レティシアだって、ウィンに見せる顔とそれ以外の顔を使い分けている。

　ラウルだって四六時中王太子として、『剣聖』としての顔を見せているわけにはいかないだろう。

「それで、どうして私がラウル殿下の馬車に同乗することになったのでしょう？」

　気を取り直したウィンがそう聞くと、ティエリから散々っぱら、日頃の素行に対して文句を言われていたラウルが、救われたというような表情を浮かべてレティシアの方へと目を向けた。

「そりゃあもちろん、レティの存在があるからさ」

　ウィンは頷いた。

「ウィン君。君は、あの『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスのお師匠様ということになってるんだぜ？」

「なっているんじゃなくて、お師匠様なの」

　レティシアがきっと強い視線をラウルに向けると、不満を込めた口調で訂正する。

　レティシアの力があまりにも抜きん出ているため、周囲はなかなか彼女が主張するように彼が師である事を認めない。

　レティシアにとってウィンは、様々な事を教えてくれた、唯一の存在なのに。

　ラウルはそんなレティシアに、わかっているとでも言うように、二度頷いてみせた。

「ああ、そうだ。君はレティのお師匠様だよ。そして現在、世界でただ一人、レティの上に立つことが許されている人物だ」

「上に立つ？」

　意味がよくわからなくて、ウィンはレティシアの顔を見た。

　レティシアはにこにこと笑顔でウィンを見ている。

「うん。まあ君の今までにいた立場なら、なかなかその事を実感するのは難しいし、わかりづらいよなぁ」

　ラウルは腕を組んで天を仰いだ。

　そして言葉を選びながら口を開く。

「見ての通り、俺はレティと旅を共にしたからこうして気安く話ができる。リアラやティアラだってそうだ。頼み事だってできる。だけど、レティに強制的に何かをさせる事はできない。が、逆にレティが俺たちに頼み事をしてきた場合、俺たちがそれを断ることはひどく難しい」

「そうですか？　いくら何でも、レティがむちゃくちゃな頼み事をしたら、断っても良いと思いますけど？」

「ハハハ、それはウィン君がレティの事を一人の女の子として見ているからだよ」

　ラウルはそう言うと、レティシアに目を向けた。

「だけどウィン君以外の人間たちにとって、レティの言葉は勇者様のお言葉となるんだ。王も皇帝も大神官も、地上の権威のその上に君臨する『神に限りなく近づきし存在』としての言葉だ。明確に敵対する立場を取らない限り、それを断ることは難しい」

　もしも、その言葉を断ったとしたら？

　世界を滅ぼしかけた魔王すらも倒してみせたレティシアの力が向けられるかもしれない。そして、勇者様に逆らったならず者国家として、他国から国交を断絶されてしまうかもしれない。

「だけど君は違う。レティに対して色々と気兼ねなく言える。これは実際、他の者から見たら信じられない事なんだよ」

　ラウルはレティシアの顔を見るとそう言った。

（まあ、だからこそアルフレッドの奴が、君への対応に苦慮しているわけなんだがね）

　ウィンはどうしたって帝国の枠組みの中で生きていくことになる。そうすると、ウィンがどのような仕事に就いたとしても、彼に命令できる立場の人間が出来てしまうわけで、そうなると万が一にもウィンを利用してレティに命令を企たくらむような人物が出てくるかもしれない。

　もし、そんな事が実際に起こったとしたら、どれほど危険か。

　その事を危惧したアルフレッドは、ウィンをコーネリアの従士にした。

　ウィンに命令できる立場にいる人間を、できるだけ少なくするために。

　アルフレッドからそうした話を聞かされているわけではなかったが、同じように一国の次代を担う立場のラウルは、彼の心中をほぼ正確に推察してみせた。

「さて、今言ったことを踏まえた上で、この行軍を立案した者たちが考えたことを推察してみよう」

　レムルシル帝国の第一皇女コーネリア殿下が、リヨン王国を訪れる。

　その一行には、勇者様も同行されている。

　国賓を迎えるにあたってリヨン王国の外務担当者たちは、すぐに歓待の準備へと移ったのだが、外交のスペシャリストである彼らをして頭を抱えさせた問題が、コーネリア皇女の従士の中に、ウィンの名前があったことだった。

　普通に考えるとリヨンの王太子であるラウルと帝国の皇女コーネリアが上位に序列される。

　公爵令嬢であるレティシアも、本来の宮廷序列では二人には及ばない。ましてや、皇女の従士程度の身分では、同乗などできようはずもない。

　しかしレティシアは、地上における神の代弁者である皇帝や王、大神官すらも超越した『神に限りなく近づきし存在』として、地上に並ぶ者無しという特殊な立場だ。

　そして、そのレティシアが唯一跪ひざまずく存在が、ウィンという若者だった。

　この一点が、リヨンの高官たちの頭を悩ませる大問題となってしまった。

　かつてこの国は一度、ラウルの余計な行動でレティシアの不興を買ったことがある。

　もちろん、その後のレティシアとラウルは、一緒に旅をして魔王を滅ぼした仲間同士だ。とっくにあの時のことは水に流されているだろう。

　それでも、レティシアが唯一頭こうべを垂れる人物に礼を失した扱いをしてしまい、再び彼女の不興を買うようなことがあれば──高官たちは頭を悩ませた。

　そうして必死に考えて出した苦肉の策が──。




　序列が決めづらいのなら、全員一緒にまとめて乗せてしまえばいいじゃないか！




　というどこか投げやりな結論だった。

「──とまあ、こんな感じで君は俺たちと一緒の馬車になったわけだ。帝国内では色々と立場が微妙だったようだが、帝国の外に出れば、お前さんはレティの師であるというのが、世間一般の認識だからな。そんな人物をないがしろにするわけにはいかないだろう？」

（そんな理由だったのか……）

　ウィンは溜息を吐ついて天を仰いだ。

（この調子だと式典の後の晩餐会も……覚悟だけはしていよう）

　軽く頭痛を覚えて眉間に皺を寄せるウィンの横では、ウィンをきちんと自分の師として遇しているリヨンの対応に上機嫌なレティシアがにこにこしていた。

　レティシアの機嫌を損ねなかっただけでも、最上の仕事だったと言えよう。

（この解決案を提出してきた官僚に、後で金一封を与えよう）

　そう思うラウルだった。
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　日付も変わろうかという深夜まで続いた歓迎の宴うたげからようやく解放されると、ウィンたちは王宮の中にある客室へと案内された。

　レティシアとコーネリアの二人は貴賓室に、ウィンたち従士隊の面々も貴賓室の近くに個室が用意されていた。

　普通、お付きの従者には、王都リヨン内に建てられた帝国公館に部屋が用意されるのだが、王宮内の、しかも貴賓室近くに部屋が用意されていたのは、ウィンの複雑な立場が影響したのだろう。

　リヨン王国から見たウィンの立場は、レティシアに強い影響を及ぼす重要人物だ。しかし、コーネリア皇女に仕える従士として見れば、従士隊の仲間とは対等の立場となる。その辺を考慮した結果、ロックとウェッジ、リーノの部屋も用意されることになったのだ

　これには以前から王宮が催す宴に興味を示していたリーノは大喜びだった。

　リーノの生家であるハーレン家は、士爵位を賜たまわる下級貴族。

　王宮での催し事はもちろん、華やかな社交界とは縁がない。

　また、祖父が軍功を挙げて叙爵された歴史浅い家ゆえに、貴族とはいっても庶民と変わらない生活を送っているのだ。

「うわあ……あたし、隊長の部下になれて良かったよ～」

　主賓では無いため、レティシアやコーネリアのようなドレスは着られないが、リーノは嬉しそうにこの場にいないロイズへの感謝の言葉を口にした。長旅の疲れも見せず、コーネリアの傍らで護衛を務めながらも、周囲に集まるリヨン王国の貴公子たちを楽しそうに眺めている。

　ウェッジも時折テーブルの上に山のように盛られたリヨン王国の料理に手を伸ばしつつ、リーノに付き合っていた。その顔には普段見せない笑みが浮かんでいることから、彼もまたこの席を楽しんでいることがわかる。

　ウィンは同じ平民の身分だというのに、上級貴族が集まるこの場で、まったく物怖じしないウェッジの度胸をたいしたものだと思った。

　リーノとウェッジの二人が気楽に宴を楽しむことができたのは、二人以外の人間がその分次々と訪れる人々をさばき続けることになったからだ。

　レムルシル帝国使節団の代表を務めるコーネリアと、レティシアの元には、途切れること無く人々が挨拶にやってきた。宴が始まると同時に、多くの人々が集まってきたため、リヨン王国側の人間が、慌てて列の整理を始めたくらいだ。

　ウィンもリーノたちと同様レティシアとコーネリアの傍に控えていたのだが、大きな混乱もなく順番を守って挨拶が行われるのを見て、邪魔にならない場所に移動しようと思ったのだが──。

「お兄ちゃん、ちょっとこっちに来て」

「ウィン従士、次はこちらへ来てもらえますか？」

　レティシアとコーネリア、二人が交互に呼んではそれぞれウィンを紹介したため、ウィンも休む間もなく大勢の人と挨拶を交わすことになった。

「閣下、紹介致しますわ。こちらが私を教え導いてくださいました、師のウィン・バードです。どうぞ閣下もお見知りおきを」

「こちらが私が最も信頼を寄せる騎士、ウィン従士です。彼は勇者メイヴィス様の師であり、私の学友でもある人物ですわ。ぜひ閣下にもお見知り置きいただきたいと思いまして、紹介させていただきました」

　王家が主催する宴だ。

　この場に招待された者たちは、国政に携たずさわる大臣や官僚、軍からは将軍級の上級武官、貴族たちも公侯伯といった爵位を戴く上級貴族ばかり。だが、彼らはウィンがレティシアとコーネリアによって紹介されると、誰もが驚きの表情は見せるものの、すぐに満面の笑みを浮かべ丁寧に己の名前を名乗ってから握手のために手を差し出してきた。

　平民出身の若者であるウィンに対し、まるで高位の人物に接するように遇してくる。

「余にも紹介して頂けるかな、メイヴィス殿、コーネリア姫」

「喜んで、陛下」

「どうぞこちらへ」

　遅れて会場に姿を現したリヨン国王ダリスとも挨拶を交わす事になった。

「お会いできて光栄だ。ウィン・バード殿」

「お目に掛かれて光栄にございます、陛下」

　ウィンは跪いて頭を垂れた。その傍らにレティシアが微笑みを浮かべて控え、コーネリアがダリス王に対して軽く頭を下げた。

「どうぞ頭を上げられよ、勇者殿の師よ。今宵の宴はそなたらを歓迎するために開いたものだ。そう畏かしこまる必要はない」

「いえ、畏おそれながら陛下。そういうわけにも参りません」

「いや、良いのだ。それに勇者殿を前にして、その師であるそなたにいつまでも頭を下げ続けさせては、余も困るのでな。さあ、立ってくだされ」

　ダリス王その人にそう言われてしまうと、いつまでも跪いているわけにはいかない。

　ウィンが立ち上がると、ダリス王は大きく頷いてみせた。

「それでは勇者殿、コーネリア姫。いつまでも余がお二人を独占していると、家臣の目が痛いのでな。余は席を外すが、どうぞゆるりと宴を楽しんでくだされ」

　そう言うとダリス王は、三人から離れていく。その後を、次に王に挨拶しようとする人々が追いかけて行った。

　その様子を見つめながら、ウィンは大きく安堵の息を吐いた。

　ダリス王との会話で極度に緊張したのだ。

　それにしても、帝国とあまりにも違う王国貴族たちのウィンへの接し方に、ウィンは何とも不思議な感覚を覚えていた。

「もっと堂々としていればいいよ」

「あちらの方々にもご挨拶に参りましょう。ウィン君、エスコートをしてくださいます？」

　そんなウィンを、二人の姫君は明らかに面白がっている様子だった。

　悪戯っぽい笑みを浮かべたレティシアとコーネリアがそう言って、ウィンを伴って会場内を歩く。

　慣れない待遇にすっかり緊張してしまったウィンは気づいていなかったが、実は先程から三人には、国賓であることとは別の意味で視線が集まっていた。

　視線の主はリヨンの若い貴族たち。

　男性はレティシアとコーネリアに、そして女性はウィンに注目していたのだ。

　大国レムルシル帝国のうら若き未婚の皇女と、同じくレムルシル帝国の大貴族の令嬢にして勇者の姫、そしてその勇者の師という肩書きを持つ三人だ。

　リヨンの貴族たちにしてみれば、縁を作るには願ってもない好機。

　そう思って、それぞれが息子や娘を伴ってこの会場へと乗り込んで来ていたのだが、常に三人で行動しているため、挨拶以上の言葉を掛ける隙がない。それどころか、周囲に親密さを見せつけるようにレティシアは、ウィンの左腕に軽く手を添えている。

　また、異性との接触を禁じられていることを知られる帝国の皇女コーネリアは、ウィンと直接触れ合ってはいなかったが、それでもふとしたことで触れ合えてしまうほどの距離を保っていた。

　この麗しき二人の姫君が寄り添っている若者に好意を寄せているのが一目で理解できる光景だった。

　この状況では、レティシアとコーネリアに己を売り込みたい青年貴族たちも、何も行動に移すことが出来ない。

　ウィンに対しても、幾人か自分の娘を伴って声を掛けてきた貴族もいたのだが──。

（へえ……美人だな）

　目立つ三人の後ろに控えていたロックもそう思えるほど、美しい姫君たちだったが、美貌でも、醸しだす気品でも、レティシアとコーネリアに圧倒されてしまい、結局逃げ出すようにして離れていってしまう。

　レティシアの輝くような黄金の髪、エメラルドの宝玉を思わせる瞳、恐ろしいほどに整った顔立ちは、どんなに美貌に自信を持つ姫君であっても、比べられたいとは思えないだろう。

　その上、今日集まった貴族たちは、以前レティシアがこの国を訪れた際にも、彼女を目にしている。武官に至っては、戦場で彼女と一緒に戦った者もいた。

　リヨン王国を初めて訪れた時のレティシアは、まだ十歳。しかし、幼いながらも抜群に優れた容姿は、将来どれほどの美人になるのかと思わされた。ただ、当時のレティシアは、ほとんど表情を変えることも無かったため、その美貌もあって精巧に作られた人形のようだと噂する者たちもいた。

　その、確かに美しいけれども人形のような少女という印象を持っていたリヨン王国の人々は、成長して女らしさを増したレティシアを見て驚くことになった。更に、彼女はかつての人形のような無表情で人を寄せ付けない凜とした空気を纏まとっておらず、蕩とろけるような微笑みを寄り添うウィンに向けている。その表情がまた魅力的で、周囲から感嘆のため息が聞こえてきた。

　そして淑しとやかな微笑を浮かべて歩くコーネリア。その一挙手一投足は完璧なまでの優雅さで、見ている者に自然と畏敬の念を覚えさせる。皇族として公務が許される十八を前にして、彼女は皇族らしく侵しがたい雰囲気を身に付けつつあるようだ。

　レムルシル帝国の皇室の歴史はおよそ三百年。大陸に現存する数多あまたの王室で、帝国の皇室を上回る歴史を持つ国はカシナート王室だけだ。

　長い歴史で培つちかったその格式は、新興国の貴族が及ぶべくもない。

（宴の前に言っておいた忠告、あの二人のおかげでまるで意味がなかったな）

　開宴前、ロックはウィンに、娘を使って誘惑し、ウィンに取り入ろうとする輩やからがいるかもしれないと、忠告していた。




「はは、俺に取り入ろうとしてどうするんだ？」

「わかってないなぁ。お前に取り入っておけば、レティシア様ともコネができるだろう？　例えば、そこらの見栄えの良い娘を養女に迎えて、お前に愛人として押し付けようとする奴もいるかもしれない。気をつけておけよ？」

　有力な者と縁を結ぼうとするのは、貴族や富豪であれば当然のことで、ロックの生家マリーン商会だって使ったことがある常じよう套とう手段だ。

　ロックの目から見れば、レティシアとコーネリアという、権力志向の人物からしたらこれ以上ない者たちとコネを持った人物、それがウィンなのだ。

　そのくせ、ウィンはそういった権謀術数には無防備なので、友人として彼が言いい包くるめられていいように利用されないか心配だった。

「まさか。でもまあ、気をつけるっていっても具体的にどうすればいいんだよ」

「そうだなぁ……とにかく言げん質ちを取られないようにすることだな。例えば、『我が家にちょうどウィン殿と歳の近い娘がおりまして、これが親の私の目から見ても、なかなかの器量でしてな。高名なウィン殿が出席なされると聞いて、ぜひお会いしてご挨拶したいと申しておりましたよ』と言ってきたとする。お前ならどう答える？」

　声こわ色いろまで使って、偉そうな貴族の物真似をするロックにウィンは苦笑すると答えた。

「そうだな。『私もお会いできなくて残念です。次の機会がございましたら、ぜひご挨拶に伺いたいと、お嬢様にお伝え下さい』かな」

「はい、アウト！」

「ええ!?」

「今日、来ていないとは言っていないんだ。即座に、『では娘を呼んで参りますので、しばしお待ちを！　何なら個室を用意させましょうか？　ささ、二人きりでゆっくりとお茶でも』と話が進む」

「ちょっと待って！　それは色々と話が飛躍しすぎてやしないか？」

「馬鹿野郎！　奴らにとってそんなの関係無いんだよ。お前の口から出た『お会いしたい』『次の機会』『挨拶したい』の三つの単語があれば、それを拡大解釈して、お前が娘に会ってくれることを了承したことになるんだ。後は社交界で噂を流し、あれよあれよという間に既成事実化するだけだ」




　だが、いざ宴が始まってみれば──。

　レティシアとコーネリアが、ウィンの傍から片時も離れようとしない。

　美しさではレティシアが、洗練された動作と格式を感じさせる気品ではコーネリアが。

　少しでも己に自信を持つ女性ならば、決して近寄りたくない空間がそこにできていた。レティシアとコーネリアの二人と並ぶようなことがあれば、色々な自信が粉々に砕け散りそうだ。

　会場内で出会った、マリーン家と取引のある貴族たちと挨拶を交わしながら、ロックは横目でウィンたちを遠巻きにして見つめている姫君たちに、かわいそうにと同情の念を送るのだった。




　結局、宴に参列したリヨン王国の貴族と重鎮たちは、ウィンとレティシアという師弟の間に入り込むことは難しいということを認識させられることになった。

　また、帝国皇室との縁談を画かく策さくしていた者も、うら若き皇女の伴侶の立場を得ることが難しいと知った。もしかすると、その立ち位置に一番近いのが、勇者の師である青年なのかもしれないとも──。

　かくして、リヨン王国の政務に携わる者、特に外交に関わる者たちは、ウィンをより重要な賓客として遇するよう指示をするのだった。
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　柔らかく身体を包み込むベッド。

　町の宿で使われる硬くて薄い毛布などではなく、水鳥の羽をたっぷりと詰め込んだ、軽くて極上の暖かさを持つ寝具は快適な眠りをもたらす。

　険しいマジルの廃坑道を抜け、レムルシル帝国とリヨン王国の国境沿いを流れるマレー川を船で下り、ようやく辿り着いた王都リヨン。

　しかしそこで一息入れる暇もなく、王国の重鎮たちを招いた国王主催の歓迎の宴が催されれば、いかに鍛えられたウィンたちでも疲労がピークにもなろうというものだ。

　服を脱ぐのも億おつ劫くうな気分だったが、どうにか椅子に礼服を掛けて身体を柔らかいベッドに投げ出すと、ウィンはあっという間に眠り込んでしまい、目を覚ましてみれば、もう日は高く昇っていた。

「おはよう、お兄ちゃん」

　いつの間に部屋へ入って来たのか、レティシアがベッドの横に腰掛けて、横になっているウィンを見下ろしている。

「ああ、おはようレティ。いま、何時くらい？」

「ええっと……ちょうど朝の市が店仕舞いするくらいかな」

「そっか」

　ベッドから身体を起こし、一つ大きく伸びをする。

「随分とぐっすり眠ってたね」

「ああ、鍛錬できなかったな。ごめん、レティ」

「ふふ……実は私もさっき起きたところだよ」

　ぺろっと小さく舌を出すと、レティシアは立ち上がって窓を開けた。

「今日もいい天気だよ」

「だな」

　窓から日が差し込んできて、眩しさに一瞬ウィンは目を細める。そして、

「うん？」

（何だか……変な匂いがする）

　窓から吹き込んだ風に乗って、今までに嗅いだことのない独特の匂いが、ウィンの鼻をくすぐった。

「お兄ちゃん、こっち来て」




　その様子を見て取ったのだろう。レティシアが窓の傍で手招きするので、ウィンはベッドから立ち上がると彼女の傍へ歩み寄った。

「うわあ……」

　思わず声を漏らした。

　ウィンの前に、今までに見たこともない景色が広がっていた。

　王宮の外壁越しに広がるリヨンの街並みのその向こうには大おお海うな原ばらが広がっていた。大きな船がいくつも見える。遠く離れた王宮からでも随分と大きく見えるあの船は、外洋船なのだろう。ウィンがこれまで見てきたどの船よりも大きい。

　ウィンたちは、マジル山脈からレムルシル帝国とリヨン王国の国境を流れるマレー川を下ってリヨンにやってきた。そのため、海は建物とリヨンの町を囲む幾つもの壁に阻はばまれて、見ることができなかったのだ。

「あれが、海か」

「うん。リヨンは海洋貿易で発展した町だから、港に行けば大きな船がたくさん見られるよ」

「じゃあ、この匂いは海の匂い？」

「そうだよ」

　ウィンは胸いっぱいに空気を吸い込む。

「あれが海か。でっかいな」

　しばらくウィンとレティシアは窓の傍で並んで佇んでいた。

　レムルシル帝国とリヨン王国の国境沿いでは、あまり風景に変化が見られず、外国に来ていることをさほど実感できなかった。

　帝国も王国も麦を育て、羊や豚、牛といった家畜を飼う。

　国境沿いに点在する村に住む人々にとって、所属する国は違えども、生活の糧は変わらない。

　海を見たことで、ようやくウィンは異国へとやってきたことを実感できた。

「こんな状況だけど、もっと海を近くで見たいよ」

「うん」

　ウィンが本音を漏らすと、レティシアは頷いた。

　アルフレッド、ロイズ、ケルヴィンらと別れて以後、ウィンたちは人目を避けてマジル山脈の廃坑道を通ってリヨン王国に入国を果たした。

　入国後も王都に到着するまで、密かに行動していたので、あれから帝国国内がどうなったか気になるところだった。

　川下りの途中にある宿場町で、ウィンたちに同行していたオールトたちが、冒険者ギルドで噂話を集めてくれたのだが、その話を聞く限り、帝都シムルグはノイマン皇子が掌握しているらしい。

　皇太子アルフレッドは、何者かの襲撃を受けて死んだことにされており、〝エルステッド伯爵領で存命を告げたアルフレッドは偽者。その偽者を仕立てあげたエルステッド伯爵が、今回のリヨン王国親善訪問団襲撃事件に深く関わっており、ノイマン第二皇子が軍を興し、偽者のアルフレッドとエルステッド伯爵の誅ちゆう伐ばつに向かう事になるだろう〟とのオールトが冒険者ギルドで仕入れてきた情報からも、状況が切迫していることがわかる。

　そのオールトたちとは、リヨンの王都に到着すると同時に別れることになった。

　彼らにはコーネリアらが無事にリヨンへ到着したことを、封鎖されたエルツにいるアルフレッドたちに伝えてくれるよう依頼してある。

　オールトたちはエルツに家を構えている成功を収めた冒険者だ。

　町までは疑われることも無く近づけるだろうし、オールトとルイスの武術の腕前、いまや宮廷魔導師たちに劣らないイリザの魔法の腕前があれば、封鎖された町の中に入ることもそう難しいことではないだろう。

　その後、彼らにはアルフレッドの下で働いて貰うつもりだ。

　彼らが信用できる人物であることは、オールトに渡した密書に書き記してある。

　今頃はこの空の下、レムルシル帝国とリヨン王国を結ぶ街道を歩いているだろう。帰り道は正規の街道を通っているため、行きよりも遙かに短い時間でエルツにたどり着くはずだ。

　オールトたちの旅の無事を思い、空を見上げて見れば、見たことのない鳥がスーッとウィンの視界を横切っていった。

　海辺に棲む鳥なのだろう。

「海を見るくらいの時間なら、きっとあるよ。それに港に行けば、遠い外国から運ばれてきた見たことない品々もあるし、食べ物も海のお魚を使ったものがいっぱいあって、どれもとっても美味しいの」

「へえ。海のものは乾物しか見たことないからな」

　鮮魚といえば、帝都ではもっぱら川で捕れたものになる。

　海産物は塩漬けや干物しかない。しかも、どれも輸送に金が掛かってしまうため非常に高価で、とても庶民の口に入るような値段ではない。

　ウィンも仕入れで朝市へ出向いた時に、店先に並べられた海産物の乾物を見たことがあるだけで、食べたことはなかった。

　ウィンが育った『渡り鳥の宿木亭』は、そんな高級食材を扱うような宿屋ではない。

　その時、ウィンのお腹がぐぅと小さく鳴った。

　食べ物の話で急に空腹を思い出したのだ。

　昨夜は次々と訪れるリヨン王国貴族と挨拶を交わしていたせいで、リーノたちと違って、ウィンはろくに食事も取ることができなかった。

「朝食は広間に用意して貰えるそうだから、一緒に食べよ？　多分、朝食が終わった頃に、例の件も含めてラウルから聞かせて貰えると思う」

「ああ、そうだな」

　頷くと、ウィンは一度レティシアに部屋へと戻ってもらい、急いで身支度を整えるのだった。




　レムルシル帝国とリヨン王国の軍事同盟締結。

　予あらかじめアルフレッド皇太子とラウル王太子との間で密約が交わされていたこともあって、同盟の締結は滞りなく行われる。

　帝都シムルグから姿を消し、突然リヨン王国に姿を現したコーネリア皇女が帝国の代表として調印した。ここから先は、アルフレッドが前もって派遣しておいた経験豊富で信頼の置ける官僚が、王国側と細部を詰めてくれるはずだ。これらは政務外交という文官たちの領域なので、ウィンたちにできることはもう何もなかった。

　ウィンたちのこれからの予定は、同盟を結んだことで派生する様々な案件を追認するために残るコーネリアの護衛と、エルツを旅立つときにアルフレッドから下命されたコンラート・ハイゼンベルクとサラ・フェルールの遺産について、リヨン王国に情報開示とその調査を求めることだ。

　広間に用意された朝食の席には、コンラート・ハイゼンベルクの遺産について聞かされている者だけが招待されていた。すなわち、ラウル、ウィン、レティシア、コーネリアの四人だ。

　料理と飲み物が給仕されると、ラウルはすぐに人払いをした。

「朝食の席だが、今は時間が惜しい。食べながら話を聞いてくれ」

　ラウルはそう言うと、自身もさっさと目の前の卵料理に手を伸ばす。

　同盟文書の大筋はアルフレッドと詰めてあるとはいえ、同盟に付随して発生するであろう様々な案件の処理も急がねばならない。王太子というだけではなく、一軍を預かる将でもあるラウルは多忙を極めていた。

「ウィン君。君にも重要な役割がある。勇者の師というだけでなく、皇女殿下の従士として君にも協力してもらう。調査結果を確認できる他国の人間が必要だ。君であれば、証人として不足はない」

　ウィンはコーネリアの顔を窺った。ウィンの主は彼女なのだ。そのコーネリアはウィンの顔を見ると、小さく頷く。

「わかりました。まずはお話を聞かせてください」

「事の始まりは、コンラート・ハイゼンベルクの拠点だった古城に派遣していた者たちから、急報が届けられたことにある」

　そしてラウルは話し始めた。




[image: ]




　魔物との戦いが一応の終結を迎えた今、民衆に最も好まれる物語は、魔王を滅ぼした勇者レティシア・ヴァン・メイヴィスの活躍を讃えるものだ。

　多くの吟遊詩人、説話師が、彼女の足そく跡せきを辿り、それぞれ独自の解釈で様々な物語を綴つづって、民衆に提供した。

　そうした物語の一つに、勇者メイヴィスが邪神復活を企む邪教の儀式を阻止し、生贄となった乙女を救出したという話があった。

　説話師、脚本家によっては、乙女が王子になったりもするが、舞台となった国がリヨン王国でリヨン王国王太子ラウル・オルト・リヨンが、勇者メイヴィスの仲間となって最初に遭遇することになった有名な戦いだったことで、リヨンの国民の間では特に人気が高い物語だ。

　レムルシル帝国からリヨン王国に続くマジル山脈。

　四千メートル級の山々が連なるこの山脈に、地元の者たちからはソイル山と名付けられた山がある。

　その山の中腹あたり、周囲に生える背の高い針葉樹の間から突き出しているように見える古城があった。

　巨大な石材が幾つも使われていて、見るものにとても重厚な印象を与える。

　付近には町も村もなく、人が足を踏み入れるには不便そうなこの土地に、どうしてこのような城が建っているのか。

　付近の様子を注意深く観察すれば、その答えは容易に知れるだろう。

　背丈の低い木が生い茂り、枯れ葉や苔によって覆い隠されているが、ところどころに石で作られた階段や、崩れた石壁のようなものが見られる。それらがソイル山の中腹部の広い範囲に残されているのだ。

　また、リヨン王国の王立図書館に保管されている古こ文もん書じよや古地図を調べれば、この城についての記述を見つけることができる。それらの文献によると、城は数百年も昔に栄えた大陸覇権国家、古代レントハイム王国時代の貴族が建てたもので、周囲には城下町が広がっていた。しかし、王国末期に蛮族の攻撃を受けて、城主の一族は戦死。町は焼かれて滅ぼされた。

　山間部の中腹にある町の出入りには、現在は失われた魔法を用いた移動手段を利用していたのだが、町が焼かれた際にその手段を失い、わずかに残った生存者たちも、不便となった町を離れていき、その後、数百年の後に一人の魔導師が城を拠点とするまで、人々に忘れ去られてしまっていた。

　そう、この魔導師こそ、物語の中で邪神復活を目論み、勇者メイヴィスによって倒された邪悪なる魔導師コンラート・ハイゼンベルク。そして、勇者メイヴィスと魔導師コンラートが対決したとされる場所こそが、この城なのだ。

『大賢者』候補にもなった、旧セイン王国宮廷魔導師コンラート・ハイゼンベルク。

　セイン王国滅亡後、魔王を滅ぼすための研究で諸国を渡り歩き、最後に拠点と定めた場所。

　勇者と対決して敗れた後、城にはコンラートの遺した多くの品々があった。

　床に一滴でも零しただけで、猛毒の煙が発生し数千人を殺してしまう薬品。

　並の魔導師では、開いただけで即死してしまう呪いが施された魔道書。

　精霊、魔族といった人外を召喚する鏡。

　それらは、取り扱いを間違えると町一つを一晩で死の町に変えてしまう物や、使い方によっては国一つ転覆させられる物など、禁忌とされるべき危険な品々だった。

　魔道の奥義が尽くされたそれらは、リヨン王国の優れた宮廷魔導師をもってしても、容易に解析できるものではなく、迂う闊かつに手を出すことすら許されないものばかり。世に出してはいけない禁忌の品々を前にリヨン王国の高官は、城ごと厳重な魔法の封印を施すことにした。

　更に信用の置ける数名の騎士と魔導師を管理官として派遣し、何者も近づけないように手配したのだ。




　城の扉の前は、それまで続いていた針葉樹の森が突然開けていて、かつては前庭だったと思われる。

　地面には丁度手の平くらいの大きさの石が敷き詰められているせいで、針葉樹が生えなかったのだろう。脇の方には花壇のようなものの痕跡も見受けられる。当時は訪れる客を楽しませるため、四季折々の花々が咲き乱れていたに違いない。しかし今は見る影も無く、石と石の間からは雑草が生え、花壇には根の深そうな背丈の高い草が生えていた。

　その広場の一角に木材を使用して建てられた、簡素な小屋があった。

　勇者とコンラートの対決後、リヨン王国から派遣された管理官たちが住むために建てられた小屋だ。

　管理官となった者たちは、半年を任期として交代でここに詰めることになった。

　年老いた騎士ギドマンもまた、管理官としてこの城の側に建てられた小さな詰所へ着任した。同僚となる他の管理官たちも、彼よりは少し歳若かったが似たような年齢の者たちばかりだ。

　王国騎士団の上層部が、軍での功績厚く退官間近な彼らに、最後は日々の業務に追われることのない、静かに退官までの残り少ない時間を過ごせる任地を用意してくれたのだろう。

　騎士としての華々しい戦果とは無縁の場所だが、退役間近な彼らには、手て柄がらを立てて出世しようといった欲はない。退官後は退職金と年金を受け取って、静かに余生を送るつもりの彼らにとって、家族と離れて暮らす寂しさを除けば、文句のない任地だった。そもそも、軍に所属している以上、いざ何か事が起こったならば、祖国を離れて遙か遠方の地まで馳せ参じるのが彼らの職務。そう考えるならば、家族と離れて暮らすことですら、そう大きな問題ではないのかもしれない。

　魔物や熊や狼といった野生の獣に出会う危険はあるが、それでも生死と隣合わせだった戦場に比べれば遙かに平和で長閑のどかな場所だ。

　ただ、刺激のある生活を求める気力はもうなかったが、それでも娯楽の類たぐいが一切存在しない山奥での任務は想像以上に退屈を極めた。

　そこでギドマンは、退屈を紛らわすために森を少し切り拓くと小さな畑を作った。

　ここでは振るわれる機会が少なそうな剣を置き、農夫が振るう鍬くわを手にしたのだ。

　畑を作り、作物を育てる。

　この古城周辺一体は、王国が管理している土地だが、どうせここを人が訪れることは滅多にない。やってくるのは、せいぜい月に二度の割合で、麓ふもとの町から生活物資と食糧を届けに来る軍に雇われた人足くらいのものだ。少し森を切り拓き、自分たちが食べるだけの野菜を育てる程度のささやかな畑ならば、咎めだてされることはない。

　管理官の主だった仕事は、希まれに城を遺跡と勘違いして訪れる冒険者や、城を根城にしようと侵入する野盗を追い払うことくらいだ。

　畑仕事をする時間はいくらでもあった。

　同僚の管理官たちも自分たちで畑を作ることに興味を示し、慣れない畑仕事に一同勤いそしむことになった。

　畑仕事の知識、植える予定の作物に関しては、詰所に一緒に詰めている二人の魔導師がわざわざ書籍商から書物を取り寄せてくれた。

　魔導師たちも暇を持て余していたのか、彼らも薄手の作業着に着替えると、せっせと小さな石を除去したり草を抜いたりと手伝ってくれた。

　ギドマンは魔導師に、暗い部屋の中に閉じこもって書物を読みふけり、実験に明け暮れる陰気な野郎という印象を持っていたので、積極的に肉体労働に勤しむ彼らの姿に意外の念を覚えた。

　もっとも、こんな場所では読む書物も無ければ、実験も限られたものしか出来ないからかもしれない。

　かつて道があった名残の石畳の石材を取り除き、地中深くに残っている木の根を掘り起こして取り除く。それから土を耕し、日当たりを良くするために木に登って邪魔な枝を切り払う。剣を握って戦場を駆け回って来た彼らにとっては慣れない作業ばかりだったが、仲間たちと一緒にする畑仕事は、なかなかに楽しいものだった。

「自分たちの手で作った作物は、格別美味しいに違いない。騎士を退たい役えきしたら家督は息子にさっさと譲って、貰った退職金でどこかの村に土地を購入して畑でも作ろうか」

　そんなことを言い出す者までいた。

「足腰も弱らんだろうしな」

　騎士も魔導師も関係なく、その言葉に皆がどっと笑う。

　騎士と魔導師が交流することは滅多にない。武器と己の肉体を頼りに戦う騎士と、魔法と知識を武器にして戦う魔導師は、リヨン王国でも仲が良いとは言えなかった。しかし畑仕事を共にすることで、管理官たちは結束を強めることができていた。これは嬉しい副作用だ。

（任期が明けたら、畑仕事のことも報告しておくことにしよう）

　国が管理する土地を勝手に開墾したことに、渋い顔をされるかもしれないが、貴重な体験談だ。いずれ前線の砦とりでなどで畑が作られるような日が来るかもしれない。

　そんなことを夢想しつつギドマンが鍬を振るっていた時、不意に大きな揺れが管理官たちを襲った。

　足元から空に向かって突き上げられるような大きな揺れ。

　体格の良い老管理官の身体が、宙に浮き上がるほどの衝撃だった。

　ギドマンは思わず鍬を手放すと、身体のバランスを取ろうとする。

　周囲の木々が轟ごう々ごうと唸りを上げて揺れていた。

　立っていられない程の大きな揺れに、ギドマンは地面に手をつき四つん這いとなった。

　ドーン、ドーンと大きな音が断続的に聞こえてくる。

　舞い上がった粉塵でよく見えなかったが、城の天井や外壁が崩落しているのかもしれない。

　ギドマンの近くでもメキメキッという何かが軋きしむ音がしたかと思うと、轟音と共に詰所の小屋が倒壊した。

　その煽りを受けて小さな木片や小石が飛んできたので、頭と顔を両手でかばう。

　そしてその姿勢のままで、揺れが収まるのを待つ。

　ようやく揺れが収まって、ギドマンは立ち上がった。

　何となくまだ身体が揺れているような感覚を覚えるが、おそらく気のせいだろう。

「おい！　みんな大丈夫か!?」

　大声を出すと、宙に舞う粉塵の奥から全員の返事が聞こえてきた。

「うわあ……こりゃあまた酷いことになってるな」

　小屋は見事なまでに崩れ落ちていた。

　幸いなことに、畑仕事のため全員が開けた場所へと出ていたおかげで、誰も小屋の崩壊に巻き込まれず、負傷者はいなかった。

「今の地震は何だったんだ？　山が火でも噴いたのか？」

　マジル山脈に連なる山々の中には火山も存在していて、数十年に一度噴火することがあった。もしも先程の地震が、噴火によるものであったなら、すぐに麓まで避難しなければならない。あっという間に全てを焼き尽くす火砕流が、押し寄せてくるからだ。

　しかし、木々の合間から見える山々には、噴煙のようなものは見られなかった。

「城の被害を調べよう」

　最年長のギドマンの言葉に、他の者も頷く。

　自分たちの仮の住まいである詰所も崩壊して、酷いありさまとなってしまっていたが、まずは王都へ城の被害状況を報告しなければならない。

　報告書を書くための紙とペンといったものは、小屋の崩壊に巻き込まれてしまったので、後で掘り出す必要があったが、詳細な被害状況の調査は後で行うとして、まずは彼らの管理対象である城の様子をざっと目で見ておきたかった。

　土埃が収まり、城の惨状を目にすることができた。

　数百年もの間、風雨に耐え続けた頑丈な石壁だったが、先程の地震でいたるところに亀裂が走り、崩落している場所もあった。城の主塔部分も崩落して無くなっている。

　地面には大きな石が幾つも転がっている。

　やはり先程のドーン、ドーンという連続して聞こえた大きな音は、壁が崩落した時のものだったのだ。

　管理官たちの詰所や畑が、もっと城近くに作られていたら、彼らはこの大きな石の下敷きとなっていたかもしれない。

「城には魔法による封印が施されていたはずなのだが、地震には効果が無かったのか」

　大きな石で作られた城の天井や石壁が、崩落を起こす程の衝撃だ。中にあるコンラートが遺した品々は無事なのだろうか。危険な劇薬の容器が床に落ち、猛毒の煙等が漏れ出しているかもしれない。

「考えなしに近づいてしまいましたが、何も対策なしにこれ以上城へと近づくのは、危険かもしれません」

　魔導師の一人の意見に、ギドマンは頷いた。

　どのみち、ここより先は封印の結界魔法が張られているため、彼らにできることは何もないのだが、王都への報告には、城内部にも大きな被害が出た可能性があると記すことを考えていた。

「あっ！」

　その時、別の場所で呪文を唱えていた魔導師が声を上げた。

「どうした？」

「ま、魔法が！　結界の魔法が！」

　声を上げた魔導師が、慌てた様子で走りだす。そのただごとではない様子に、管理官たちも彼の後を追って走った。

　行き先はすぐに分かった。

　城には何なん人ぴとたりとも足を踏み入れられないように、『五重結界魔法陣』という五つの魔法陣を用いた強力な結界魔法が張られている。

　その結界魔法を作り出している五つの魔法陣の一つに、魔導師は駆け寄って、その場に膝から崩れ落ちるようにして座り込んだ。

「そんな馬鹿な……」

　遅れて到着したもう一人の魔導師が、唸り声を絞り出す。

　魔法陣に描かれた破邪を示す五ご芒ぼう星せいに、大きな亀裂が走っていた。

「どうしたのだ？」

　ギドマンが尋ねると、最初に駆け出した魔導師が青褪めた表情で言った。

「封印の魔法が破られているんです！」

（破れているのではなく、破られている？）

　魔導師の言葉にギドマンは引っかかりを覚えた。

「破られているとはどういうことだ？」

「そのままの意味ですよ。城を封印していた結界が消えてしまっています！」

「それは先程の地震で魔法陣が壊れたからではないのか？」

「そんなはずはありません」

　声こわ音ねに焦りの色がにじんでいるのを隠すこともなく、魔導師は強い口調でギドマンに訴えた。

「この封印の魔法は、地震程度で破れるような簡単な魔法式ではありません！　ましてや、この魔法の術者はかの『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファ様です。地震程度で破れるような魔法じゃない」

「では、結界が破られている事と、先ほどの地震は全くの無関係だとでも言うのかね？」

「いいえ。恐らく先程の地震は、結界が力ずくで破られた事による余波のようなものでしょう。ティアラ様の魔法には、あれだけの地震が起こせるだけの魔力が込められている。ですが、彼女の魔法を破れるほどの魔導師となると──」

　言い淀んだ魔導師の思いは、その場にいる全員に伝わった。

　先ほどの地震が魔導師の言うように、強力な結界を破った時の余波なのだとしたら──。

　この場にいた管理官たちに気づかれることもなく、そして人類最高の魔導師が張った結界を破れるほどの実力者。その実力は、少なく見積もっても大国の宮廷魔導師の上位席官級の魔導師だろう。

　そんな人物が、コンラートの遺した禁忌の品々が溢れる古城へと侵入した可能性がある。

「悪い予感がする……」

　ギドマンの漏らした小さな呟きは、この場にいる全管理官共通の予感だった。

　誰もがその感覚に覚えがあって、こうした予感を覚えた時には決まって良くないことが起こった。

　騎士だった父が戦場から帰ってこなかった時。

　何年も肩を並べて戦った戦友が命を落とした時。

　初うい陣じんの息子が戻らなかった時。

「む、あそこを見てくれ」

　管理官の一人が、砕けた城の壁の亀裂の奥を指差した。

「……なんの光だ？」

　小さな青い光がゆらゆらと頼りなく揺れているのが見えた。

　亡もう者じやが生者を地獄へと誘う時に、青い火を灯してやってくるという古い伝承をギドマンは思わず連想する。だが、不気味だからといって職務を放棄するわけにはいかない。光の源を確かめる必要があった。

「確認に向かうぞ」

　押し殺した声でギドマンが告げると全員が頷き、慎重に光が見える壁の亀裂へと歩き出した。

　危険な薬剤の入った瓶が破損して、毒の煙が発生していることも考えて、気休め程度にはなるだろうと、口元に布を当てて進んで行く。

　光が見えていた亀裂は、近づいて見ると、頭の位置よりも随分高い場所にあった。

　そしてそこまでには崩落によるものだろう大きな瓦が礫れきが散乱していて、非常に足場が悪い。

　最も若く体力に優れた管理官が先頭に立つと、足場を確認しつつ瓦礫をよじ登りはじめた。

　その間にも、亀裂から覗く光がちらちらと動いているのがわかる。

　天井の崩落によって差し込んだ外の光が、青い硝子ガラスか何かに反射しているという可能性も考えていたのだが、明らかに人為的な光の動きだった。

　間違いなく、何者か侵入者がいる。

　だが──。

「大勢の気配は感じ取れないな。しかし、我々がここにいることを知らぬ訳もあるまい。少数でこれだけのことを為したというのならば、余程の自信があるのか……。気を抜くな」

　胸の内に膨れ上がる不安をかき消すために、ギドマンは小声で同僚たちに注意を促す。

『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファの結界魔法を破る相手だ。

　一人でも管理官全員を相手にできるほどの実力者の可能性もある。

　先頭を行っていた管理官が、ついに亀裂の真下へと辿り着いた。

　落ちた石を足場にして亀裂に手をかけ、ゆっくりと身体を上へと引っ張り上げようとした、その時だった。

「っ！」

　登っている最中で、管理官が声にならない悲鳴を上げて、大きく上体をのけぞらせた。

　体勢を崩した彼はそのまま下の瓦礫へ向かって落下し、彼の後に続こうとしていた別の管理官によって抱き止められる。

「おい、しっかりしろ！」

　ギドマンも急いで駆け寄った。

　落ちた管理官は、同僚の腕の中で痙けい攣れんしていた。

　瞳が焦点を結んでおらず、口と鼻から血の泡が吹き出ている。

（毒の煙が出ていたのか……？）

　懸念していた通り、地震で何らかの薬瓶か何かが破損し、毒の煙が流れ出していたのかもしれない。

　しかし、倒れた管理官の襟元のボタンを外し、露あらわになった彼の首を目にした途端、ギドマンの動きが止まった。

（これは……！）

　倒れた管理官の首には、浅黒い痣あざが浮かんでいた。

　それも、目に見えてじわじわと広がりつつあるのが確認できる。

「瘴しよう気き！　では、まさか……」

　対魔大陸同盟軍に加わったこともある経験豊富なギドマンには、この症状に見覚えがあった。

　魔物たちの上位存在である魔族──それもかなり高位の魔族と接した人間が、その瘴気にあてられた時に見られる症状。犠牲者の全身にじわじわと広がっていくこの瘴気の痣は、やがて肌とその下の肉を腐り溶かしていく。

　考えている間にも、倒れた管理官の肩の辺りの肉が崩れ落ち、骨が見え始めていた。すでに彼の呼吸はか細いものとなっていて、絶命するのは時間の問題だった。

「……逃げるぞ」

　ギドマンは立ち上がった。

　そして同僚たちを見回す。

「しかし……」

　この地に派遣されている管理官たちは、退官が間近であるとはいえ、誰もが任務に対して強い使命感を持つものばかりだ。未知の何かによって同僚を失い、その上古城を守るという任務からも逃げるという提案は受け入れ難いという彼らの気持ちはよく分かる。

　だが、老管理官は彼らのそんな迷いを断ち切るために鋭い眼光で全員の顔を見回すと、言い含めるかのように強い口調で言った。

「逃げるぞ！　一刻も早く、この場から遠くへ！」

　もしも魔族だとしたら、ギドマンたちだけでは手に負えない。何の対策もなしに突っ込めば、たったいま絶命したばかりの同僚の二の舞いとなる。

　彼の犠牲を無駄にしないためにも、この場は引き、一刻も早く王都へ応援を要請するべきだろう。

　他の管理官も魔導師も歴戦の者たちだ。

　ギドマンの様子にすぐに迷いを退けて走りだした。

　同僚の遺体もその場に置いていくことにした。

　瘴気は遺体から、そのまま周囲にも広がりかねない。感染病のごとく、接触した者にも伝染っていく可能性がある。幸いなことに、ギドマンは瘴気が広がっていた部位に触れてはいない。同僚の遺体をそのままにしていくのは胸が痛んだが、麓の町まで運ぶよりも、人のいないここに置いていったほうが安全だ。

　そして管理官たちはソイルの山を急ぎ下った。麓の町まで到着すると、事の次第を至急王都へと報告する。

　そしてその報告は、リヨン王国の誇る魔王討伐の英雄『剣聖』ラウル・オルト・リヨンへと届いたのだった。




「魔族が関わっている？」

　話を聞き終えたレティシアが目を細めてラウルに尋ねた。

「それだけじゃない。その後、俺自らが軍を率いて城へ赴き調査を行った。その時の調査では魔族が存在したという痕跡はなかったが、管理官が避難した後、軍が駆けつけるまでの間に別の者たちが侵入していた痕跡が見つかったんだ」

　長い間に溜まった埃は、崩落の時の衝撃で大気中に舞い上がった。その埃が再び地面に全て降り積もるまでには、長い時間が必要だ。

　そして調査に赴いたラウルたちは、埃の上に複数の人間の足跡を発見した。その足跡は埃が全て地面に落ちてから付いたものだと判明した。そしてその足跡が麓の町に向かっていることも。

　そして町の住民に聞き込みを行い、街道で検問を行っている内に、ある小規模な商隊の荷物の中から古城から持ちだされたと思われる魔道書や魔道具の一部が発見されたのだ。

「尋問を行った結果、その商隊の者たちはサラ・フェルールの信奉者であることを白状した。彼らが言うことによると、彼らの上にいる者たちから、城へ行って渡されたメモに書かれた品を持ち出せと命令を受けたらしい。また、その命令を受けたのは彼らだけでなく、他にも別ルートで運んでいる者たちがいるようだった」

　ラウルたちは商隊の者が白状した遺産の受け渡し場所に急行したが、時すでに遅く、拠点となっていたと思われる屋敷にはもはや誰もいなかった。

「管理官たちが見た者が本当に魔族だったかどうかはわからない。しかし、ちらつく『背教者』たちの影。碌でもない事を企んでいるのだけは確かだろう」

「コンラートにサラ。その二人の遺産を使ってする事と言えば、やっぱり破壊神の降臨？」

「その可能性は高いだろうな。サラが死んで『背教者』を信奉していた者たちの組織は、ほとんどが解散したが、地下に潜った奴らもいる。それにリアラが言うには、破壊神は邪悪な神というわけではないらしい。少数ではあるが、昔から破壊神を信仰している者たちもいるそうだ」

　リアラ・セインはレティシアのもう一人の仲間だった女性だ。

　そしてコンラートとは、因縁もある。

「リアラがそう言ったの？」

「ああ。神の行いを人の基準に当てはめるのが、そもそも間違っているとか何とか言っていたな」

「ラウル……あなた、リアラの話を聞き流していたのね？」

「とにかくだ。サラ・フェルールが死んだことで解散したと思っていた『背教者』たちの組織が、いまだ活動していて、その動きに魔族も絡んでいる可能性もある。その目的は前と同じ破壊神を召喚することなのか。それとも、彼らにとって教祖であったサラの仇討ちでも考えているのか。どちらにしてもレティ、それからウィン君、君たちの力を貸して欲しい」

「何にしても、『背教者』が関わっているのなら、行ってみた方が良さそうね」

　レティシアは食事を終えて立ち上がると、海が見える窓辺へと歩いて行った。

　王宮の建物は、王都リヨンで最も高い。その窓から見える港から、視線を西へと移していくと断崖となった岬が見えた。

　ここからではとても見えないが、その岬の突端部には小さな祠ほこらが建っていることをレティシアは知っている。

　その場所こそ、サラ・フェルールが命を落とした場所なのだ。

「帝国の公館に、城の結界が破られた際、居合わせた管理官の一人を呼んである。何か手がかりが摑めるかもしれない。サラの祠へと行く前に、話を聞いてみるといい」

　ラウルがそう言うと、レティシアは頷いたのだった。
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「それでは参りましょうか、コーネリア姫」

「はい」

　ウィンとレティシアが先に朝食の席を立つと、ラウルはその場に残ったコーネリアを促して歩き出した。

　向かう先は大会議室。そこで現在の帝国内部で起こっている情勢の分析と、派遣するべき援軍の規模について御前会議が行われる。

　会議室へと向かう途中、ふとラウルが足を止めた。

　廊下の窓から外へ目を向けている。

　つられてコーネリアも窓の外を見ると、ちょうどウィンとレティシアの二人が連れ立って歩いているのが見えた。

「帝国で再会した時にも思ったが、本当によく懐なついているものだ」

　廊下は二階とはいえ高さがあって、二人の会話が聞こえる距離ではなかったが、二人の様子は窺える。

　尊敬する『剣聖』ラウルから直接協力を求められたウィンの表情は、使命感に溢れ、やる気に満ちていた。

　そのウィンの横に並んで歩くレティシア。彼女の表情には余裕すら窺えた。

（ここで初めて会った時のレティと、同一人物とは思えんな）

　初めて会った時のレティシアは、他者に無関心でどこか危うげな雰囲気を持っていた。

　一緒に旅をするようになって、仲間として信頼関係を結ぶと、笑顔を見せることもあったが、それでもどこか切羽詰まったような空気を身に纒っていた。

　それが今のレティシアからはまったく感じられなくなっている。

　ウィンといる時のレティシアは、共に長い旅をしていたラウルが見たことが無いほどの穏やかさを見せている。

（彼が傍にいる限り、レティは大丈夫だ）

　十歳という幼さで、世界の命運という重荷を背負う事になったレティシア。

　たとえ比類無き力の持ち主であったとしても、心身共にズタズタになるまで傷ついたに違いない。そんなレティシアの事が心配だったが、彼女には長い旅を終えた後で、傷ついた羽をきちんと休める場所があった。その事がラウルには嬉しかった。きっとラウルよりも先にウィンと会っているティアラもまた、同じように安心したに違いない。

　もう一人の旅の仲間リアラもまたウィンと会い、二人の様子を知れば安心するだろう。

　ラウルは遠ざかっていく二人から目を離すと、下を向いて小さく笑みを浮かべた。それからラウルはちらりと、横で二人を眺めているコーネリアの表情を盗み見た。

　うまく表情を消しているがほんの一瞬、まだ年若い皇女の顔にわずかな羨望と嫉妬のような感情が浮かんでいたのが見て取れた。

（確か帝国の皇族の女性は、自らの伴侶を選ぶ権利を持っているんだったな）

　女性だった初代レムルシル帝国皇帝は、愛する伴侶を失った悲しみを自らの子孫に味わわせないように、女性の皇族は自らの伴侶を己で決める事ができると定めた。

　そのしきたりに則のつとって、皇族の女性は政略結婚ではなく、自らが見み初そめた人物を伴侶とする。だがその際、相手が皇族の父として相応しい人物であることを見極めねばならない責任が生まれた。なぜなら、その子どもに皇位継承権が与えられたなら、皇帝の座につく可能性があるからだ。

　しかし、皇族の女性が政略結婚の道具とされなかった事で、帝国の皇室は外戚関係の力が強くなりすぎず、三百年近く至尊の地位に在り続けたのだ。

　皇族の女性は優秀な夫を迎え、次代に血を残す重要な使命がある。その皇女であるコーネリアの視線の先にある男性は──。

（まあしかし、俺から見てもあの二人の間に入るのは相当難しい。アルフレッドも、そんなことはわかっているだろうに）

　一緒に旅をした仲間として、ラウルはレティシアが幸せになることを願っているし、彼女に肩入れしてしまう。しかし、想いを隠し続けているコーネリアの心中を思い、ラウルは大きな溜息を漏らしたのだった。




　御前会議が行われる会議室には、王宮の他の部屋と同じく多くの飾り布とリヨン王国の国旗、そして貴族たちの家紋が縫い付けられた旗が掲げられていた。

　部屋の中央部に重厚な卓が置かれ、その卓を囲むようにして椅子が置かれている。そして部屋の一番奥は一段高くなっていて、金と宝玉で飾り立てられた玉座があった、

　床には赤い絨毯が敷かれ、壁際には装飾品が飾られ季節の花が活けてある。それなのに、どこか寒々しさと奇妙な圧迫感を受けるのは、この部屋が効率よく人を殺すためにはどうすれば良いかという話し合いを持つ場であるからかもしれない。ラウルに続いて会議室へ足を踏み入れたコーネリアは、集まったリヨン王国の軍関係者の顔を見回してそう思った。

（私は帝国の代表としてここにいる。会議が始まる前から、部屋の雰囲気に圧されてしまうわけにはいかない）

　お腹に力を入れると、ゆっくりと部屋の中央にまで進み出る。それから作法に則り、正面の玉座に座るリヨン王国第四代国王ダリス・オルト・リヨンに一礼する。

「御前会議へのお招き、感謝致します。ダリス陛下」

「改めて、遠路はるばる我が国へよくぞ参られた、コーネリア姫。宴は楽しんでいただけたかな？」

「それはもう」

「それは良かった」

　ダリス王の声は、宴の際に挨拶に訪れた時とは違って威厳に満ちた声。眼光も鋭く強烈で、服の上からでも頑強な肉体をしているのが見て取れるためか、コーネリアは獅子の前に立たされているように感じた。

　息子のラウル王太子の名声にすっかり隠れてしまっている感があるが、このダリス王こそは、近隣諸国の王たちの中で最も武名に優れ、名君と誉れ高き男だ。

　若き日に王の座へと就いた彼は、即座に隣国レムルシル帝国との関係改善を図ると、王座交替の隙をついて侵攻を企てたカシナート王国を徹底的に叩き、逆に二つの都市と三つの砦を陥落させて大勝した。その後も軍の練武を怠らず、特に港と海軍の整備に心血を注ぎ海賊の討伐に乗り出して海路の安定を図った。そうした努力が実を結び、海賊の数は激減。海洋貿易で上がる利益が増し、莫大な富が国にもたらされた。

　勇者と共に魔王を倒した英雄、『剣聖』ラウル・オルト・リヨンの名が、現在ではダリス王の名声を上回りつつあるが、そもそもラウルの剣才を見抜き、当時の『剣聖』を彼の師としてリヨン王国に招いたのは、ダリス王その人でもある。ダリス王自身も武勇を持つからこそ、息子の才能を見出すことが出来たのだ。

　政務に軍務に後継者育成にと意欲旺盛なダリス王を目の前にして、コーネリアは、国内を二分する内戦が始まろうとしているにもかかわらず、いまだ何ら動きを見せないレムルシル帝国皇帝アレクセイに、君主としての大きな格の違いを感じ、我が父ながら落胆の思いを感じずにはいられなかった。

「そなたの国に関する事柄だ。現在の貴国の様子がどうなっているのか、気になるところであろう？」

「陛下のご配慮、痛み入ります」

「しかし、わずかな供の者を連れただけで、あの歴戦の騎士も足を踏み入れることを躊躇ためらうと言われるマジルの山を抜けて来られるとは。姫はたおやかな見かけによらず、なかなかに豪胆であるな」

「陛下も仰せになられたように、現在の我が国は困難な情勢にあります。そのような中、私の護衛に貴重な人手をこれ以上割くわけには参りません。ですが、道中では世に名高き英雄であらせられる『剣聖』ラウル王太子殿下のご盟友、『勇者』レティシア様が同行してくださいました。これ以上に心強いものはございません」

　そう言うと、コーネリアは微笑を浮かべてみせた。

「なるほど。勇者殿が護衛してくださるのなら、万の軍勢に身を守られるよりも心強いであろう。しかし、ラウルから話を聞いたと思うが、そのレティシア殿に我が国は力添えをお願いした。勇者殿の師にして、そなたの従士であるウィン殿にも、レティシア殿と共にお力を借り受けることになっておる」

「存じております。私の従士が陛下と貴国のお役に立てるのなら、非常に光栄なことでございます。どうぞ我が従士に関しましては、ご存分にお使い下さいませ」

「うむ。勇者殿の師とまで呼ばれる人物だ。それほどの従士をそなたから借り受けている以上、彼が我が国のために奔走している間、そなたの身に何かあっては、レティシア殿の怒りを買いかねない。そなたの身辺の安全に関しては余が責任を持って保証する」

「感謝申し上げます、陛下」

　コーネリアに着席を促すと、ダリス王は集まった家臣へ鷹おう揚ように一つ頷いてみせた。

　御前会議の始まりである。

　王の背後に控えていた騎士が、卓の上にさっと大きな地図を広げる。

　帝国の地図だ。

　さすがに帝国騎士団で使用される地図ほど詳細ではなかったが、主だった地形や町などが描き込まれていた。

「シムルグを出立したノイマン皇子の軍は、ルーム川沿いに進路を取り、エルステッド伯領都エルツに向かっているとの報せが入りました」

　まず、最初に立ち上がって発言したのは、リヨン帝国公館に勤めている文官だった。

　彼は色を塗った木片の駒を軍に見立てて、地図上へと置いていく。こうすることで、現在の軍の位置などが視覚的に明瞭となる。

「ふむ、兵力の差は歴然としているな。やはり、帝都と皇帝の身柄を抑えているノイマンのほうが優勢だ。それに、皇帝からの勅ちよくとして兵を集めることもできる……」

「現時点では皇帝陛下からの勅はございません」

　ラウルの視線を受けた帝国の文官がそう答えた。

「貴国にとっては失礼な話だが、内戦が始まろうというこの期ごに及んでも、いまだ皇帝から勅が出ないというのは不思議な話ではある。余が同じ立場であれば、このような事態に陥らせぬ。もしやアレクセイ陛下は、何か病にでも伏しておられるのかな？」

「いえ、そのような事はございません。少なくとも私が帝都シムルグを発つ時まで、陛下はご健勝であらせられました。きっと、皇帝陛下も今の状況にはお心を痛めておられるでしょう。ですが何も勅をお出しになられないのは、ひとまずは事態を静観し、その上で来るべき時が来たなら、御自らが仲裁に入られるおつもりなのではと思われます」

　自分でも内容のない苦しい言い訳だと思うが、ダリス王の言葉にコーネリアはそう返すしかなかった。

　実際のところ、アレクセイはただ、皇宮の外で起きていることなどに関心がないだけだろう。

　ノイマン派の者たちによって皇宮は制圧されているのだろうが、アレクセイはそのことを特に気にも留めていないに違いない。

　元々、政務にも軍務にも興味を示さない皇帝だ。重要な政策を話し合う朝議も、皇太子のアルフレッドに任せることが多かった。

　案外、ノイマン派に皇宮を制圧されたおかげで、煩わずらわしい政務から解放されたことを喜んでいるかもしれない。そして、皇宮の最も深き場所にある自室で、趣味の絵でも描き続けているに違いない。

　だが、もしもアレクセイがノイマン派に吞み込まれ、アルフレッドを逆賊として討てとでも勅を出したなら、帝国騎士団全軍が敵となるところだった。

　アルフレッド皇太子とノイマン第二皇子のどちらにつくか。

　現在日和ひより見みを決め込んでいる貴族、そして中立派の貴族たちも、勅が下れば出兵を断るわけにはいかない。

　皮肉にも今ばかりは、そのアレクセイの無関心を貫く態度が、アルフレッド派にとってはありがたいことだった。もっとも、アレクセイが政務にもっと関心を持っていれば、クライフドルフ派の台頭を許すことはなかっただろうが。

「正面から、ルーム川沿いを進んでくる中央騎士団を主力としたノイマン軍。そしてエルステッド領の東側からは、隣接するクライフドルフ領軍が布陣し、皇太子軍は半ば包囲された状態。その上ペテルシア王国も、軍をクライフドルフ領近辺の国境に集結しつつあると情報があります」

「戦況は極めて不利ですな」

「主力部隊をルーム川沿いに広がる森の中にまで引き込む。ここなら、軍が横に広がりにくいからな。いくら数がいても、戦場に立てない兵士はいないも同然。奇襲部隊を伏せておけば……そうだな、相手に出血を強いつつ、我が国の援軍が到着するまでの足止めができる」

　ラウルと他の将軍たちが駒を動かし、そう説明する。

　その説明の途中、会議室に新たな情報がもたらされた。

　帝国南方面騎士団が、ペテルシア王国軍の動きを見て、クライフドルフ領とペテルシア王国の境に布陣したという情報だ。

「帝国南方面騎士団の団長、確かレドウィック将軍と言ったか。彼は確か、エルステッド伯爵とは対魔大陸同盟軍での僚友だったと聞く。なるほど……そうなるとクライフドルフ侯も軽けい々けいには軍を動かせないな」

　帝国の東西南北国境に駐屯する各方面騎士団は、有事の際には領主の許可を得ずとも、貴族領内を自由に往来できる権限を持つ。

　この度、南方面騎士団が動くに際し表立った理由は、国境付近で活発化しているペテルシア王国の動きを牽制するためというものだったが、エルステッド領に対する援護が真の目的であることは明白だった。

　しかし、ペテルシア王国という外敵の動静が理由となっている以上、領主クライフドルフ侯といえども、彼らが領内に布陣することを掣せい肘ちゆうすることはできない。

　ペテルシア王国が動いていることは事実だからだ。

　後背を南方面騎士団に押さえられてしまったクライフドルフ侯軍は、自由に兵を動かすわけにもいかない。
















　アルフレッドは、正面から来るノイマンの軍だけに注力すれば良い状況が出来上がりつつあった。

　その状況を踏まえ、リヨン王国の将たちは次に具体的な援軍の規模などについて話し合いを始めていた。

　時折、帝国の文官に地形や具体的な進路について意見を求め修正を施す。

　その様子をコーネリアは黙って見続けていた。

　兄、アルフレッドが自分をリヨンに軍事同盟調印の使者として派遣したのは、彼女自身と彼女の従士ウィン、そしてレティシアをこの騒乱に巻き込まないようにするためだろう。

　リヨン王国からの援軍を率いて戻ることになるが、未だ騎士学校の学生の身で、軍を、それも他国の軍の指揮を執れるはずもない。そして、実際この御前会議の場でも事務的なことは文官たちが受け答えを行い、コーネリアは意見も求められない。

（これが現在の私の立場──）

　十八に満たないコーネリアは、本来公務には携わらない。

　それなのに、アルフレッドがこうしてリヨンに彼女を派遣したのにはきっと何らかの意図がある。何らかの成果を彼女が得ることを期待している。

　その兄の期待に応えるため、コーネリアは必死に机上に広げられた地図に見入るのだった。




　出撃させる軍の規模、それから出しゆつ立たつ日びが決すると、そこから先の準備は参謀と事務方の仕事となる。

　ラウルは部下たちに任せると、一人王宮の中庭へと出た。

　建物で囲まれていても広い敷地は一面の芝生で、庭師によって丁寧に整えられた木々が植え込まれている。王宮内も王宮前の大通りと同様、庭木、池、噴水の全てが、高名な芸術家、画家、造園家による絶妙な計算によって配置されていた。

　これは、レムルシル帝国、カシナート王国という二大国に挟まれたリヨン王国が、建国時、「我が国には金がある。そう容易には侵略を許しはしないぞ」という示威の意味を込めたためだ。

　国が成長した現在、普段は王族、貴族、客人の目を楽しませるための空間となっているため、この中庭に人の姿は滅多にないのだが、今日は珍しいことに王宮に仕える者たちが大勢集まっていて、庭の中央部に人の輪ができている。

　その輪へラウルが近づいていくと、王太子の登場に気づいた人々が、慌てて彼に道を開けた。

　集まっている人々は騎士や兵士たちが多かった。

　それもそのはず。人の輪のせいで先ほどまでは見えなかったが、輪の中心にいたのは、随分背の低い老齢の人物、『剣匠』と呼ばれるミトだった。

　ミトはドワーフだ。

　ドワーフ族は成人しても、人間の十歳児くらいの身長にしかならない。

　だが、鉱山に住まうことを好む彼らは、子供のような背丈をしていても、人間を軽く上回る膂りよ力りよくを誇る。

　現にミトは、自らの背丈よりもはるかに長い愛用のハルバードを、流麗な動きで軽かる々がると振り回していた。

　そのミトも、人の輪が急に割れたことで、ラウルが近づいてきたことに気がついたようだ。

　練武の手を止めてハルバードを下ろすと、ラウルの方へと向き直った。

「我が国の騎士、兵士たちに、高名なあなたの練武を見せていただき感謝いたします」

　ラウルがそう言うと、ミトは軽く首を傾げた。

「別に見せるつもりで鍛錬をしていたわけではないがな。身体を動かしとうて、王宮内で広い場所を探しておったら、ここを見つけてのう。勝手にこの場所を使ってしまった上に、ワッシのせいで騒がしくしてしまっていたのなら、逆に謝らねばなるまい」

「構いませんよ。あなたを賓客として遇するようにと、陛下からもお言葉をいただいています」

　いかにも申し訳なげに小さく頭を下げる老ドワーフのために、近くにいた兵士から受け取った手拭いを差し出して、ラウルは言った。

　騒がしくなっていたのは事実だが、それは彼の練武の様子を見学に集まった騎士や兵士のせいであって、彼のせいではない。

「それよりも驚きました。今まで一度として私の招きに応じてくださらなかったあなたが、まさかコーネリア皇女とレティ──勇者レティシアと共に、我が国を訪れるとは」

「なに、山に出た化け物蟻を退治するための軍を要請する、そのついでじゃわい。勇者殿とその師という若者に少し興味を覚えてのう。百を超えてから山を下りるのが億おつ劫くうになっておったんじゃが、ついつい足を伸ばしてしまったわ」

　ミトは渡された手拭いで汗を拭いながら言う。

　そんなミトにラウルはゆっくりと口を開いた。

「ではそのついでに、予かねてから私が申し込んでいた試合の件もお引き受け願えないでしょうか？」

「よせよせ」

　しかしミトは、目を細めて睨み付けるラウルをなだめるように軽く手を振った後で、己の持つハルバードの刃へと目を向けた。

「剣聖殿の言うとおり、『剣聖』『剣神』『剣匠』という最強と謳われる三剣で、本当に最強なのは誰なのか。若い頃のワッシもはっきりさせたいと考えたことはあるし、確かに興味もある。じゃがな、残念なことにワッシがそう思っておった頃には『剣聖』は世に現れず、唯一所在の知れておった『剣神』は遠い南方の国で、しかも激しい戦の真っ最中じゃった。とてもワッシの勝手な思いつきで、勝負を持ちかけられるような状態じゃなかった」

　ミトはそこで言葉を切ると、若き剣聖の名を持つ王太子に微笑みかけた。

「残念じゃが、今のワッシと剣聖殿が戦えば、勝負は目に見えておる。年老いたワッシはすでに頂きを通り越し、今では腕が落ちぬように身体を維持することで精一杯じゃ。強者との戦いを望むのであれば、むしろ老いて落ち目にあるワッシよりも、勇者殿に挑むほうがよろしかろうて」

「いや……レティには……」

「その様子を見ると、すでに勝負を挑んで完敗を喫したかのぉ？」

　レティシアを思い出し、苦虫を嚙み潰したような表情を浮かべたラウルを見て、ミトは楽しそうに笑った。

「無理もない。あの娘、ワッシが絶頂期の頃であっても、到底ワッシの武が及ぶところではないように思う。あれほど底知れぬ武の器を見たのは、生涯に渡って初めてのことじゃ。まあ、じゃからこそ山を下りてみようと思うたわけなんじゃが……」

「ミト殿であってもそう思われますか……」

「うむ。あの娘は規格外すぎるゆえ、負けたとあっても気にすることはないぞ。若き剣聖殿」



















[image: ]




　リヨン王国の王都リヨンは、海洋貿易で発展した港湾都市だ。

　そのためレムルシル帝国の帝都シムルグやクレナド、エルツといった街並みとは、様々な点で差異を見ることができた。

　まず通りの道幅がシムルグよりも遙かに広い。

　ウィンたちが行進した王宮前から港まで続く大通りはもちろん、主要な通りの全てがシムルグのそれよりも道幅が広く作られていた。

　リヨンの港は近隣諸国でも最大級のものであり、北方、南方から送られてくる物資が昼夜を問わず運び込まれてくる。そのため、大商会の運送用の馬車が多数往来していて、交通の妨げとならないように道幅が広く作られているのだ。

　そして次に建物の高さだ。

　自由都市だったリヨンは、王国の首都となって以後、人口が膨れ上がっていき、街を囲む外壁は、街が壁の外に溢れだすと、その外側に新たに築かれた。

　その最も古い壁の中に、王宮を含むリヨン最大の港町が広がっているのだが、建物の多くが三階以上の高さを持っていた。また天井も高い。

　これは海の水が溢れてきた時に、住民が屋上へ避難できるようにしてあるのだ。

　そして高い建物の一階部分には、船乗りたちに食べ物や酒を提供する飲食店、宿屋が並び、それらの店に混じって遠い国から届く陶器の壷や皿、彫刻、絵画といった美術品を扱う店、異国風の布を使った服を扱う店、港町らしく魚介類を扱う店など、混沌とした街並みが広がっていた。

　王宮を出たウィンとレティシアは、リヨンのレムルシル帝国の公館に向かって歩いていたのだが、ウィンはあまりの人の多さに目を白黒させていた。

「凄いな。人口や都市の規模は、シムルグのほうが大きいと騎士学校で習ったけど、活気と人の賑わいはこっちのほうが遙かに上だ」

　シムルグの門前広場で開かれる市場に似た空気が、リヨンでは、王都の通り全体に広がっていると言うべきか。

　裏通りに入れば入ったで、いかがわしい酒場や娼館街があったりするので、そこはそこで違った賑わいを見せているのだろう。

　リヨン王国はレムルシル帝国、カシナート王国という大陸でも有数の歴史ある国に挟まれた新興国だが、わずか数十年で経済力、軍事力でも両国と肩を並べるまでになった。いや、経済力だけならすでに二国を上回りつつあると言われている。実際、街の活気を見ればその話が真実だと納得できた。

「おーい、兄ちゃん。どうだい？　そっちのかわいい彼女にプレゼントでも。南方から送られてきた宝石貝の首飾りだ。安くしとくから見ていかないか？」

「か、彼女!?」

　通りかかった店の主人から声を掛けられて、レティシアは声を裏返らせると、背筋を伸ばして足を止めた。

　装飾品を扱う店らしい。

　店の主人の言葉通り、南方の海から運ばれてきた美しい貝を使って作られた首飾りや耳飾り、真珠、宝石珊瑚などが店頭に並べられている。

「すみません。ちょっとした用事があって先を急いでいるんです。今度ゆっくりと見て回れるときに是非寄らせてください」

「おや、そいつは残念だ。じゃあ今度、時間があるときにでも、ゆっくり見に来ておくれ。きっと彼女に似合う良い品物が揃っていると自負しているからね」

「ははは、そうします」

　ウィンはレティシアの手を握ると、彼女を導くように引いて先を歩く。

「勝手にまたの機会に寄ると約束しちゃったけど、レティ良かった？」

「う、うん！　もちろんだよ！　絶対行こうね！」

「うん、良かった。ロックが女の子は買い物が大好きで、女の子を誘って行くといっつも長時間待たされるって嘆いていたんだけど、レティもやっぱり買い物とか好きなの？」

「どちらかというと好きかも。私の家には出入りの商人さんが来るけど、それでも街に出てかわいい小物や服を見て回るのはとっても楽しいよ」

　レティシアはそう言ってウィンの顔を見上げると微笑んだ。

（お兄ちゃんと一緒なら特にね）

「そうか。俺もせっかくリヨンにまで来たわけだし、もっとゆっくりと街を見て回りたいからなぁ。もちろん今は任務もあるし、皇太子殿下や隊長たちの状況が心配で、それどころじゃないんだけど、きちんと落ち着いたらリヨンの町を見て回りたいね」

　足を止めずにそう言いながらも、ウィンの目は道の両側に建ち並ぶ店の陳列物に注がれていた。

「そういえば──」

　レティシアが足を止めたことを繫いだ手から気づいたウィンが、彼女を見た。

「この街には何度も来たけれど、最初に来た時はティアラと一緒だったな」

「旅をしていた時？」

「うん。その時、王宮に招かれてラウルと出会ったの。それからあいつ、私を追いかけてきてね。一緒に囚われていたリアラを助け出すことになって。それから一緒に旅をすることになったの。仲間が出来てようやく私、リヨンっていう街をゆっくりと眺める余裕が生まれたんだわ……」




　ティアラ、ラウル、リアラの三人と出会ったことで、シムルグから出立した後、レティシアの中で灰色だった世界が再び色を取り戻したような気がする。

　わけもわからず勇者とされて、一刻も早く、元の場所に帰りたい、ウィンの元へと帰りたいという思いに急せかされていた日々から、共に戦う仲間を得て、少しだけ余裕を取り戻せた。

　リヨンという都市は、シムルグに続いてレティシアにとって特別な街と呼べるのかもしれない。

　レティシアは港の方角をまっすぐに見つめた。

　人の頭で見えにくかったが、レティシアの視線の先には、きらきらと日の光を反射して輝く海が見えた。

「ごめんね。ちょっと感傷に耽ふけっちゃった。この街にも思い出はいっぱいあるから」

「いいさ」

　ウィンは頷くと、レティシアが見ている方角へ目を向けた。

「ここからでも海が見える」

「うん」

「あれが海なんだなぁ」

「うん」

「あの海の先には、見たことのない国々が、世界が広がっているんだよね」

「私も世界の全てを見て回ったわけじゃないけどね。世界はずっとずっと広いんだよ」

「自分の見ていた世界が、本当に狭かったことを凄く実感できるなぁ。俺にとっては、リヨン王国に来ていることですら、信じられないくらい遠い場所まで来ている気がしてたのにね」

　ウィンはそう言って少し嬉しそうに笑った。

　騎士になりたいという夢とは別に、ウィンは世界中を旅して自分の目で色々なものを見て回りたいという望みもあった。

　幼い頃にレティシアが屋敷から持ち出してきた本には、主人公が異国の土地を冒険する物語が多くあったからだ。今でもそうした物語は大好きだし、以前にレティシアがプレゼントしてくれた本も大切に読んでいる。

　そういえば、プレゼントの本もそうだったが、幼い頃のレティシアは、ウィンがそうした本を好むと知ると、似たような内容の本を屋敷から持って来てくれることが多くなったように思う。

「俺がこうして世界を知りたいと思うようになったのは、レティのおかげだな」

「ふふ。お兄ちゃん、昔から広い世界を冒険する英雄物語が大好きだったもんね」

「今じゃ、レティが英雄物語の主人公ポジションだけどね。そういえば、レティが主人公の本も出回り始めてるぞ？」

「うう……どうせ脚色がいっぱい入ってるんだろうなぁ」

「俺はレティが活躍した本は、全部目を通すことにしてるんだ」

「ええ？　ちょっと恥ずかしいな、それ。それに、本は高価だよ？　もったいないよ？」

「大丈夫さ」

　ウィンはちょっと顔を赤らめて下から覗き込むレティシアに、少し意地悪げな笑みを浮かべて見せた。

「皇宮にある大図書館には、帝国内で発刊された全ての書物が収められるからね。今の俺はコーネリアさん付きの従士なわけだから、図書館への出入りは自由にできるし、当然閲えつ覧らんすることもできるんだ。それに、外国で発刊された本も、コーネリアさんが是非読みたいと言っているし、皇女様の特権を使って取り寄せることもできるしね」

「ええ、そんな～」

「まあまあ、レティも自分について書かれた本を読んでみなよ。それで世間の人々がどんな風にレティのことについて考えているか、知られているのか、きっとわかると思うよ」

「いいよ……別に知りたくないし、わかりたくないよ……恥ずかしい」

　そう言うと、レティシアはがっくりと肩を落とした。

「そこに書籍商もある。何なら、ちょっと寄って探してみる？」

「いいよ、行かなくても！　それに、急ぎの用事があるじゃない！」

　ちょうど見えた書籍商の店をウィンが指し示して言うと、レティシアはウィンの手を強く引っ張って先に立って早足で歩き出した。その力強い足取りに、ポニーテールがぴょこんぴょこんと左右に跳ねる。

　そんなレティシアの後ろをついて歩きながら、ウィンは微笑みを浮かべた後に、建物の陰から見え始めてきた帝国公館を見つけて表情を引き締めた。

　帝国内の動向も気になるが、ラウルから依頼された、盗まれたコンラート・ハイゼンベルクの遺産の件についての調査も重要だ。

　場合によってはレティシアの力が必要となるということは、国どころか大陸を再び揺るがす程の大事となるかもしれない。ラウル、そしてレティシアがリヨンへ赴くよう手配したアルフレッドはそう考えている。

　帝国公館にはラウルの計らいで、コンラートの研究施設が襲撃された際に立ち会ったという管理官が待っているという。

　ウィンは公館の屋根にたなびく帝国国旗を見つめると、気を引き締めるのだった。
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　隣り合う国同士とはいえ、街を歩けば、建物の様式、食事、商店に並べられた品々、人々が身に着けている服の違いといったもので、ここは外国なのだと強く意識させられる。

　そんなリヨンの街中に見えた、帝国様式で建てられたリヨン公館は、様々な事情でこの国を訪れた旅人たちに、故郷である帝国を思い出させるきっかけとなるに違いない。シムルグを旅立ってからまだそれほど日が経っていないウィンですら、公館が見えてきた時にどこかホッとしたような感覚を覚えた。

　隣国、そして大国でもあるレムルシル帝国のリヨン公館の敷地はかなり広いようだ。

　三メートルはあるであろう高さの外壁に沿って歩いて行くと、やがて鉄ごしらえの門が見えてくる。門の横には警備兵の詰所と思われる小屋があって、その傍には門衛が一名立っていた。

　門衛は近づいてくるウィンとレティシアに気付くと、警戒を込めた視線を送って来る。

「そこの二人組の者！　誰か……っ!?」

　そして厳しい口調で問い掛けてきたのだが、言葉の途中でピシリと固まった。

　二人組の片割れは信じられない程に容姿端麗で金髪の少女。そしてもう一人の青年と共に皇女付き従士隊の制服を身に着けている。

「メ、メイヴィス様!?　それからウィン従士殿で？」

「ええ。公館を訪ねること、連絡が来ていると思いましたが？」

「失礼いたしました！」

　ウィンが困ったように言うと、門衛はさっと居住まいを正して敬礼した。

「少々、お待ちくださいませ」

　傍の詰所に飛び込んだ。

　詰所の中では数名の慌てたような声が聞こえ、そして扉が乱暴に開閉される音が聞こえてくる。

「……なんか、悪いことしちゃったかな？」

　レティシアが困ったような笑みを浮かべて言った。

　レティシアの言う悪いこととは、ウィンたちが徒歩で来てしまったことだ。

　二人の現在の立場はリヨン王国の国賓。

　さらに、レティシアの身分は『勇者』というだけでなく、公爵家令嬢なのだから、本来はリヨン王国が用意した馬車──それもとびきり上等な馬車で乗り付けてくるのが普通なのだ。

　そして目的地に到着する前に、先触れの使者が先方へ到着の旨を伝え、当主、もしくはそれに準ずる者が出迎えるべきなのだ。

　実際、王宮から出てくる際、馬車の用意があると言われたのだが。

「せっかくリヨンまで来たんだ。街を見て回りたかったからなぁ」

　ウィンは徒歩で行くと馬車を断ったのだ。

　レティシアも歩くことは苦ではないし、ウィンと一緒に街を見て回るのは望むところ。

　その結果、こうして帝国の公館に勤める人々に余計な心労を与えることになったのだ。

　つまり──。

　レムルシル帝国リヨン公館職員たちの立場からしてみれば、帝国最高位の大貴族の令嬢にして人類最高の英雄を門の前で待ちぼうけさせるという大失態をしたわけだ。

　大急ぎで門が開けられると、公館から一斉に大勢の人々が飛び出してきた。

　小走りに先頭に立って来るのは公館の責任者、帝国大使リゼルマン伯爵。

　リゼルマン伯爵は、長らく帝国の地を離れてリヨン王国に赴任している人物で、アルフレッドからも高く能力を評価されている人物だと、コーネリアから紹介されていた。

　そのリゼルマン伯爵は門前まで駆けつけると、ウィンとレティシアの前で土下座をせんばかりの勢いで頭を下げた。

「お出迎えもせず、そのうえこのような場所でお待たせしてしまうとは……誠に、誠に申し訳ございません、メイヴィス様。そしてウィン従士殿。今日おいでになると連絡は受けておりましたが、馬車でおいでになるとばかり……」

　額に汗をかきながら必死の形相で二人に謝罪するリゼルマン伯爵。

　ウィンはそんなリゼルマン伯爵の謝罪に、戸惑いを覚えていた。

　レティシアに対して必死に謝罪するのは分かる。大国の王、皇帝はもちろん、神職における最高位の大神官を前にしてすら頭を下げないことを認められている──『神に限りなく近づきし存在』の不興を買いたいと思う者などいない。

　しかし、ウィンを戸惑わせているのは、リゼルマン伯爵の謝罪がウィンにも向けられていることだ。

　いや、ウィンも帝国第一皇女コーネリア付き従士隊従士であるし、リヨン王国の国賓として迎えられている以上、公館としては賓客として遇さなければならない。

　そう考えると、リゼルマン伯爵の対応は当然とも言えるのだが、ウィンの今までの経験では、平民出身のウィンに対する帝国の貴族たちの反応は、多くの場合、あくまでもレティシア、時にはコーネリアという上位者たちを慮おもんぱかっての形ばかりのものが多かった。

　ところが、リゼルマン伯爵の謝罪には、本心からウィンに対しても敬意の念と申し訳ないという思いが込められていることが感じ取れるのだ。

　帝国内では絶対に無かったこと。

　ウィンはこの国を訪れてから、リヨン王国の人々が、貴族、武官、文官を問わず、彼に対して過剰とも思える敬意の念を向けていることに気づいていたが、まさか同国人の貴族からも同じように敬意を払われるとは思わなかった。

「頭をお上げください、伯爵閣下。本来の予定を変更して徒歩でこちらに参ったのは、私たちの勝手な都合によるものなので、お気になさらず」

「そう仰おつしやっていただけますと大変ありがたく。それでは公館にご案内いたしましょう。どうぞこちらに」

　ウィンの言葉に心底ホッとしたのだろう。

　リゼルマン伯爵だけでなくその背後に控えている公館の職員たちの間に、安堵の空気が流れたのだった。




　広大な敷地にふさわしく、公館の建物は大きかった。壁内の他の建物同様、六階建てと高さもある。

　大勢の招待客を招いての会食、舞踏会も開けるよう大きなホールはもちろん、そうした来客を泊めるための部屋等も十分な数が用意されている。

「こちらの部屋にてお寛くつろぎください」

　ウィンとレティシアは公館内の貴賓室へと通された。

　公館は帝国にとってリヨン王国との外交における最前線。

　しばしば帝国にとって重大な交渉事も行われるという貴賓室は、帝国の皇宮に用意された貴賓室には及ばないものの、並の貴族の邸宅以上に品の良い調度品や装飾品が飾られていた。

「ここは、帝国の威を、リヨンはもちろん、我が国同様この国に公館を構えている諸外国に対して知らしめるための施設でもございます。本国の迎賓館にも負けないものと自負しております」

　部屋の中に飾られた一枚の大きな風景画に、ウィンだけでなく、レティシアまでもが珍しく感嘆のため息を漏らしたのを見て、リゼルマン伯爵が自慢気に胸を張ってみせた。

　金や宝石をふんだんに使用した派手な装飾品は見られない。

　どうやらこの大きな風景画に合わせた調度品で、部屋を飾っているようだ。どこか品があって落ち着きを覚える感覚。それでいて、一つ一つの品々が格調高く、レムルシル帝国という国の力が強大であることを決して疑わせない絶妙な感覚で生み出された空間。

　この部屋の調度品の選定を指示した人物がリゼルマン伯爵なのだとしたら、アルフレッドが高い評価を彼に下しているのも分かる気がした。

　実際、帝国内で内紛が起きつつある中で、リヨン王国がアルフレッドに味方するように段取りを付けたのも、リゼルマン伯爵だった。

　ウィンとレティシアが部屋の中央にある卓に着くと、公館に勤める使用人らしき女性がお茶を出す。

　上等な茶葉が使用された帝国風のお茶。

「私は茶を趣味にしていまして、このお茶は私が用意できる最高級の茶葉を使用しております。質実剛健、武を重んじる方の中には、我々のこうした出費に対して無駄遣いであると目くじらを立てる方もありますが、外国と対たい峙じするこうした場所では、帝国の威を示すために必要なものでございます。もちろん、武を重んじる方々の質素倹約の精神は素晴らしいものではありますが、外交では、その時その場に相応しい対応と格式が求められます。それを怠おこたると、この公館に勤める者はもちろん、その者が所属する組織、国まで軽んじられてしまいますので。レティシア様はもちろんウィン殿も、この国では勇者の師として非常に高い名声を得た立場にございます。お二方にはどうか心の片隅にでも、そのことをお止め置きくださいませ」

　突然の茶葉に対する説明かと思えば、リゼルマン伯爵のその言葉は、馬車ではなく徒歩で訪れた二人に対する忠告だったようだ。

　リゼルマン伯爵の、にこやかな笑顔とは裏腹の真剣味を帯びた口調とその目に、ウィンとレティシアは頷いた。

（ある程度の立場に立つと、その立場に相応しい振る舞いが求められるようになる。俺もレティも、注意しなければならないことだったな）

　平民出身のウィンはもちろん、最上級の貴族ながら家族から不当な扱いを受けていたレティシアも良くも悪くも庶民に近い感覚を持っている。そのため、自分たちの立ち居振る舞いをあまり気にすることは無かった。しかし、先ほど見たこの公館に勤める人々の気の毒に思えるほどの恐縮ぶりを見た上に、その直後にリゼルマン伯爵からの忠告を受けて、改めてそのことに気付かされた。

（そういえば、以前、ロイズ隊長からも似たようなことを言われたことがあったな）

　それはロイズが指揮する部隊に、ウィンが配属された時のことだ。

　騎士団から招集を受けたウィンは、いつも身に着けていたくたびれたシャツとズボンの上から、どこの戦場で拾ってきたのだと言いたくなるような損傷著しい革鎧、そして使い古された騎士剣を装備して赴いた。

　その格好をロイズに見み咎とがめられ、叱責を受けたのだ。

「帝都を進発するときには、多くの臣民たちが我らの勇姿を見送るのだ。そんな中で貴様のようなみっともない格好では、我ら騎士団の恥だ」

　今回も同じことだろう。

　名高き『勇者』メイヴィスが徒歩で先方へ向かった。この事実を他国の者たちが見ればこう思うに違いない。レムルシル帝国、そしてリヨン王国は、人類史上最高の英雄に対して馬車すらも用意せず、歩いて先方へ向かわせたらしい、と。たとえ事実は違っていて、本人が望んだことだったとしても。そしてそのほんの僅かな認識の違いが、外交関係において致命的な弱みに繫がる可能性がある。

　かの『勇者』に対し、レムルシル帝国とリヨン王国は軽んじた扱いをしたという悪評が流れることになれば、外交や通商で大陸全ての者たちに両国への悪印象を与えてしまう。

　リゼルマン伯爵は、外交に携わる重大な責任を持つ立場から、帝国を不利な立場に陥れかねない二人の軽率な行為を見過ごすわけにはいかなかったのだ。

　だからこそ、さりげなくウィンとレティシアに忠告したのだろう。

　また、このリヨン王国では、レティシアだけでなく、ウィンにまでその師匠として敬意を払っている節がある。

　それはレティシアが、仲間だったラウルに、「自分には師匠がいて、自らが身につけた剣技はその教えの賜物だ」と語り、それが国民にまで広く知れ渡っているためだ。

「勇者メイヴィスの師として、名が広まっているようなのですが……何となく噂だけが一人歩きしているようで、恥ずかしい気分です」

「ははは、この国に広まっているウィン殿の噂をかき集めますと、なかなかに面白い人物像となります」

　愉快そうに笑ってみせたリゼルマン伯爵は、この国の民衆の間で広まっているウィンの人物像を語ってくれた。

　曰く──ウィン・バードという人物はかつて先代の剣聖や剣匠ミトとも互角に渡り合った程の剣の達人。眼光鋭い白髪の老人で、魔物との戦いで大陸を放浪中に勇者メイヴィスと出会い、彼女の剣才を見抜き弟子として鍛え上げた。

「誰のことですか、それ」

　ウィンは呆然と呟き、隣に座るレティシアは口元を隠して笑っている。

「もちろん、王国のトップの者たちはウィン殿のことを存じておりますが、吟遊詩人や物語などから情報を得る民衆の間に流れている噂では、まとめてみますとそういった人物になりましたね」

「公館ではそんな噂も集めるのですか……」

「それが公館に勤める、私どもの職務の一つでございますから」

　ウィンはため息を吐きながら深く頷いた。

　騎士学校でも習ったことだが、確かに外国に置かれている公館は、外交だけではなく諜報活動の拠点としての顔も持つ。

「噂は、実際のウィン殿と大きく掛け離れているようですが、それでもウィン殿がレティシア殿が認める師匠であることは紛れもない事実でございます。堂々とされているのがよろしいでしょう」

　リゼルマン伯爵の言葉に、ウィンの隣に座る当の勇者が深々と頷いている。

　実際、レティシアにしてみれば、ウィンに出会わなければ剣を握ることも魔法を覚えることも無かっただろうから、ウィンが師匠であることは間違いない。

　その時、部屋の扉が軽くノックされた。

「ちょっと失礼」

　軽く頭を下げたリゼルマン伯爵は、自らが席を立つと扉を開けた。そしてノックした使用人の女性から何事か報告を受けると小さく頷きを返し、ウィンたちの方を振り返った。

「どうやら連絡にありましたお客人が参られたようです」

　リゼルマン伯爵に案内されて部屋へと入ってきた人物はミトと、老境に差し掛かった騎士だった。彼がコンラート・ハイゼンベルクの古城の警備をしていたという管理官だろう。

「ウィン殿、勇者殿。ワッシにも話を聞かせてもらえるかな。心配するな。剣聖殿の承諾は得ておる。何やら、他言出来ぬような厄介な問題が起こっておるのじゃろう？　ワッシがここへ来ることになった時に、お主らとここで出会ったのも何かの巡り合わせじゃろうて。老いたとはいえワッシも『剣匠』じゃ。何かの力になれるやもしれぬ」

　レティシアがウィンを窺うように見る。

「王太子殿下の承諾を得ているのでしたら、断る理由はありません。それに『剣匠』と呼ばれるミト殿のご協力を得られるのは大変心強いです。よろしくお願いします」

　ウィンは手を差し出すと、ミトと握手を交わした。

　そこへ、部屋の入口に控えていたリゼルマン伯爵が、老管理官を三人に紹介する。

「レティシア様、ウィン殿。こちらはリヨン王国管轄下、コンラート・ハイゼンベルク遺産管理官のギドマン殿です」

「遠いところをわざわざどうも。レムルシル帝国第一皇女付き従士、ウィンと申します」

「大使閣下よりご紹介に与あずかりましたギドマンと申します。あの……先ほど『剣匠』という言葉が聞こえましたが、こちらのドワーフのご老人が本当にあの？　それにあなたは帝国皇女付きの従士と伺いましたが、そちらの御方はまさか……」

「いえ、ミト殿が『剣匠』の称号を持つ御仁なのは確かですが、彼女は皇女殿下ではございません」

　リゼルマン伯爵が生真面目な表情で、ギドマンの勘違いを訂正する。

「こちらは、我がレムルシル帝国メイヴィス公爵家の第三公女レティシア様にございます。世間的には勇者メイヴィス様のほうが、通りがよろしいでしょう」
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　ギドマンを襲った衝撃はどれほどのものだったのか。

　三人の素性、とりわけレティシアの正体を知った年老いた管理官は、リゼルマン伯爵が部屋を辞した後も、しばらく放心状態の有様で何度もレティシアの方を窺っていた。

「……勇者様、そしてそちらが師匠殿でございますか。さらには名高き剣匠殿とお会いできるとは……妻や息子、それに孫に良い土産話ができます」

「王太子殿下からすでに話は伺っていますが、あなたにこちらまでご足労いただいたのは、あなたが目にされたことを直接我々に聞かせて欲しいという王太子殿下の計らいです」

「はい」

　ギドマンが落ち着いた頃を見計らって、ウィンが話を切り出した。

「では、今一度話を聞かせてもらえますか？」

「承知いたしました。ですが、報告書に記した以上のことを話せるかどうか……」

　ギドマンはそう断ってから、話しだした。

　コンラート・ハイゼンベルクの古城を襲った激しい地揺れ。

『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファによって張られた強力な結界が破られ、侵入者のものではないかと思われる光を見たこと。

　そして調査しようとした同僚が城へと近づくと、肉が溶け落ちて命を落としたこと。

　そこで現場での任務を放棄して、管理官たちは急ぎ避難をしたこと。

　ウィンが時折質問を挟みつつ、レティシアは目を閉じたまま話を聞く。

　ウィンの目にはレティシアの表情が厳しさを増しているように見えた。

「避難後、それからどうしました？」

　山を駆け下りた管理官たちは、すぐに麓の町や村の人々に山への立ち入りを禁じた。

　何者かの城への接近に気付けなかった上に、犠牲者を一名出すという失態。更には、この惨状を引き起こした原因すらも調査できない。

　王都リヨンからは、現場の判断を最善とし、引き続き古城近辺への立ち入りを管理官含め禁ずるという返信が届いた。そのため、管理官たちの間ではもどかしい思いが募っていた。

　やがてラウル王太子自らが軍を率いてやって来た。

　ラウルはギドマンたち管理官に道案内を頼むと、すぐさま調査を開始。管理官たちが麓の町へ避難した後に、魔族とは別に侵入者がいたことが発覚し、その足取りを追って行くと何らかの組織が事件に関与していることがわかった。しかし、ギドマンたちが知ることのできた情報はそこまでで、ギドマンを含めた管理官たちは再び古城での管理業務に戻されたという。城に侵入者を許したという失態については、後に処分を下すという話となった。

　地震によって崩落した古城の瓦礫を片付けるといった作業をしつつ、王都からの連絡を待ったものの一向に音沙汰が無く、二月もの月日が過ぎた頃に王都からようやく連絡が届いたのだった。

「この件に深く関わる者へ直に説明をせよとのこと。管理官の代表者一名が王都へと出頭し、古城で起きた事態について報告せよとのことでした」

　王都からの要請には、ギドマンが出頭することになった。

（処分を下すとしても、城で起きた事件の事情聴取が先となるだろう。その間に、この件を担当することになった調査官の人柄を確認し、処分が自分一人ですむよう願い出てみよう）

　そんなことを考えながら、ギドマンは心配する同僚たちに見送られて出発したのだ。

　話し終えると、ギドマンはレティシアを見た。

「何らかの組織によって犯行が行われたらしいと話は聞きました。ですが、我々が体験した激しい地震。同僚の魔導師は、ティアラ様の結界を破った際の余波で地揺れが発生したと推測しています。古城の天井と石壁が崩落を起こす程の地揺れ。破るだけでもそれほどの力を必要とすること。それから同僚の身体を蝕んだ瘴しよう気きから、私は魔族がこの件に深く関わっていると推察しました」

「ティアラの結界といえども、周到な下準備を行えば破られることもあります。彼女に匹敵する魔導師は少ないですが、それでも冒険者や国に仕える魔導師の中には、結界を破ることができる者はいるでしょう。そうした者たちが、後に侵入した組織の者たちと謀って結界を壊した。そうした可能性はありませんか？」

　話を終えるまでずっと黙っていたレティシアが口を開いた。

「ご存知かと思いますが、我々のような騎士が管理官として派遣されているのは、コンラート・ハイゼンベルクの遺産である古城を荒らされないためです。つまり、遺産を狙う者が明確に存在しているのです」

「それは冒険者や、盗掘を狙った盗賊の類ではありませんか？」

　ウィンが尋ねる。

　高名な魔導師が生前籠もり研究を行っていた古城。

　遺跡潜りを専門とする冒険者であれば、垂すい涎ぜんの獲物だろう。中には貴重で高価な魔道具、魔道書などの宝物があるわけで、彼らが食指を動かさぬはずがない。

　しかし、ギルマンはウィンの質問に首を振った。

「いいえ。セイン王国から逃げ延びたコンラート・ハイゼンベルクは、親しい者たちを除いて、ほとんど外界との接触を絶っていたため、その名を知る者はごく一部の者に限られていました。いくらその手の情報に詳しいとはいえ、一般の冒険者や盗賊が遺産の存在を知っているとは考えられません。そのうえ、コンラート・ハイゼンベルクの古城は、王国を通じて冒険者ギルドに対し、手を出さぬようにとも要請を出していました。所在位置が露見した場合は、その情報を適正な価格で買い取り、外部にも漏らさぬようにしてあります。まっとうな冒険者ギルドに所属する冒険者であれば、王国によって管理された建物へ侵入を試みることはほとんどありません。とはいえ、それでも禁を犯そうとする者は少数存在するのですが……。ですが大抵の場合、そうした者たちは半端な実力しか持たない未熟者。そして、あの城は並大抵の腕前では侵入を試みることも困難な場所です」

　ウィンとレティシアはギドマンの言葉に頷いた。

「以上のことから、勇者様がおっしゃられたような冒険者をしている凄腕の魔導師が、王国や冒険者ギルドの指示に反するような行いはしないでしょう。彼らはそんな危険な橋を渡らなくても、十分名声と財産を得ているのですから。もう一つ、国に仕える宮廷魔導師も、ティアラ様の結界を破れる程の者は限られているはず。そうした大物であれば、その動向は常に注視されているでしょう。よって違うと考えられます」

「あなたの話には同意できると思います」

　レティシアが同意するのを見て、ギドマンはホッとしたように頷いた。

「ですが、冒険者ギルドが禁じたとしても、野盗のような存在には通用しません。我々管理官は、そのような者の侵入を阻はばむことも職務でした。ですが、それ以外にもう一つ。ご存知でしょうか？　この国にはかつて、『背教者』と呼ばれる邪教組織がありました」

「その『背教者』が信奉していた指導者サラ・フェルールを殺したのは、この私ですよ？」

「……そうでしたね。彼らはサラ亡き後、解散したと考えられていましたが、小規模ではありましたが残党が活動していると思われます。そして多くの場合、彼らは今も指導者サラ・フェルールの遺志を継ぐかのごとく、コンラート・ハイゼンベルクの遺産を集め続けています」

「集め続けている？　コンラート・ハイゼンベルクの遺産は古城で管理されていたもの以外にも存在していたのですか？」

　ウィンの問いにギドマンは頷いた。

「コンラート・ハイゼンベルクは幾つもの研究拠点を持っていたようなのですが、我々も全ての拠点を把握はしておりません。全てを把握していたのは、コンラート・ハイゼンベルクの高弟でもあったサラ・フェルールだけでしょう。そして、我々が把握していない研究拠点から持ちだされた魔導書や魔道具が幾らか拡散し、彼らの手に渡っていることも確認済みです」

「では、この度の古城襲撃も彼らの仕業だと？」

「いいえ」

　しかし、ギルマンはレティシアの問いに明確に首を振ってみせた。

「確かに、一度は消滅寸前だった『背教者』が立て直され、再び動きが活発化しているようですが、それでも王国にまともに喧嘩を売れるほどの力はありません」

　愛する者を失い、祖国を失い、守るべき存在を失って世界に絶望した者たち。彼らが望むは、今ある世界を神の力で破壊し、新たなる世界を導くこと。破壊の後の創世。

　サラは師であるコンラート・ハイゼンベルクの遺産を奪い、それを成し遂げようとした。

　その思想に多くの者が賛同したとされる。

　その中には高名な騎士や将軍たちすらも名を連ねていたという。

　だが、彼らの力を結集したとしても、ティアラの結界を破れる程の魔法を行使するのは、極めて難しい。然るべき触媒や道具を用意する必要がある。だが、それほどの動きがあれば、桁外れの大金と大量の物資が動く。その動きが王国や冒険者ギルドや商人ギルドといった各組織の情報網に引っ掛からない筈はずもない。

「後の軍の調べによると、我々管理官が避難した後に古城へ侵入したのは『背教者』共でした。地揺れが起きたタイミングで、奴らが事を起こした。結界を破った者と『背教者』に繫がりがあることは間違いないでしょう。ですが、『背教者』どもに結界を破ることができるとは思えません。結界を破ってあの地揺れを起こし、古城へと侵入を果たしたのは報告書でも記したように魔族の仕業だと考えています」

「その魔族の姿を見たわけではないのですよね？　もしも魔族なら、『背教者』は魔族の力添えを得たことになりますよ？」

　レティシアの問いにギドマンは即答をしなかった。

　一度強く目を閉じると、ゆっくりと目を開く。

　それから膝の上で手を強く組んだ。

「私もかつては勇者様と同様、対魔大陸同盟軍に参戦していた身です。その折に、この度、私の同僚を襲った死の原因を目にしたことがあります」

　ギドマンの目に確かな恐怖の色が浮かぶ。魔物との戦争に参戦し、それと遭遇して命があれば運が良いとされたのだ。

「あの時、死んだ同僚が触れた空気は瘴気。私自身、触れただけで肉が溶ける程の瘴気は経験がありませんが、彼が命を失っていく経過、そして戦場での噂に聞いた、強い瘴気を浴びた者の末路を考えますと……」

「……魔族の関与が否定できない。そうあなたはお考えなのですね？」
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「どう思う、レティ？」

　魔族が関わってくるならば、事は大陸にある全ての国を揺るがしかねない。

　それほど大きな問題となってくる。

　ウィンはギドマンが部屋を辞した後、一言も言葉を発せず考えこんでいるレティシアに問いかけた。

「うん……ギドマン管理官の話に虚偽は一切ないと思う。それに、彼の推察もほぼ正しいと思うわ」

「本当に魔族が？」

「ふむ……じゃが、ワッシは魔法の道には疎うといゆえ、コンラート・ハイゼンベルクという男を知らんのじゃが、ワッシらよりも遙かに強い魔族が『背教者』と呼ばれる者たちと手を組んでまで、その男の遺産を手にしようとする目的は何なんじゃ？」

「コンラートは……元セイン王国宮廷魔導師コンラート・ハイゼンベルクは、魔王降臨の場に居合わせた三人の人物の一人。そして私と同様、魔王の前に立ちながら、滅びを免れた偉大な魔導師でした」

「ほう……」

　魔物との戦いの旅で、レティシアは三人の仲間、つまり『剣聖』ラウル・オルト・リヨン、『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファ、『聖女』リアラ・セインと共にあった。

　しかし、魔王との戦いの最終局面において、ラウル、ティアラ、リアラの三人は、魔王までの道を全力で切り拓いた後は、後方でレティシアの支援に徹した。

　魔王の眼前に立ったのは、レティシアただ一人。

　魔王が身に纏う瘴気は、ラウル、ティアラ、リアラという、人類で最高峰に近い力を持つ者たちでさえ耐え得るものではなかったのだ。

　だが、それ程の魔王の濃密な瘴気さえも、耐えてみせた者が人類にはもう一人いた。

　それがコンラート・ハイゼンベルク。

　魔王降臨の衝撃とその後に吹き付けてきた夥おびただしい瘴気を、左腕と左足を失いながらも咄嗟に張った結界で防ぎ、あまつさえ自らの主の孫と侍女を、魔王の手の届く範囲から守り逃げ延びた。

「それほどの人物がいたとはのぉ」

　ミトが感嘆のため息を漏らす。

　ウィンも以前、コンラート・ハイゼンベルクについてレティシアから聞かされていたが、改めて彼が傑出した人物だったことを思う。時代が違っていれば、表の歴史に名を残す人物となり得たに違いない。

「それほどの人物が遺した遺産であるなら、魔族が手に入れようと目をつけても不思議は無いのか」

　ミトの言葉にレティシアが頷く。

「でも、魔族がコンラート・ハイゼンベルクの遺産を狙って古城を襲ったのだとしたら、目的の物は入手出来ていないかもしれない」

「レティ、どういうこと？」

「コンラートの研究の究極の目的は、破壊神を召喚して魔王を倒すことにあったの」

「うん」

「そしてサラはその遺産を奪い、独自に研究を続け、破壊神を召喚して、魔王だけではなく、この世界そのものを一度終わらせようとした」

「前にそう言っていたね」

「その件はワッシは初耳じゃな」

「確かにコンラート・ハイゼンベルクの研究の要かなめは、その古城で行われていたのだけれど、サラは自身の研究の完成後、破壊神召喚の儀式の場所を別のところへと移したの。だから古城に残されていた遺産は、その研究の過程で作られた魔道具や魔道書ばかりで、破壊神の召喚に必要な物は大して残っていなかったと思う」

「魔族が最初からその魔道具なんかを狙っていたとか……」

　レティシアが首を小さく振る。

「それはないと思うよ、お兄ちゃん。コンラート・ハイゼンベルクが作り出した魔道具、魔道書が強力なのは間違いないんだけど、あくまで人間が扱うならばの話であって、もともと強大な力を持つ魔族が、そうした魔道具や魔導書を積極的に狙うとは考えにくいの。コンラート、そしてサラが完成させた破壊神を召喚するための方法を奪おうとしたって考えるほうが自然だと思う」

「じゃあ」

「うん。襲撃者たちは、肝心の遺産はまだ手に入れていないと思うよ」

「ならばその魔族どもは、また遺産がある場所へ姿を現すかもしれぬな」

　ミトの言葉にウィンとレティシアは頷いた。

「でも、その完成した研究っていうのはどこにあるんだろう？」

「それは私がわかるわ、お兄ちゃん」

　レティはそう言うと、部屋の窓へと目を向けた。

　帝国公館を囲む高い壁に遮られて見えないが、レティシアの視線の先には海があるはずだ。




「このリヨンの町の近くにある岬みさき。その岬の突端部に建てられた小さな祠。そこが、サラ・フェルールが最期を遂げた場所よ」
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　リヨンの王都から海岸沿いに西へと進むと、波に削られて険しい断崖となった岬みさきがある。その突端部にリヨンがまだ街ではなく小さな漁村だった頃に建てられた、小さな祠ほこらがあった。

　夜は火を灯し灯台の役割も果たすその祠は、管理する司祭もおらず、訪れる者は夜に火を灯す役目を請け負った者と、沖へ漁に出た亭主の無事を祈る女房たちだけ。だが、小さな漁村だったリヨンが交易都市として大きくなっていくと、立派な教会が街中に幾つも建設され、また灯台も岬の先の岩礁に大きく立派なものが築かれた。

　そのためわざわざ祠を訪れて祈りを捧げる者はいなくなり、やがてリヨンに住む者たちは祠の存在をほとんど忘れてしまっていった。

　祠を訪れる者がほとんどいなくなってから百年近い時が流れた。

　訪れる者もなく、昼夜を問わず潮風に晒されて人知れず朽ちていくばかりだった祠の傍に、一人の老境に差し掛かった女性司祭が小さな家を建てた。そして祠に起きたその僅かな変化が、百年ぶりに人々にその祠のことを思い出させるきっかけとなった。

　この地に引っ越して来た女性司祭の名はサラ・フェルール。

　セイン王国で魔王降臨の場に居合わせ、コンラート・ハイゼンベルクという稀代の魔導師によって命を救われると聖職者となり、世界各地を巡って苦難に喘あえぐ人々を救わんと活動し続けた人物。

　その功績と名声は、エメルディア大神殿にも無視できるものではなく、サラは『聖人』の称号を授与された。

　通常、『聖人』は、大きな業績を残した大神官や高位の司祭に対して、死後に与えられる称号で、生前に与えられることはほとんどない。

　例外は、創世神アナスタシアから最初の神託を授けられた初代大神官と、エメルディア大神殿を建こん立りゆうした当時の大神官の二人だけ。

　サラは『聖人』の称号を生前に授けられた史上三人目の人間だった。

　この小さな祠の傍に居を構えたサラは、噂を聞きつけて訪ねてくる多くの苦しむ人々を救い続けた。

　病を癒し、怪我を癒し、戦場に出て行った家族や愛する者の無事を祈る人々と共に、神に祈りを捧げた。

　それはサラが突然の死を迎える時まで、毎日のように行われていた。

　そして、サラの死後。

　その死を悼いたんだ大勢の民たちの手によって、彼女を祀まつるための聖堂を建立することが決められた。

　聖堂の建立予定地は、生前のサラが終ついの棲家とした祠のある岬。

　建設される聖堂の名は、サラ・フェルール大聖堂となる予定だ。




「へぇ……この場所がこんなに活気に溢れているのは、大聖堂を建てるために職人さんたちが集まっているからなんですね」

　ウィンがそう言うと、ウィンとレティシア、そしてミトの三人に、サラ・フェルール大聖堂建設の由来を話してくれていた食堂の女将おかみが、食堂に集まっている客たちを見回して言った。

「職人たちだけじゃないよ！　あたしらみたいな一山当ててやろうって者たちも、大勢集まってきてるさね！」

「そうじゃろうなぁ。ワッシらのような職人が集まれば、工具の作製修繕を生業なりわいとする者、彼らに資材を納入する商会の者、そしてそれらを輸送する者、そんな者たちを相手に商売する者、料理を提供する店、生活雑貨を販売する店など色々集まってくる」

「そうそう。みんなこの好景気に便乗しようと必死さね。まあ、ついでに碌でもない連中だって集まってくるけどさ。ドワーフの爺さん、あんたもこの大聖堂建設で一儲けしようとやって来た口だろう？」

「まあ、そんなもんじゃな」

「ドワーフといえば、石工建築において右に出る者なしって言われてるからね！　どこの現場の親方からも引っ張りだこさ！　きっと高額の報酬がもらえるよ！」

「ハッハッハ、そうじゃろうなぁ。ワッシらのお仲間も多いのかね？」

「ああ、いるいる。たくさんいるよ！　何しろ、建立されるのはあのサラ様の大聖堂だ。そしてその総責任者はリアラ様と来たもんだ。ドワーフ族の中には一族総出で引っ越して来た者たちもいるよ」

「ほう……それは凄いな」

「爺さんは一人で出てきたのかい？　この二人に雇われているわけじゃないんだろう？」

「一人じゃな。マジルの山中で石を掘って暮らしておったんじゃが、玄孫やしやごも一人前になりおったところで、この二人と知り合ってな。随分と長い時を山で過ごしたことじゃし、これを機会に山を下りてみようと思ったわけじゃ」

「そうなのかい。じゃあ、あんたは山を出て第二の青春を満喫中ってわけだ」

「ハッハッハ、そうじゃな。二人には邪魔かもしれんがのぉ」

「そんなことは無いですよ。ミトさんと一緒に旅ができるのは、とても心強いです」

　ウィンは否定するが、レティシアがそんなウィンをチラリと見て不服そうな顔をしたのを見て、ミトは豪快に笑った。

「まあ、何にしてもだ。まだ、村とも町も呼べない混沌としたこの場所だけどさ。物もの見み遊ゆ山さんにしろご覧の通り活気だけはある町だし、退屈はしないだろうさ。金を稼ぐ手段だっていくらでもある。もっとも、あたしらには、職人や商人を相手に料理を出す程度しか思いつかなかったけどさ！」

「いえ、とっても美味しいですよ。この貝を使ったスープなんて、絶品だと思います」

　ウィンがそう言うと、食堂の女将が嬉しそうに破顔した。

「アハハ、うちの亭主の自慢のスープさ。リヨンの王様の食卓に出てくるスープにだって引けを取らない自信があるよ！　そこいらの店の料理人では、逆立ちしたってうちの亭主が作るスープには敵かなわないだろうね！」

　と、冗談を言うように言った。

「ええ、きっと」

「私もそう思います。とっても美味しい」

　スープに入っていた大きな二枚貝の貝柱を食べてから、レティシアもそう口を挟む。

　すると女将が笑うのをやめて、目を丸くする。

「……お嬢さんのような良い家の娘さんにまでそう言われると、本当にそう思えてくるね」

「お忙しいところ、わざわざお話を聞かせていただきまして、ありがとうございました」

「いいってことさ。もしも話のお代に何か礼をって考えているなら、あんたら旅の人だろ？　旅先でうちの店のことを宣伝でもしてくれたらいいさね。そっちのお嬢さんは、見たところ良い家の娘さんのようだし、知り合いに吹ふい聴ちようしてくれるだけでも良いよ！」

「ふふ、そうしますね」

（まさか、本当にレティが王宮の料理と比較してそう思っているとは、女将さんも考えていないだろうな）

　ウィンとレティシアの席から離れていく女将の背中を見送りながら、ウィンは笑いを浮かべた。

　ウィンもコーネリアの従士となったことで、王宮で食事をする機会が増えた。

　確かに超一流の料理人が作る料理は、極上の素材が使用されていて、見た目も味わいも一級品だ。

　だが、ウィンもレティシアも『渡り鳥の宿木亭』の主人ランデルの料理を食べて育ってきた。この食堂で出されているスープのように、大勢の客に提供できるよう、大量の材料を鍋に投入して作り出す、粗野で濃厚なスープを美味しいと感じる。それに王宮は厨ちゆう房ぼうから運ばれてくる間に、どうしたって食事が冷めてしまう。できたて熱々というわけにはいかない。

　レティシアがゆっくりとスプーンにスープを掬すくい、口をつける。彼女は子供の頃から美味しいものを食べるときは、本当に幸せそうな表情を浮かべる。

　ウィンはそんなレティシアを見るのが好きだ。幼い頃からレティシアの食事の世話をしてきたからかもしれない。

（いつも思うけど、俺はともかく公爵家の姫君の舌が庶民的ってのはどうなんだろうね）

　そう思って、ウィンは苦笑を浮かべた。

　それに気づいてレティシアが「うん？」と顔を向けてくる。

　ウィンは何でもないよと言うように、レティシアに微笑みを返した。

　それを見ると、レティシアは再びスープに意識を集中する。

　ウィンはチラリと周囲を見回した。

　すると、周囲の視線が度々レティシアへ向けられていることが見て取れる。

　ウィンもレティシアも、今は制服を脱いで町の人たちと同じような服を着ているのだが、ウィンと違ってレティシアはその美しさと気品からとにかく目立つ。

　周囲からも浮いて見えるその類まれなる美貌は、先程から食堂中の人々の視線を集めてしまっていた。

　昼時の忙しい時間帯に、わざわざ女将がサラ・フェルール大聖堂の由来を話してくれたのも、街中ではまず見かけない上流階級に属することが一見してわかるレティシアに興味を持ったからだろう。

　実際のところ、レティシアのことを女将は、大聖堂建設予定地へ資材の納品にやって来た商会の娘じゃないかと考えているようだった。

「ふう、ご馳走様でした。お腹いっぱいだよ」

「俺もだ。想像以上に美味しかったね、このお店」

「うん。ランデルさんの作る料理にも匹敵するよ」

「そうだね。ランデルさんにここのスープを飲んでみて欲しいな」

「スープのレシピを教えたらランデルさん、これ作ってくれないかなぁ」

　どうやらレティシアはこのスープを本当に気に入ったらしい。空になった皿を名残惜しそうに見つめている。

「どうだろう？　シムルグだと新鮮な海産物って手に入りにくいし……乾物を使っても同じ味は出せるのかな？」

「そうだよね……そうだ！　魔法でどうにかできるかもしれないよ？　樽に海水を詰めて生きたまま魚介類を入れて、空をひとっ飛びで持ち帰るとか！」

「ほう、そんな魔法もあるのか」

　ミトが感心したような声を上げる。

　もしもそういう魔法が使えるならば、輸送手段に革命が起こる。新鮮な海の幸が手に入るわけもない山奥の土地でも乾物ではない新鮮な魚を手に入れられるようになるからだ。

「いえ、ミトさん。そんな魔法はないですからね。レティだとやってやれそうな気はするけどさ」

　ウィンは少し呆れ気味に笑う。

　公爵家令嬢という姫様と呼ばれるべき身の上にしては、レティシアは子どもの頃から食い意地が張っている。時間があれば本当にやってしまうかもしれない。そしてそれをやれるだけの魔力もありそうだ。

「うん。多分今の私なら、たくさん運ぶことができると思うよ。やってみようか」

「待て待て」

　今にも試してみたそうなレティシアをウィンは思いとどまらせる。

　神にも匹敵するというその魔力を、ただ好物が食べたいがためだけに使用するというのはどうかとウィンはそう言ってみる。

「魚を輸送する勇者とかどんな勇者？」

「別になりたくて勇者って呼ばれるようになったわけじゃないもん。勇者なんて特別扱いをされているけど、私はずっと昔のままのレティなんだから」

　レティシアは後半を少し強めに主張する。ウィンに、自分を勇者扱いしないで欲しい、そう訴える。

「ああ、うん。レティはレティなんだけど……それでも、やっぱりどうかと思うなぁ」

「そう？」

　幼い頃、ウィンがレティシアとポウラットと共に冒険者として初めてパーティーを組んで仕事をした時のこと。その事件で知り合った翼人の少女イフェリーナを救うために空を飛んで見せたことがあった。それも自分だけでなく、ウィン、ポウラット、それに臨時でパーティーを組んだベテラン冒険者のオールト、ルイス、イリザの三人もつれて飛んだのだ。

　あの時、ウィンはまだ幼くて魔法というものをよくわかっていなかったが、今にして思えばイリザが、レティシアのあまりにも理不尽な魔法の使い方に、驚愕して叫んでいたのも理解できる気がした。

「ハッハッハ、まあ良いじゃろうて。別に誰かに迷惑を掛ける話でもなし。ところで、そのランデルという御仁が作る料理は美味しいのか？」

「街の宿屋兼大衆食堂なもので、洗練された料理というわけじゃないですけどね」

「ワッシらドワーフが、お行儀の良い料理を好んでおると思うか？　美味い酒に合う料理であれば問題ないわい。勇者殿も気に入るくらいじゃ。ぜひ一度、その御仁が作る料理を食べてみたいもんじゃな」

「ええ。お酒に合うことは保証しますよ。冒険者や旅の商人の方々が絶賛していましたから」

　自分を育ててくれた恩人の料理に期待されて、ウィンは誇らしげに胸を張った。

「うむ。旅の目的がまた一つ増えたわい」

「さて、じゃあそろそろ祠を訪ねてみようか。レティ、ここの料理が気に入ったのなら、また食べに来よう。どうせ調査が終わるまでは、この町に滞在する予定だしね。何なら、帝国が平和になったら、また来たっていい。レティだって仲間だったラウル殿下と、またゆっくりと話をしたいだろう？」

「そうだね、また一緒に来ようね。でも、私がラウルと話したいかどうかはともかく、ラウルはきっと帝国内のゴタゴタが収まったとしても、きっとそれ以上に忙しくなるはずだわ」

「それ以上に？」

「うん。この国がどうしてアルフレッド殿下に力を貸すのか。その本当の目的のためにね」

　支払いを済ませようと立ち上がったウィンに続いて歩き出したレティシアが、周囲の客を気にしてか声を潜めて言う。

　ミトが興味深そうな顔でレティシアの顔を見上げた。

「帝国とリヨンは同盟を結んでいるし、アルフレッド殿下はラウル殿下と親しい関係にある。それに近年、周辺国に積極的に戦争を仕掛けて領土拡大を狙っているペテルシアへの牽けん制せいも図りたい。そんなところかなと思っていたんだけど」

「それもあるね。でも、ペテルシア王国もリヨン王国も真の目的は別にあると思う」

「真の目的？」

「私が魔王を討滅したことによって縮小しつつある魔物領。大陸北部の広い範囲で空白となった土地の利権だよ」
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　大陸最北部。

　厳冬期には海はもちろん湖も、川すらも凍りつき、大地は一面白銀の世界へと変わる。

　人々は短い夏の間に作った作物と、保存の利く干し肉や魚介類の乾物で飢えを凌ぐ。

　そんな生活は、偉大なる『竜殺し』にして『剣聖』、英雄王メルヴィック四世の治世になって劇的な変化を遂げた。

　最貧国だったセイン王国は、限られた予算を全て優れた人材に投資するという思いきった国策を打ち出し、大成功を収めた。

　外国に留学して高度な教育を受けた彼らは、祖国のために様々な施策を施して莫大な富を国へと還元。そしてセイン王国の暮らしは、相変わらず厳しい冬は来るものの、以前とは比べ物にならない程豊かなものとなった。しかし、その幸せな時間は長くは続かなかった。

　彼らに希望をもたらした英雄王メルヴィック四世の肉体を器として、魔王が降臨したためだ。

　降臨した魔王はその後、眷けん属ぞくである魔族を次々と喚び出すと、セイン王国から外へと支配領域を拡大していった。

　支配領域を拡大すると言っても、人間が築く国のようなものではない。

　生きとし生ける物を殺し尽くす。

　そうして生まれた恐怖、恐れ、悲哀、怒りの感情が瘴気となって、周辺一帯を包み込む。するとその瘴気に当てられた動物、植物、精霊の存在が歪められて妖魔、魔獣が生まれていく。

　数を増やした妖魔、魔獣は魔王直属の眷属である魔族に統率され、瞬く間に北部の国々を喰らい尽くしていった。

　人類側も黙って魔物の侵攻を待っていたわけではない。

　押し寄せる魔物の群れに軍隊で対抗しようとした。

　しかし、魔王と魔族が持つ瘴気は、魔物との戦いで命を落とした兵士たちをもアンデッドとして蘇らせると、尖兵と化してしまった。

　人類側が軍隊を派遣し、犠牲者を出せば出すほど、魔物の数は増えていったのだ。

　そして戦場となった場所は瘴気に満ちていった。濃密な瘴気が漂う場所では生物は生きられない。生きていけるのは、魂を歪められて闇に堕ちた者たちだけ。生物が生きられなくなった領域は、やがて魔物領と呼ばれるようになった。




「じゃあ、妖魔って元は人間だったりするの？」

「うん。これはエメルディア大神殿でも禁忌とされている知識なんだけどね」

「じゃあ、まさか俺もある日突然、オーガなんかに変わってしまうことも？」

　気味悪げに顔を顰しかめたウィンを、レティシアが安心させるように笑う。

「今日、明日で急に妖魔になっちゃうなんてことは無いよ。魂はそんなに簡単に歪むものじゃないもの。そうね……」

　レティシアは唇に人差し指を当てると、分かりやすい例たとえを探す。

「例えば、シムルグの貧民街」

「貧民街？」

「住んでいる人がひもじいな、苦しいな、世の中が恨めしいなって思い続けていれば、妖魔が生まれてくる可能性もあると思う。ただし、人が生み出す負の念はとても弱いものだから、瘴気となるまでには、そうした負の念が数百年もその場に留まり続ける必要があるわ。でも普通は、数百年も貧民街のままで放置されるということは無いだろうから、まず心配ないけどね」

「じゃあ、今いる妖魔はどうやって生まれてきたんだ？」

「私もエメルディアに行った時に少し教えてもらっただけで、そんなに詳しいことは知らないんだけど……数千年も昔、創世神アナスタシア様がこの世界を創造された時、生きとし生けるものを創られた。でも光と影は対なるもの。生きとし生けるものを創ると同時に、その対なる存在である魔族も生まれることになったの。その魔族によって生まれた負の念が瘴気を生み、創りだされた生命を歪めて妖魔が生まれたって伝えられているそうよ」

「なら、ある日突然俺が妖魔に変わっちゃうってことは無いんだな」

　ホッとしたような顔でウィンが言う。

「うん。でもね、魔王や高位の魔族が関わると話は別。魔族は負の念を増幅して、そこにある生命を歪めてしまうことができるわ。そのせいで魔物との戦いの際、野山の獣は魔獣と化してしまった。知性ある人やエルフ、ドワーフはそう簡単に妖魔へ変貌しないんだけど、魔王かそれに近しい存在の瘴気を浴びれば話は別。余程精神力が強い人じゃないと耐えられないのよ」

　レティシアが魔王と戦う際に、対魔大陸同盟軍と共に戦うことをせず、ラウル、ティアラ、リアラという限られた仲間たちとだけで赴いた理由はそこにある。人類の中でも抜きん出て優れた彼らであればこそ、魔王の側近だった高位魔族の纏まとう瘴気に耐えることができたのだ。

　そして魔王は滅ぼされ魔族たちは姿を消し、大陸に住まう者たちはひとまず安堵した。

　しかし、大量に生まれた魔物は残されている。

　統率された動きこそ無くなったものの、魔物領となった大陸北部では、まだまだ魔物たちの姿が多く見られる。

「そういえばポウラットさんが言っていたなぁ。冒険者ギルドに、前よりも魔物討とう伐ばつ依頼が多くなったって」

　レムルシル帝国とクイーンゼリア女王国の国境付近は、魔物との大戦末期に最前線となった場所だ。そのため多くの魔物が蔓延はびこっている。

　国境付近の町や村は防備を固め、時には冒険者を雇って魔物退治に乗り出した。

　ウィンが騎士候補生だった時に参加した、定期巡回討伐任務もその一環だ。

「最近では国境を越えて、クイーンゼリアに入る冒険者もいるそうだよ」

　クイーンゼリア女王国は魔物によって滅ぼされた。

　魔物の侵略から無事に逃げおおせた者もいたが、他国へ逃げることなく残った者たちも大勢いた。むしろ、国に留まった者たちのほうが多かった。彼らは自分たちの国の軍隊と共に魔物と戦い、そして国と運命を共にした。

　貴族平民身分を問わず、クイーンゼリア女王国に残された彼らは魔物によって虐殺され、町や村は廃墟と化した。その廃墟と化した町を見れば、魔物の侵攻が国同士の戦争とはわけが違うことがひと目でわかるだろう。

　戦争で祖国が負けても、民衆にとっては支配する者たちが変わるだけだ。

　もちろん、祖国が負けた以上、それまでの生活が一変することは間違いない。過酷な労役、重税、場合によっては奴隷の身分に落とされて、自由を失うかもしれない。

　しかし、命は助かる場合が多い。

　新たなる支配者たちも、民衆を締め付けるような政策を長く続けるようなことはしない。多くの場合、支配者として自分たちを受け入れさせるために、締め付けを緩和させていく。

　そして彼らは新たな国の民へと変わっていく。

　しかし、これが魔物の侵攻となれば事情はまったく違う。

　魔物に出会えば、等しく襲われて殺される。

　国が滅び、町の城壁が壊され、守ってくれるはずの軍隊が壊滅させられると、人は逃げ出す他に生き延びる手立てがない。

　そうしてクイーンゼリア女王国の民たちは、他国へと難民となって押し寄せていったのだ。

　彼らは逃げ出した時、家財を一いつ切さい合がつ財さい持ち出せたわけではない。

　そのため、クイーンゼリア女王国内では現在、無人となった貴族の城館や金持ちの屋敷に、莫大な財貨が残されたままとなっている。

　冒険者たちはそれらの財貨を狙って、クイーンゼリア女王国へと赴いているのだ。

「火事場泥棒みたいだけどね」

　無人となった家屋を漁あさり、財貨を得る。

　ウィンがそう言って笑うと、話を聞いていたレティシアとミトが揃って肩をすくめる。

　しかし、財宝が眠っているかどうか定かではない遺跡を漁るよりも、遙かに効率がいいだろう。

　しかし、当然大きなリスクはある。

　クイーンゼリアは軍隊が壊滅し、滅びた国なのだ。

　レムルシル帝国なら、町や村といった人が住む領域には、魔物もそうそう近づいては来ない。近づいて来たとしても、軍や冒険者たちによって即討伐されてしまう。そのため、町や村の近郊は比較的安全だ。

　魔物に遭遇しやすい場所は、森や山の奥深く、人が滅多に足を踏み入れないような場所だけだ。

　しかし、クイーンゼリアでは町や村の跡であろうと関係なく魔物はいる。それも大量に。

　その魔物たちを駆く逐ちくできる実力があって初めて、火事場泥棒に等しい所業とはいえ、廃墟となった領主の館や金持ちの屋敷に入り込み、残された財貨を手にすることができるのだ。

「シムルグに所属していた冒険者でも、結構な数の人たちがクイーンゼリアに行ったらしいよ。でも、帰ってこれなかった人たちも多いって」

　実力をわきまえず、一いつ攫かく千せん金きんを狙ってクイーンゼリアを目指す若手の冒険者たちが増えていると、ウィンはポウラットから聞かされていた。

　彼らの多くは貧民街の出身。貧しい生活からの脱却を夢見て冒険者になった者たちだ。

　冒険者を目指そうと思う彼らの多くが、喧嘩にも慣れていて、腕っ節には自信を持っている。

　もっとも、ベテランの冒険者からしてみれば、一般人と大差ない程度の腕前だ。

　命を懸けた戦いの経験は乏しく、魔物との戦闘経験に至っては皆無に等しい。

　武器の扱い方も肉体の動かし方も我流で未熟。

　実戦経験が乏しいと言えば、騎士学校に通う学生たちだって変わらないのだが、彼らは経験豊富な教官、先せん達だつの騎士たちからしっかりとした訓練を受けている。

　だが、冒険者たちは騎士と違い、技術を身に付けるには、経験を積んで独力で学んでいくか、技術を持つ者に報酬を支払い、指導を請うしかない。

　しかし、冒険者を志す若者たちの多くは、自信過剰で、自らの幸運と実力を過信している。

　そして無謀としか思えない難事に挑戦するのだ。

　冒険者ギルドでは、冒険者たちの実力を推し量り、達成可能な範囲の仕事を彼らに紹介しているのだが、それでも失敗するかもしれない可能性も考えている。

　しかし、失敗して痛い目を見れば、慎重さを覚え、次の仕事に活かせるだろう。

　経験を積み、実力を付けて再挑戦すればいい。失敗は糧かてとなり、成長に繫がる。

　万が一失敗しても、冒険者ギルドで尻拭いもできる。

　そうして冒険者ギルドは、若き冒険者たちの成長を促していく。

　しかし、現在過熱気味のクイーンゼリア女王国への一攫千金を狙った侵入は、冒険者ギルドを通しての仕事ではない。誰もが好き勝手に試みることができる状態だ。

　待ち受けている魔物の強さは、冒険者ギルドでも把握できていない。

　いつ、どこで、どんな場所であろうと、最強の生物である竜に匹敵する魔物と遭遇する可能性だってあるのだ。

　腕の立つ冒険者ですら、命がけの無謀な挑戦。

　多くの未熟な若手冒険者が挑み、そして一度の失敗を糧とすることができずに、命を落とす。

「でも、本当に実力のある冒険者たちが、クイーンゼリア国境近くの町を、すでに幾つか踏破もしたらしいよ」

「魔王が滅んだ以上、魔物領の拡大はもうないからね。そうやって冒険者たちが入っていって魔物たちを駆逐していけば、残留した瘴気も段々と減っていく。するとその先には──」

「あっ……そういうことか」

　ウィンはようやくレティシアの言う、広い範囲に空白の土地が広がっているという意味に気がついた。

「冒険者たちがクイーンゼリアに乗り込み、魔物を倒し、財を漁ったその後には、誰も支配する者がいなくなった土地が広がっているんだ」

「そうだよ、お兄ちゃん。クイーンゼリアから北、その先にあった国々は、全て滅び去ってしまったの。当然そこには、国が滅びてしまって誰も所有権を持たない鉱山や、森、川、湖、港といった資源がたくさん残されている。そしてレムルシル帝国は、所有者のいなくなった宝の山が眠る北の大地に、最も近い国の一つなのよ」

　今はまだ魔物が蔓延り、訪れる者も一攫千金を狙った冒険者たちばかりかもしれない。

　しかし、やがては魔物領と接している幾つかの国が、大規模な調査団として軍を派遣するだろう。その幾つかの国の一つが、レムルシル帝国だった。

　魔物との戦争が終わって、各国はこの支配する者のいなくなった広大な北の大地へと、目を向け始めた。

　先に動き始めたのは大陸中央部から南部にかけて存在している国々。魔物との戦争で、直接領内に大きな被害を受けなかった国々だ。

　まず真っ先に動き出したのがペテルシア王国。

　魔物との戦争後、荒廃した国内の復興に尽力している最前線にあった国々への侵攻を開始し、すでに二つの国が滅ぼされている。

「じゃあ、ラウル殿下やダリス王陛下も、本当の狙いは帝国の北に広がる土地ってこと？」

「ペテルシアは、それに加えて海に面した土地が欲しいといった理由もあるんだろうけど、多分ね。ただ、リヨンはペテルシアと違って力による侵攻ではなくて、アルフレッド殿下に恩を売ることで、北へと打って出る際には共同作戦を提案しているんじゃないかな。北を平定した後に行われる利権の分配で、口出しできるように。多分アルフレッド殿下とラウルとの間で、そうした条件について約束が交わされているんじゃないかなって思う」

「なるほどのぉ」

　黙ってウィンとレティシアの話を聞いていたミトが口を挟んだ。

「お主らに同行して話を聞いているうちに、ワッシがどうしても気になっていた疑問が、解消できたわい」

「疑問ですか？」

　問うウィンに、ミトは手に持ったハルバードの柄を地面に突き立てると、天を向いたその刃先を見上げた。

「帝国で内乱が始まったというんじゃろ？　なぜリヨンはその機会に便乗してペテルシアに同調し、帝国の領土を切り取らないのか、とな」

「リヨンが帝国に？」

「別段、不思議な話じゃないだろう？　隣国が内戦を始めて他国からも干渉を受けておる。ならばその隙に乗じてという話は、歴史を振り返ればよくある話じゃ」

　まさかという顔をしたウィンにミトはそう言う。

　リヨン王国はダリス王の御み代よになって、レムルシル帝国と国交を結んだ。そのため、両国の民たちは国境を自由に往来できる。

　だが両国の歴史を紐解いてみると、レムルシル帝国とリヨン王国は過去に何度となく大きな戦火を交えているのだ。

　元々リヨン王国は、大陸最古の歴史を持つカシナート王国と覇権主義を貫くレムルシル帝国という二つの大国に挟まれた自由都市群が、自由を守るために自分たちの国を作ろうとして建国された。

　魔物の激しい侵攻と、当代の皇帝アレクセイが外征に熱心ではなかったことから、近年レムルシル帝国がリヨン王国に侵攻を企てることもなかったが、国交を結びつつも互いに隙あらばと様子を窺っていたことは間違いない。

　しかし──。

「今のリヨンがペテルシアに倣ならって帝国に軍を向けない理由は、勇者殿のことを知っておるからじゃろうなぁ」

「レティを？」

「うむ。ペテルシアとリヨンの帝国に対する態度の違いは、勇者殿を直接知っておるかいないかということじゃろうて。リヨンには剣聖殿がおられる。ゆえに勇者殿の力を知ることができた。勇者殿を知るならば、敵に回したいとは思わんじゃろう。少なくともワッシならば、勇者殿が生きておるうちには何もせんな。しかし、ペテルシアは勇者殿のことを、新聞や噂などの伝聞でしか知らん。その違いがこの帝国で起きた内戦に対する、両国の温度差なんじゃろうなぁ」

「なるほど」

　ウィンは感嘆の声を上げてミトを見た。

　マジルの山に籠りきりで世情に疎いかと思えば、ウィンとレティシアたちの会話内容から、鋭く情勢を読み取ってみせる。

『剣匠』を何十年にも渡って他者に譲ることなく戴き続ける強さは、こんなところにも表れているのだろう。

（もっとも、ワッシが帝国に戦争を吹っかける立場に立たされたら、まずは勇者殿のアキレス腱けんを狙う）

　そう考えながらウィンを見たミトは、ふと横からの視線を感じてぎょっとした表情を浮かべてしまった。

　レティシアがミトに意味ありげな視線をよこしたのだ。

　ミトの考えを見透かしていたのだろう。

（当然勇者殿も気づいているわけか……。まあ、そうじゃろうなぁ。十五か。十五という若さで、ワッシですら想像もつかん程の戦場を渡り歩いてきたわけじゃしな。なるほど、帝国の皇太子がウィン殿を皇女に付けて帝国外に出したのも、二人を帝国内のゴタゴタに巻き込むのを恐れたゆえか。外国でならば、勇者殿が守らねばならぬ者も少なくなるからのぉ。それにしても──）

　ミトはブルリと身を震わせた。

（なんちゅう圧迫感じゃ。視線一つ寄越しおっただけで、このワッシが一瞬でも怯ひるまされるとは……。勇者殿を排除するには、まずこのウィンという若者をと考えたが、蟻との戦いでは良い動きをしておったし、それも少し浅はかじゃな。逆に安全弁を外すようなもんじゃわい。剣聖の若いのはよくもまあ、こんな化物と戦いたいと思ったもんじゃ。ワッシならば御免じゃわい）

「あっ、お兄ちゃん。あの建物じゃない？」

　ミトが畏怖の視線を向けていることに気づいているのかいないのか、レティシアはいつもの調子に戻ると、ウィンの手を引っ張った。
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　サラ・フェルール大聖堂、建設予定地。

　その聖堂を中心とした街の建造計画まで含めると、その敷地は街道沿いにある平均的な宿場町よりも余程広い。

　予定では岬の麓に広がる森も開拓し、西にあるリヨンとも街をつなげる計画だ。

　完成すれば海に面して横に長い街が出来上がる。

　もっとも、ウィンやレティシアが生きているうちに、完成した街の姿を見るという願いは叶わないだろう。リヨン王国内外から多くの職人、商人を集めて急ピッチで工事を進めているが、完成までには膨大な年月が掛かることが予測されている。

　街一つを一から作ろうというのだ。当然、莫大な資金も必要なのだが、聖人サラ・フェルールを記念する大聖堂を中心とした街だということで、エメルディア大神殿がその資金の大部分を負担することになった。

　エメルディア大神殿を頂点としたアナスタシア教会の資本力は、世界最大といっても良い。それでも魔物との戦争直後で、大聖堂建築費用は相当の負担が掛かり、予算を担当する神官たちの中には、その額を見て気を失ったものが続出したとまで言われる。

　しかし、エメルディア大神殿はこのサラ・フェルール大聖堂建設に大きな期待を寄せていた。

　魔物との戦争が終結してから起こった問題に、膨れ上がった難民と、戦場という働き場を失った兵士たち、そして戦場という需要を失ってしまって、不景気となった市場がある。

　市民達の不満の声は国の政治、そして対魔大陸同盟軍を主導したエメルディア大神殿へと向かった。

　サラ・フェルール大聖堂の建設工事は、働く場所を失った兵士たち、難民たちの受け皿として期待できる。工事によって作られる新たな街の住民にもなってくれるだろう。

　エメルディア大神殿の力が健在であることを、世に知らしめる絶好の宣伝ともなる。

　すでに職人たちが家族とともに引っ越して来て、住み込みで働いている。そしてそんな彼らを相手に商売する者たちも集まってきて、共同体が出来上がりつつあった。

　大規模な工事となれば、物資も必要となる。

　大量に生産されていた武具は、釘や工具、そして森を開拓するための斧やナタに。

　城塞を築くために切り出された石や木材は、街や大聖堂の建築資材に。

　リヨン王国の王都リヨンの港には、それらの物資を満載した大型船が、大陸中から集まっている。

　魔物との戦争で、被害の大小に差はあれど、大抵の国が何がしかの打撃を受けている中で、リヨンは未み曾ぞ有うの好景気に沸いている、数少ない国の一つだった。




　リヨンの港から沖の方まで、海面を埋め尽くさんばかりに停泊している大型船を眺めて、ウィンはリヨンの活気に満ちた街並みを思い出していた。

「良い眺めだね」

　隣にレティシアが立って、ウィンと同じように目を細めて景色を眺めている。

　ウィンとレティシア、ミトの三人は、職人たちと商人たちが作った仮の街を抜けて、岬のほぼ中央部にある聖堂建設予定地、その傍に建てられた仮神殿を訪れていた。

　サラ・フェルールが拠点としていた祠は、魔法による厳重な結界の他にも、鉄格子と鎖によって封印が施されている。

　魔法の結界を解除してもらい、鉄格子と鎖の解錠の許可を貰う必要があった。

　ただ魔法の結界に関しては、ここもティアラによって施術されているため、この仮神殿の責任者にも解除できない可能性はあったが、いざとなればレティシアが力ずくで結界を破ることが可能だ。しかし、何にせよ祠へと入るためには許可を得なければならない。

　サラ・フェルールは生前、裏では破壊の神を降臨させようとしていた『背教者』であったが、表向きは多くの重病人、怪我人の命を救ってきた偉大なる聖人。

　この世を去っても、列聖された彼女の威光にすがるため、多くの巡礼者がこの岬の小さな祠を訪れる。

　アナスタシア教会としても、サラ・フェルールの偉業を継承するべく、仮神殿で生前のサラが行っていた奉仕活動を続けていた。

　今日も多くの重い病気や怪我に苦しむ人々が押し掛けていて、仮神殿に勤める聖職者たちは忙しそうに働いていた。

　そしてその忙しさは仮神殿の責任者も同様のようで、取次にあたった侍祭からそのことを聞くと、ウィンたちはこの喧騒が落ち着くまで黙って待つことにした。

『勇者』であるレティシアが名乗れば、恐らく責任者のリアラは何を置いても会ってくれるかもしれないが、苦しむ人々を尻目に特権を振りかざしたくなかった。

「良いところだね。きっとサラさんも喜ぶと思う」

　サラを手に掛けたのはレティシアだが、レティシアはサラを完全には憎むことができなかった。

　破壊神を召喚するために多くの命を犠牲にしたことは許されない。しかし、そこに至るまでに、サラが多くの悲惨な状況を目にしてきたことをレティシアは知っていた。

　苦しむ民衆を救うために、様々なものを犠牲にして尽くしてきたことも事実なのだ。

　長引く魔物との戦い。

　対魔大陸同盟軍という人類全ての力を結集した軍の創設。

　エメルディア大神殿が魔物との戦いに勝利するために果たした役割は大きく、その功績は誰にも否定出来ないものだ。

　しかし、対魔大陸同盟軍という史上初の国、種族の枠組みを越えた、超巨大な組織の盟主という立場を維持するために膨れ上がった権力は、たちまち腐敗の温床と化した。

　戦争が長引いてしまったことも一因だったのかもしれない。

　創設に携わった人々は老いと戦いの中で戦死し、創設時の理念はやがて失われていった。

　苦しむ民衆に救いの手は差し伸べられず、権力者たちによる対魔大陸同盟軍の主導権争いが激しくなった。

　その様子にサラは絶望し、『背教者』となったのだ。

　本来、サラが目指していたのはきっと、今この仮神殿で行われているような奉仕活動だったのだろう。

　対魔大陸同盟軍が創設された時の理念を、権力者たちが忘れなければ、人類はもう少し魔物を相手に上手く戦えたかもしれない。たとえ最後はレティシア・ヴァン・メイヴィスという勇者による力添えが必要だったとしても、魔物領をもっと北方に押し込むことに成功していたかもしれない。

　サラは『背教者』として堕ちることも無く、生きる『聖人』として、もしかしたらエメルディア大神殿で初の女性大神官の地位に就いたかもしれない。

　仮神殿で忙しそうに立ち働く人々を見て、レティシアはそう思った。

　ウィンが「何か手伝いでも」と、申し出てみたが、それは断られた。

　素人が手を出しては、邪魔になるからだろう。

　やんわりとした断られ方だったが、そんなニュアンスが感じ取れた。

　実際、忙しそうだが人手は十分にあるようだ。

　サラ・フェルールは生前に列聖された、史上三人目の人物。

　その威光も働いて、この仮神殿には多くの人員が集まっているようだった。

　もっとも、これだけ大勢の人々が集まった理由は、サラ・フェルールの名前の威光だけではなかったことを、ウィンは後で知ることになるのだが。

　先方にはウィンたちが今日訪れることを伝えてあったのだが、癒しを求めて訪れている人たちを押しのけてまでもというほど急ぎの用事でもない。

　とりあえず、暇となってしまった三人。

　ミトは日当たりも良く腰掛けに丁度良い岩を見つけると、そこに座ってさっさと居眠りを始めた。

『剣匠』として頑健な肉体を持つミトだが、百を大きく超えた老人だ。

　これまでの旅の間でも、用が無ければミトはこうしてさっさと眠りについていた。

　戦いに生きてきた者として、休息できる時には休むという習慣が身についているのかもしれない。




　ミトが寝入ってしまったので、ウィンとレティシアの二人は、ミトの睡眠の邪魔にならないよう、彼から少し離れた場所に移動した。

　そこは丁度木々が途切れていて、リヨンの町が見下ろせる絶景の場所だった。

　足元は断崖となっていて、波が打ち付けている。

　聞こえてくる音は波が岩に打ち付ける音と、空を舞う海鳥の鳴き声。

「綺麗ね」

　眼下では日の光を反射して、キラキラと輝く青い海がどこまでも続いている。

　水平線の彼方には、薄うつすらとだが北方の陸も見えた。

「あの遠くに見える影。あの先に魔王が降臨した北方の地があるのか」

「うん。凄いでしょ。あそこまでずっと繫がっているのよ」

「スケールが大きすぎて、ちょっと想像が付きそうもないよ。レティは、この海を渡って行ったんだよね」

「うん、リヨンからじゃないけどね。海を渡ったわ」

　それから二人はしばらく海を眺めていた。

　潮の匂いを乗せた海風が、二人の間を通り抜けていく。

　リヨンの港でカーンカーンカーンと、鐘を槌つちで叩く音が聞こえてきた。

「見て、お兄ちゃん。船が出港しようとしているよ」

「えっ、どの船だ？」

　レティシアが指差す方向、沖に停泊している周囲の船と較べても一ひと際きわ大きな一隻の大型帆船に、人を満載した小型船が横付けされようとしていた。

「あの帆船か」

　ウィンたちが興味津しん々しんで眺めていると、やがて乗客はみな帆船に乗り込み終えたようだった。空になった小型の船が港へと戻って行く。

　港の方では人ひと集だかりができていた。

　帆船を見送りに来た人々なのだろう。

　帆船の乗組員の家族か、それとも船主、荷主となった商会の関係者かもしれない。

　そして再び、カーンカーンカーンと、鐘を槌で叩く音が鳴り響いた。

「出港だ」

　ウィンの声が弾む。

　帆がバサリと大きく開かれた。

　帆は潮風を受けて大きく広がり、見る見るうちに船足は速くなる。

「出港の瞬間が見られるなんて、運が良かったね！」

「ああ」

　弾んだ声で言ってくるレティシアに、ウィンが頷き返す。

　大型外洋船の出港は、船や港に携わる者たちにとっても大きな催事のようだ。

　潮風に乗って聞こえてくる鐘の音に混じり、港で見送る人々の歓声が微かに聞こえてきた。

「あの船はどこに行くのかな」

「さあ、どこなのかな。北西に向かってるみたいだから、ぐるっと大きく回って南に行くのかも」

　何ヶ月、時には数年という長い航海の果てに辿り着いたその先で、あの船は大量の積み荷を満載して、再びリヨンの港へと帰ってくるのだろう。

　その積み荷はサラ・フェルール大聖堂の建築資材か、あるいは南方でしか採れない珍しい宝石、香辛料の類なのか、それとも海に住むという、噂に聞く竜にも匹敵する巨大な魚の脂を満載して帰ってくるのかもしれない。その魚の脂は巨万の富を生むと聞く。

　人々の期待と歓声を背に出港していく帆船は、多くの夢も乗せている。

（船に乗る人たちも、あるいは冒険者に似ているのかもしれない）

　岬の上から帆船を眺めていたウィンは、ふとそう思った。

　外洋を航海するための帆船は、とんでもなく大きい。

　港からその出港する様子を見ていれば、ウィンも頼もしさを感じたに違いない。

　だが、遠い岬の上から眺めていると、いかに巨大な帆船であっても、広大な海に出て行くと、非常にちっぽけなものにしか見えなかった。

　海は一度荒れ狂うと、陸以上に激しいと聞く。

　広大な海では頼れるものは、自分たちの乗っている船だけ。

　船が転覆し海へと放り出されれば、どうなるのか。

　そう考えてウィンはゾッとした。

　断崖に立っていたが、遙か下に見える海がそら恐ろしいもののように感じられて、知らず知らずのうちに後ずさりしていた。

　大おお海うな原ばらに乗り出していく帆船の乗組員たちは、長い航海に挑む。

　その先に待っているのは自然を相手に命を懸けた戦い。その戦いに勝利した暁あかつきには、莫大な富と名誉が約束されていると信じて。

　それは大陸北部に足を踏み入れる冒険者たちと、よく似ている。

　ウィンは沖合へと進んでいく船を見て、そう思った。




　帆船が水平線の彼方へと消え、やがてその水平線が夕日で赤く染まり始めた頃。

「良い眺めでしょう？」

　振り向くと法衣に身を包んだ、二十歳くらいの若い女性が三人の人影を伴って立っていた。

「大聖堂建設に余裕があれば、この場所を誰もが利用できる公園にして、展望台でも作っていただこうかと考えているのですよ」

「リアラ、お久しぶり。元気だった？」

「ええ、レティも」

　リアラ・セイン。

　レティシアと共に魔王討伐の旅をした四人の一人。

　サラ・フェルールに続いて、史上四人目の生前に列聖された、『聖女』と呼ばれる女性。

　その治癒魔法は奇跡の域にまで達していると言われている。

　セイン国王メルヴィック四世の肉体に魔王が降臨した時、セイン王国で生き残ったのはわずか三人の人物だった。

　コンラート・ハイゼンベルク。

　サラ・フェルール。

　そしてメルヴィック四世の孫姫。

　リアラ・セインは、メルヴィック四世の孫姫の娘だ。

　しかし、セイン王国王家最後の血を引く者とは思えない、質素な法衣に身を包んだリアラは、その清せい楚そな佇まいと雰囲気もあって、ウィンの心に畏敬の念を覚えさせた。

「そちらがウィンさんね。初めまして。リアラ・セインと申します」

「ウィン・バードです。『聖女』と呼び声高いあなたにお会いできて光栄です」

「ふふ、それは私が言うべき言葉かもしれません。ところで私のもとに、あなたたちを訪ねてお客人が参られています」

　リアラがすっと半身になって、伴ってきた三人の人物に目を向ける。

　ウィンもリアラの存在が無ければ、本当は真っ先に彼らに声を掛けたかった。

　三人ともウィンの知り合いなのだが、ここにいるはずが無い人物だった。

　レティシアも目を見張って驚いていた。

「アベル、セリ。どうして君たちがここに？　それにリーズベルトさんも」

　アベルとセリの二人は、『聖女』と呼ばれるリアラを前にして、緊張を隠せない様子だった。それでも、顔見知りのウィンとレティシアを見てホッとしたのか、強こわ張ばった顔をわずかに緩ませた。
















　そしてアベルが挨拶しようと思ったのか、中途半端な高さにまで手を上げたのだが、リアラを気にしてか、迷ったようにその手を彷徨さまよわせた挙句に下ろした。セリは小さく会釈をした。




　そして──。




『エルナーサに向かう道中、この地に『聖女』として名高いリアラ殿がおられると聞き、念のため立ち寄ったのだが、まさにこれは世界樹に宿りし精霊のお導きか。ここで君たちに会えるとは……』

　リーズベルトは拳を強く握りしめて、天を仰ぐ。

『勇者殿のお耳に入れたい話がある。後で少しばかり時間をいただけないだろうか？』

　リーズベルトの真剣な眼差し。

　任務のあるウィンは少し躊躇ったが、卓越した腕前を持つエルフの戦士リーズベルトが、わざわざ人の国に出てきたのだ。急を要する話かもしれない。

　ウィンは頷いた。

「お互い積もる話もあるでしょう。よろしかったら夕食をご一緒しませんか？　ね？　レティ」

　リアラがそう申し出る。

　確かに日はとっくに水平線の彼方に沈み、赤かった空と海の境界線にも、墨を零こぼしたかのような闇が広がりつつある。天上では太陽の代わりに星が瞬き、岬から望めるリヨンの町では明かりが灯され、炊事の煙が空に立ち昇っていた。

　仮神殿でもまた夕食の支度をしているのか、風に乗って良い匂いが漂ってくる。

「そうじゃな。風も冷たくなってきて、すっかり身体が冷えてしもうたわ。美味い食事でもごちそうになろうかのう」

　少し離れたところで眠っていたはずのミトが、よっこいせと立ち上がってやって来る。

「酒もあれば言うこと無いんじゃが……」

「大したおもてなしはできませんが、お客様用に多少のお酒はご用意できますよ？　でも、ドワーフの方なら少し足りないかしら。後で街に使いでも出して、お酒を用意させましょう」

「わっはっは、話のわかる娘さんじゃい。ほれ、二人共さっさと中に入ろう」

　先頭に立って歩き出すミト。

「行こうか、お兄ちゃん」

　レティシアはウィンを見上げると、彼の手を取って、先を行くミトの背中を追って歩きだす。その繫がれた二人の手に視線を向けたリアラは、小さく微笑みを浮かべる。そして、客人たちをもてなすための指示を出そうと、仮神殿の厨房へと足を向けたのだった。



















[image: ]




　サラ・フェルール大聖堂の建設は、エメルディア大神殿から、大陸各国に布告された。工事に必要な人足を集めるためだ。そのおかげか、大陸中から腕に覚えのある職人が、新たに作られる街に期待して集まってきて、幾つもの工房が建てられた。

　その小さな炉を構えた工房も、遠方からやってきた親方によって開かれたものだった。

　親方は多くの工人を雇って住み込みで彼らと共に働き、主に工具や釘といった小物を中心に鍛冶かじを行っていた。

　人が大勢集まって、日々街が拡大していくとなれば、様々な鉄製品にも需要がある。

　工具に限らず、鍋釜包丁、鉄製品であれば何でも作った。

　工房にはたくさんの注文が舞い込み、連日予約で一杯で、工房に勤める工人たちは目が回るような忙しさに追われていた。

「おー、野郎ども！　また釘三百の注文だ！　だが、今日中に仕上げなければならない仕事は、まだまだたくさんあるぞ！　気合入れていけ！」

「へい、親方！」

　親方の檄げきに工人たちが威勢の良い返事を返す。

　今、この街では珍しくない光景。

　様々な職業、工房が存在するが、どこもかしこも需要が供給を上回っていて、炉、竈かまどに火が入っている時間は、街はまるで戦場のような有様だ。

　その工房に二週間前から住み込みで働くロルフという男がいた。

　灰色のシャツに厚手のズボンを身に着けた男。

　ガッチリとした体格で、鍛冶で鍛えられた筋肉がシャツを盛り上げている。無精髭を生やしているものの、精せい悍かんな顔だちをしていた。

　その筋肉が示す通り力仕事が得意。そして手先も器用で、親方からは特に目を掛けられている男だった。

「おい、ロルフ。これから酒でも飲みに行かないか？　可愛い姉ちゃんがいる店を見つけたんだ」

「……いや、悪い。俺、出歩くの嫌いなんだ」

「何だよ、付き合い悪いな」

「よせよせ、奴は酒には付き合わないんだ。代わりに俺が付き合ってやるぜ」

「ああん？　お前とかよ」

「何だよ、俺だと文句でもあんのかよ？」

「ロルフと一緒なら女が寄ってきそうだが、お前じゃなあ……」

「何だと、てめえ!?　てめえだって俺と大して変わんねぇ面つらしてんじゃねぇか！　たとえロルフと一緒に行ったとしても、女はロルフが全部持っていって、てめえは精々商売女のとこに行くのが関の山ってもんさ」

「ああん？　言いやがったな、てめえ！　てめえよりはマシだってんだ！　言っとくがな、俺がその気になりゃあ言い寄ってくる女の一人や二人……」

「噓つけ！」

「じゃあ、試してみるか？　見てろよ、このやろう。ロルフ抜きでも女の一人くらい引っ掛けてやるさ！」

「ああ、見せてみろよ！　おい、ロルフ。親方に俺たちは飲みに行くって伝えておいてくれ！」

「ああ、わかった」

　同僚二人もロルフと同様、住み込みで働いていたため、酒を飲みに出掛けると親方に伝言を頼んだのだ。

　そして、仲が良いのか悪いのか、怒鳴り合いながら肩を並べて工房を出て行く。

　それを見送ると、ロルフは今日の作業の後片付けを始めた。

「大体、ロルフの奴は何とかって神様の熱心な信者だって話だ。酒を飲まないのは、そのためらしいぜ」

「何の戒律だ、そりゃあ？　酒が飲めないなんて、何を楽しみに生きてるんだ奴は。俺だったら、酒を禁じるような神様なんて御免だね」

「おい、ロルフに聞こえるぞ」

「それにしても、そんな神様がいるんだな」

「ああ、何て言ってたっけかな……その神様の名前」

「アナスタシア様じゃないのか？」

「いやいや、アナスタシア様なら忘れるかい。というか、アナスタシア様が酒を禁じたら、この世から酒が消えてなくなるだろうが！」

「そういえばそうだな」

（……ノアレ様だ）

　遠ざかっていく同僚二人の声。

　その後ろ姿を無表情で見送りながら、ロルフは心の中で、己が信じる神の名を唱えた。

　胸元には聖印。

　元々、ロルフは司祭の地位を持つ。

　神の名はノアレ。

　一般にその神の名を知る者はほとんどいない。

　聖職者たちの中でも、ほんの一握り程度だろう。

　しかし、この世界の創世に関わる物語では、非常に重要な存在だった。

　創世の女神アナスタシアの対なる神。

　終しゆう焉えんを司る神として、人はこう呼ぶ。




　破壊神ノアレ。




　破壊、終焉、死──。

　司る理ことわりから破壊神ノアレは、邪神というイメージが強い。

　だが創世から破壊、そして再び創世へ。

　ノアレが司る破壊は、創世のための破壊であって、人の基準で言う破壊や破滅とは無縁のもの。

　だが、負のイメージは拭い切れず、民衆からは忘れ去られてしまった。しかし、近年、その名がとある者たちの間で囁かれるようになった。

　とある者たちとは、魔物によって滅ぼされた北方の国の民たち。

　ロルフも魔物によって滅ぼされた、北国の出身だった。

　魔物の脅威から逃げ出し、難民として各地を放浪するうちに知りあった同郷の者から、破壊神ノアレの存在を聞いた。

　そしてロルフはそれまで信じていた神から宗旨替えをして、ノアレを信仰するようになり、いつしか司祭位まで戴くようになった。ただ、多くの同郷の者たちは、破壊神ノアレの破壊を司る部分に傾倒していったため、ロルフは彼らと距離を置くことになった。

　それから破壊神ノアレは、飲酒を禁じているわけではない。

　人付き合いが苦手なロルフが、酒の席を断る口実として信仰を理由にしているだけだ。

　信者が元々少ないため、司祭位を持つといっても、社会的には何も力はない。

　多くの難民と同様、ロルフもまた食べて行くので精一杯だった。

　そんな時、新たに作られる街があるという話を聞いた。

『聖人』サラ・フェルールの名を冠した大聖堂が建設され、その大聖堂を中心とした街が作られるというものだった。

　そこへ行けば仕事にありつける。そしてあわよくば、ノアレ神の小さな教会を新しくできる街に作ることができるかもしれない。

　そう思い、ロルフは街へとやって来たのである。

「おい、ロルフ。お前に客が来てるぞ」

　片付けも終わり、夕食でも食べて早めに寝ようと思っていたところに、ロルフを雇っている親方がやって来た。

「客ですか？」

「表で待たせてあるから、会ってきな」

「同郷の者かな？　ありがとうございます」

　親方に礼を言う。

　外へと出てみると、黒灰色のローブを来た人物が立っていた。

　ローブはフード付きで、人物の顔は窺えない。

　ただ、身体つきから男である事がわかるくらいだ。

「ちっ……ロルフというのはお前だな？」

「確かにそうだが……誰だい、あんた？　どこかで会ったことがあったかな？」

　だがローブ姿の男はその質問には答えず、小さく舌打ちすると、ゆっくりと被っていたフードに手を掛け、ロルフに顔を見せて──。

「おい、ロルフ。知り合いが訪ねてきたのなら、金を出してやるから、飯でも一緒に食いに行ったら……って、ロルフ？」

　金の無いロルフのために、工房の親方が気を利かせて、食事代を渡そうと思い、出てきたのだが、そこにロルフと彼を訪ねてきたローブ姿の男はいなかった。
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　サラ・フェルール大聖堂の仮神殿は、木造製の二階建てで、一階は厨ちゆう房ぼうや食堂といった、集団で生活するのに必要な部屋がある。救いを求めてやって来る人々が通されるのも一階で、神像が祀られた部屋だ。

　ウィンとレティシア、ミトの三人は二階にある部屋へと通された。アベル、セリ、そしてリーズベルトも一緒だ。

　二階は仮神殿に勤める聖職者たちの部屋と客室がある。しかし、六人はひとまずリアラの部屋へと通された。

　神殿責任者でもあるリアラには、さすがに一番広い部屋が与えられている。部屋の中央には机と椅子が数脚と花瓶に花が活けてある。壁際には大きな本棚があった。

「おい、ウィン。リアラ様って、あの『聖女』様だよな？　本物なんだよな？」

「あ、ああ。うん」

　ウィンの隣に腰掛けたアベルが小声だが興奮気味に話しかけてくる。

「マジかよ。すっげーよ、本物だよ。兄貴に自慢……いや、ギルドの連中にも自慢できるぞこれ。あの魔王を倒した勇者様のパーティーメンバーのお一人と顔を合わせた上に、お食事までご一緒できるなんて！」

「あれ？　ああ、そうか……」

（そういえばアベル、冒険者ギルドに入り浸っていて、家には帰って来てなかったな）

　実のところ、『渡り鳥の宿木亭』には、ラウルにティアラというレティシアの仲間が訪れていたりする。宿泊までしたラウルは、身分を明かしていないためその正体に気づかれなかった。しかし、ティアラには、かつてウィンが住んでいたおんぼろの小屋をセリが間借りした時に、小屋を修繕して貰ったこともある。

　そしてアベルにとっても幼馴染であるレティシアは、言わずと知れた『勇者』その人だ。

（ギルドのみんな……まだアベルにレティのことを教えていないのか）

　シムルグの冒険者ギルドに所属する古株の冒険者たちは、幼い頃にウィンと共にギルドに出入りしていたレティシアが、実は『勇者』メイヴィスその人であることを知っている。しかし、アベルにはそのことを秘密にしていた。

　アベルがレティシアに恋心を抱いているのを知っていて、面白がっているのだ。

「いや、ほんとにすげーよ。お前もそう思うだろ？　な？　ウィン」

「ああ、うん。まあね」

　隣でレティシアが笑いをかみ殺している。

「でも俺、最近ちょっとこういう状況に慣れつつあるかなぁ」

「まあ、ウィンは騎士だもんな。貴族なんかとも話したりする機会もあるか。でもよ、あのリアラ様にお会いしてるんだぜ？　そこらの貴族なんて目じゃねえぞ？」




　レムルシル帝国皇太子アルフレッド。

　第一皇女コーネリア。

『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファ。

『剣聖』ラウル・オルト・リヨン。

『剣匠』ミト。




　ウィンは、レティシアを抜きにして考えても、誰もがいずれは歴史書、そして伝承として語り継がれていきそうな人物ばかりと出会っているのだが、そのことを説明したほうが良いものか少し迷った。

　アベルはリアラのほうをチラチラと窺っている。

　その目には憧憬の色が浮かんでいた。

「うん、よくわかるよ」

　正直言うと、確かにリアラ・セインに会えたことで胸が躍った。

　だがリアラを前にして、緊張でガチガチになるという感じはしない。

　同じレティシアの仲間でも、ラウルとティアラは貴人が持つ近寄りがたい雰囲気を纒っていた。それがリアラには感じられない。彼女は、何者をも優しく包み込むような、落ち着きを与えてくれる雰囲気を身に纏っている。『聖女』と呼ばれるのも納得だと思った。

　老境に差し掛かろうかといった年頃の四人の女性司祭が、食事を運んでくれた。

　海の近くらしく、貝と白身魚を煮込んだスープ。そして籠にはパンが盛られている。

　ミトには葡萄酒がなみなみと注がれた大きな木杯が用意された。

「ほほっ！　これは上等な酒じゃわい！」

　葡萄酒の香りを嗅いだミトが、顔をくしゃくしゃにする。

　配膳を終えた女性司祭たちが、リアラに対して膝をつき祈りを捧げていた。

『聖人』と呼ばれる者はその死後、サラ・フェルールのように、その名を冠した神殿が建こん立りゆうされて神として祀まつられる。

　リアラもまた、その生を終えた時には神として天上に往くとされていた。

　そのため、信徒たちはリアラに対して祈りを捧げているのだ。

　その様子を眺めていたウィンはふと、隣に座るレティシアへ目を向けた。

　レティシアは丁度食前の祈りを終え、スプーンでスープを口に運ぶところだった。

　リアラに限らず、歴史に名を残すことになる偉人は、その死後に神として祀られることが多い。

　そう考えてみると、レティシアもその基準に当てはまっている。

「どうしたの？　お兄ちゃん」

　ウィンが見ていることに気づいたレティシアが、スープを口に運ぶ手を止めた。

（レティが神様ねぇ……）

　苦笑して肩をすくめてみせる。

（食べ物でも司るのかな？　台所の神様とか…‥）

「むぅ……何か失礼なことを考えているでしょう？」

「気のせいだよ」

　そう言って誤魔化すと、疑うような視線を送るレティシアにかまわず、ウィンは澄まし顔で食事を続けたのだった。




　生い茂る木々の葉によって星の輝きは遮られ、濃い夜闇が広がる。夜目の利かない人間ならば、歩くことすら困難な場所。森の深奥は人が足を踏み入れることすら拒む場所。そこは元々闇を住処とする魔物、夜行性の獣たちの世界だ。唯一の例外は、森の眷けん属ぞくを自称するエルフ族。

　闇に潜む魔物を狩り、森の秩序を守る者たち。

　その日、リーズベルトたちは森の異変に気づき、仲間たちと共に現場へと向かい、そしてその光景を見た。

　深い闇を煌こう々こうと照らす炎。

　浮かび上がる魔法陣。

　炎のように揺らめくローブを身に纏う骸骨。

　骸骨を呼び出した初老の男の命令に、骸骨は眼球の無い眼がん窩かに不気味な赤光を灯して、リーズベルトの仲間たちを蹂じゆう躙りんした。

　リーズベルトも骸骨に重傷を負わされて、気がついた時には、仲間たちは肉塊となっていた。

　傷ついた身体を引きずって里へと戻ってみれば、里に残っていた者たちの姿はなく、彼らが大切に守っていた世界樹の若木は濃密な瘴しよう気きのせいで枯死していた。




　リーズベルトの話が終わると、部屋の中は沈黙に包まれた。

　青褪めたリーズベルトの表情を見れば、話に一切の誇張はなく、どれだけ酷むごたらしい惨状を目にしたか見て取れる。彼は努めて冷静に話そうとしていたが、仲間の死の惨状を語るときには、その顔に悔しさと怒りが浮かんでいた。

「レティ。その骨の魔族ってもしかして……」

　ウィンたちが以前追いかけることになった、貴族令嬢の誘拐を発端にした一連の事件。

　魔力を持った人たちを次々と誘拐して殺害。その遺体を傀儡くぐつ人形にしていた。

　その首謀者だったレイナード・ヴァン・ホフマインが、ウィンたちに追い詰められた際に召喚した『ルフ』という名の魔族が、リーズベルトの語った魔族と同一のように思えたのだ。

『確かに自分が見た魔族と同じ輩かも知れない。そうか……すでに勇者様の手で滅ぼされていたか……』

　ウィンがその時のことを語ると、リーズベルトは目を閉じて頷いた。

『しかし、一つ聞きたいことがある』

　リーズベルトは目を開くとそう言った。

『勇者様。そのレイナードという魔導師は、魔族ではなかったか？』

　レティシアはちょっと考えると、ゆっくりと首を振ってみせた。

『いいえ。魔族ではありませんでした』

『私たちが遭遇した魔族と、勇者様が滅ぼした魔族が同一の個体であるならば、その魔族を召喚したのはレイナードという人間のはずがない。私は奴をはっきりと見た。見間違えるはずなんてないのだ』

　森が少し開けた場所。不気味に明滅を繰り返す魔法陣の光に浮かび上がった召喚者は、リーズベルトが対魔大陸同盟軍に参加していた時に、悪夢を見せた存在だった。

　人の国の貴族に使える執事のような燕えん尾び服ふくに身を包んだ初老の男。

　しかし、その中身は人間とはまるで異なる存在だ。

　リーズベルトたちエルフの軍を、わずか一体で相手取り、壊滅させた魔族。

『アレを私が見間違えるはずがないんだ。あの時も、仲間たちが蹂躙されていくのを、私は何もできずに見ているしかできなかったのだから』

　リーズベルトの声が震える。

　里を滅ぼしたルフの話の時には、恐怖よりも怒りと悔しさの色をにじませていたリーズベルトが、その燕尾服の魔族のことを思い出すだけで恐怖を覚えているのだ。

『その燕尾服の魔族か。そやつは何の目的があって、エルフの里を襲ったんじゃ？』

　それまで黙って話を聞いていたミトが口を挟んだ。

　齢よわい百を軽く超えた老ドワーフは、エルフ語も自在に操れるらしい。

　騎士学校でエルフ語を習得したウィンよりも、よほど流りゆう暢ちようだった。

『意識を取り戻して里へと戻った時には、里の者の姿は見当たらず、そして世界樹の若木が枯死していた。先ほどの勇者様たちの話からして、そのレイナードという魔導師による傀儡の犠牲になった可能性がある』

『ふむ……枯れた世界樹の若木か。覚えておるか？　マジルでワッシらが出会った時、あの蟻の化け物が巣食っておった広場にあった世界樹の若木のことを』

　太い幹に大きな亀裂が走り、全ての葉が落ちて寒々とした枝だけが広がる巨木。

　そしてその幹に群がる大量の蟻。

『瘴気を浄化する力も持つ世界樹の若木が、数が多かったとはいえ、蟻の魔物程度が集たかったくらいで枯れる筈もない。ということは、蟻どもが発生する前に、世界樹の若木が枯れるような何かが起きたということじゃ』

『リーズベルトさんの里にあった若木、マジル廃坑道で見た若木、そのどちらも枯れていた。偶然とは思えませんね』

『我が里の若木を枯死させたのは、状況から考えても魔族の仕業にまず間違いない』

　ウィンの言葉を受けてリーズベルトが全員を見て言う。

『だとしたら、廃坑道の若木も同じ魔族の仕業と考えるのが自然か』

『でも、世界樹の若木を枯死させた目的は一体何だろう？』

　レティシアが口元に手を当てて、考えこんだ。

『世界樹の若木には、魔族の放つ瘴気を浄化する力があります。その力が疎うとましかったのでは？』

『廃坑道の地下深くなんて、誰も近寄らない場所なのよ。そんな所へわざわざ魔族が足を運ぶ理由は、世界樹の若木しか考えられない。リアラが言うとおり、瘴気を浄化する力を疎ましく思ったのか……。でも、それならなぜ、今頃になって若木を枯死させて回っているの？　世界樹の若木を枯死させる機会は、今までにも幾らでもあったのに』

『そうですね。瘴気を浄化する力が疎ましかったのなら、レティが魔王を倒す前から、そうしていたはず』

『若木を守っておった竜の姿が見えなかったことも気になるのぉ』

　数ヶ月前にミトが世界樹の若木が生えた広場へ行った時には、一匹の竜が住んでいて、巨大な蟻の群れは見受けられなかった。

　おそらくは世界樹の若木に対して魔族が何かを仕掛けた時に、竜の身に何事かあったに違いない。

　生きとし生けるものの中で最強種の竜だ。

　魔族と戦ったのなら、それは激しいものとなっただろう。

　夥おびただしい瘴気が撒き散らされたはず。

　その瘴気にあてられて、地下深くに生息していた蟻が魔物と化したに違いない。

　ミトは顎あご鬚ひげをゾリゾリと撫でながらそう考えた。

『里の世界樹の若木と同様に枯死した若木があるのなら、魔族に襲われた世界樹の若木はまだ他にもあるかもしれない。何にせよ、俺は明日にでもエルナーサに向かうつもりだ』

　リーズベルトは決意の色を浮かべた顔で、言った。

『こちらの神殿で、傷も癒してもらえた。エルナーサのハイエルフたちなら、世界樹の若木がどこに存在しているか知っているはず。今回の魔族の動きに関して報告する必要もある』

　レティシアが頷く。

　世界樹の麓にあるエルフの都エルナーサには、エルフの王族であるハイエルフたちがいる。ハイエルフたちは、世界樹の精霊を守護しているため、世界樹の若木がある場所も知っているはずだった。

『そうね。今の段階では魔族の狙いも分からないし、エルナーサまで行けばティアラもいる。何かわかるかもしれない』

『承知した』

　レティシアの言葉にリーズベルトは頷いた。

　里を滅ぼされたリーズベルトの心には焦りもあったが、今レティシアを伴ってエルフの里へと戻ったところで、彼女の言うとおり、何をすることもできないだろう。

　当初の予定通りにエルナーサへと向かい、ハイエルフたちと『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファに、このことを伝えたほうが良い。

「な、なあウィン……」

　リーズベルトの話が一段落したと思ったところで、レティシアとは反対側に座っていたアベルが、ウィンに小声で聞いてきた。

「結局、一体何がどういう話になったんだ？」

「ああ、そうか……」

　アベルを除く全員が普通にエルフ語を話せていたものだから、ウィンは彼がエルフ語を話せなかったことを失念していた。

「そうだな、搔い摘まんで話すと──」

　ウィンは今までの会話の内容をアベルに教える。

　それからアベルと、その向こうに座っているセリに話しかけた。

「それで、セリさんとアベルはこれからどうするの？」

「わ、私は、リーズベルトさんと一緒に、エルナーサに行こうと思っています」

　亡くなった父親からエルナーサに祖父母がいると聞いたとセリは言った。

「お祖父様もお祖母様も、父が亡くなったことを知りません。こうした機会でもない限り、きっと一生行くことなんてないと思いますし、会いに行こうと思っています」

「俺の仕事はセリさんの護衛だから、俺も行くぜ。ウィンとレティちゃんはどうするんだ？」

　アベルがレティシアをちらちらと見ながら言う。

「俺たちはここに用事があって来たんだ。任務があるから、アベルたちとはここで別れることになるな」

「え？　一緒にエルナーサへ向かうんじゃないのか……」

　どうやらアベルは、ここからはウィンとレティシアも加わってエルナーサへ向かうと思っていたようだ。レティシアに気があるアベルは、明らかに気落ちしたようだった。

「お兄ちゃん」

　ウィンたちの話が終わったとみて、レティシアがウィンに話しかけてきた。

「サラ・フェルールの祠は、明日にでもリアラが封印を解除してくれることになったよ」

　ウィンが話の内容をアベルに説明しているうちに、レティシアはここを訪れた事情を説明してくれたらしい。

「あの祠は危険なため、勝手に中へと入れないよう錠前と魔法による封印が施してあります。それに、サラ自身が仕掛けた魔法の封印も。私が同行し、封印を解除し錠前を外しましょう」

「よろしくお願いします」

　頭を下げたウィンに、リアラが微笑みかける。それから一同の顔を見回して立ち上がった。

「さあ、お話はこの辺りでよろしいかしら。もう夜も遅いわ。今日はもう、明日に備えて休みましょう。お湯の用意もしてありますよ。ゆっくりと疲れを取るといいわ」

「ほんと？　嬉しい！」

　レティシアが嬉しそうに声を上げ、セリもパッと顔を輝かせる。

　長い旅の疲れを癒すのに、風呂は最高の贅沢だ。

「俺たちも汗を流すか。おい、行くぞアベル。……アベル？」

　セリと連れ立って湯浴みに行こうとするレティシアを、緩んだ顔で見送っていたアベルを促し、ウィンたちも用意された部屋へと向かった。
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　セリはエルフの父と、人間の母の間に生まれたハーフエルフ。

　閉鎖的な村社会では、異種族は村八分にされることが多い。ましてや、まだ何の力も無いハーフの子どもともなれば、いじめの対象にされることも多いと聞く。セリの父も、母と結婚した当初は、村の者たちと打ち解けるのに長く時間がかかったらしい。人の言葉が話せなかったため、会話をするのにも随分苦労をしたとセリに語っていた。

　だが、セリの父は優れた狩人で、また魔法も操れた。

　村に新しい畑を作る時、新しい水路を引く時、そして危険な獣や魔物が襲ってきた時、セリの父は積極的に魔法を用いて、村のために働いた。言葉が通じなくても、黙々と働いた。

　その父の姿勢に村の人々も心を開いていき、セリが物心つく頃には、一家はトルク村の一員として受け入れられたのだ。

（随分遠くまで来ちゃったな）

　仮神殿でお湯を貰いサッパリとしたセリは、少し涼もうと外へ出てきた。

　セリのような庶民にとって、お湯をたっぷりと張った湯船につかるのは滅多に味わえない贅沢だ。普段はお湯で身体を拭くか、水浴びが基本で、休みの日に公衆浴場に行く程度。ついつい、長湯をしてしまって、こうして外へ涼みに出たのだ。

　外は静かだった。

　聞こえてくるのは虫の声と、風に乗って聞こえる微かな波の音。

　仮神殿を出て少し行ったところに、大聖堂建設用資材と思われる石材や木材、それに工具などが山と積まれている場所があった。そこは工人たちの休憩場所でもあるらしく、屋根だけの簡単な造りで、木製の大きな机と無骨な椅子が幾つも置かれていて、机の上には金物で作られた頑丈な食器が乱雑に高く積み上げられていた。セリはそこまで歩いて行くと、椅子の一つに腰掛けた。

　屋根だけで壁がないため、空を見上げると雲ひとつない満天に星が輝いていた。

「お父さん、お母さん。信じられる？　私は今、リヨン王国にいるんだよ？」

　星の瞬きを見つめたまま、セリは小さな声で呟いた。

「ふふ、ついこの間まで小さなトルクの村に住んでいて、大きな町って言えばネストにしか行ったことがなかった私がだよ？　びっくりしちゃうよね」

　誰一人聞く者がいない夜空の下で、セリは小さく笑う。

「それにね、私、リアラ様ともお会いしたの。聖女様よ。とても優しそうな方だった。まだ治りかけだったリーズベルトさんの怪我を、あっという間に治しちゃったんだ。優しそうで、とても素敵な女性ひとだった」

　もしもトルクの村が襲われることがなかったとしたら、セリは今も、小さな村で父と母の世話する畑の手入れを手伝う毎日を送っていただろう。ネストの町か、それとも近隣の村からか、婿を貰って子どもを産み、年老いた母の面倒を見つつ、村で長命な父と共に働き続ける。そんな一生を送ったに違いない。

　レティシア、ティアラ、そしてリアラ。

　きっと子どもが生まれた時、寝物語に話して聞かせるであろう物語の登場人物たちと、知り合うことはなかった。

　そのことは素直に誇らしいのだが──。

「お父さん、お母さんにも会わせてあげたかったよ……。シムルグ、クレナド、ミスト。いろんな街を見てきたよ。リヨンの王都には海もあって、大きな船がいっぱい浮かんでるんだ。ほんとに見せてあげたかったよ……」

　セリは小声で呟きながら、膝を抱えてうつむいた。

　トルク村が滅びてからおよそ一年。

　セリは帝都シムルグの宿屋、『渡り鳥の宿木亭』で働きながらも、夜寝る前などふとした拍子にあの時の事を思い出し泣いていた。それでも最近では立ち直っていて、ましてやリーズベルト、アベルとの旅の道中では、トルク村での事を思い出さないようにしていた。旅の同行者二人に、余計な心労を掛けたくないという思いが強かったからかもしれない。

　それが今日、仮神殿で死んだ父と母の事を思い出してしまったのは、きっとウィンとレティシアの顔を見てしまったからだろう。

　二人は『渡り鳥の宿木亭』の常連で、三日にあげずに来店する。

　そんな二人を見てしまったものだから、張っていた気が緩んでしまった。

　セリは暫くの間、膝を抱えうつむいたままの姿勢でいたが、やがて顔を上げると目元に滲んでいた涙を拭いた。

「ううん、泣いてる時じゃない。しっかりしなくちゃ。お父さんやお母さん、それに村の皆が心配しちゃう」

　セリは立ち上がった。それから目を閉じ手を組むと、星空へ祈りを捧げる。

「お父さん、お母さん。私、お父さんのふるさと、エルナーサに行くんだ。そこに住んでいるお祖父様、お祖母様に会ってきます。正直、ハーフの私がエルフの国に行くのは怖いけど、リーズベルトさんもアベルさんも一緒に行ってくれる。今の私にはウィンさん、レティシア様も……。お友達って言うのは畏れ多いかもしれないけどね。だから、心配しないで私のことを見守っていてください」

　そう祈りを捧げると、セリは立ち上がった。

　過去の事を思い出して落ち込んでいた気分が少し晴れた気がする。

「さ、戻ろ」

　仮神殿は夜も寝ずの番がいて、大きな入口には昼夜を問わず火が灯されている。

　セリがいた資材置き場は、その火から距離が離れていて、周囲はほぼ暗闇だ。

　その事が幸いしたのかもしれない。

　火の傍にいて、その明るさに目が慣れてしまっては、決して見通せない暗がりの中。

（あれ？　何だろう？）

　暗がりに目が慣れていただけではない。エルフの血が半分入っているため、夜目の利くセリは暗がりに動く複数の人影を捉えていた。

（街の人？）

　大聖堂建設のために集まってきた人々が作る街は、岬の麓に広がっている。その街からセリがいる大聖堂建築予定地と仮神殿は、少し離れているのだが、その暗がりに動く人影は間違いなくセリがいる方へと向かって来ている。

（街の人にしてはおかしいわ）

　セリは一瞬、街で急病人か怪我人が出て、癒しを求める人が仮神殿に向かって来ているのかと考えたが、すぐにそれを否定した。なぜなら、彼らは明かりを持っていない。

　急を要していたとしても、足元が不安な夜の道を、明かりも持たずにやって来るはずもない。

（だ、誰かに知らせないと！）

　セリは二、三歩後ずさりすると、パッと身を翻ひるがえした。火の灯されている仮神殿の入口。その近くまで行けば、不寝番をしている仮神殿の者がいる。

　セリは駆け出そうとして──。

　ふわりと顔を撫でる風。

　真後ろで突然何者かの気配。

「ちっちっちっ、若い娘さんがこんな時間に、こんな暗い場所にいるなんて。悪い娘だね」

　耳元で囁く年老いた男の声。

　ぎょっとして身を竦すくませるセリの腕をひねりあげ、背後からその口を塞いだ。

　異臭を放つローブを着こみ、顔の半分以上が隠れているため、その表情は窺えない。唯一覗く口元を見ると、高齢の人物のようだ。

　セリは必死に身を捩よじり、声を出そうとしたが、しっかりと口を塞がれてしまって、息すら苦しい。

「ちっ、こんな夜更けに出歩いていなければ、恐怖を味わうこともなく死を迎えることも出来ただろうに」

　男の口元が歪み、薄笑いを浮かべているのが見える。

　恐怖で更に力を振り絞って暴れようとするが、男はひねりあげる力を強め、痛みでセリはついに身動きすら取れなくなってしまった。

「…‥…っ…‥…っぐ……」

　しかし、逆にその痛みのおかげか、恐怖でパニックに陥りそうになっていたセリは、少し冷静さを取り戻す。

　ひねりあげられて動かない身体の中で、唯一自由に動く目を必死に動かし──そして、ある物に目が留まる。

　その時、セリを締め付ける男の力が強くなった。

「ちちっ、ここの司祭でもなさそうだ。素材にもならない下働きの娘かな。騒がれないうちに始末したほうが良さそうだね」

　男はそう囁くとセリの口を塞ぐ手を下に、彼女の細い首をへし折るため、少しずつずらそうとほんの僅かだが力を緩めた。その刹せつ那なの隙を逃さず、セリは全意識を集中して心の中で叫んだ。

『風よ！』

　呪文の詠唱ですらない。

　ただ一言、心の中で発した必死の叫び。

　精霊は魔力を対価に、術者のイメージを具現化させる。

　セリは父からそのことを習っていた。

　呪文はあくまで術者のイメージを補完させるだけのものに過ぎない。強く強く、自らが望むことを思い描き、魔法を行使すれば精霊は応える。

　エルフの血を引くセリ。

　その魔力は普通の人よりも強く、大きい。

　全魔力を振り絞ったセリの呼びかけに応えた風の精霊は、強烈な突風を生む。

「何だと!?」

　セリのことをただの下働きの娘だとばかり思い込んでいた男は、突然の突風に驚き、ひねりあげていた手の力を緩めてしまう。その隙にセリは身を捩るとようやく男から身を離す。が、勢い余って、セリはその場に倒れこむ。

　しかし、セリの狙いは突風で男を怯ませて、その手から逃れることではない。

　セリが狙ったのは、セリと男のいるところから少し離れた場所にある、セリが先程までいた工人たちの休憩所。そこに置かれた机の上に乱雑に積み上げられた金属製の食器。

　少しでも衝撃を与えれば崩れ落ちそうな食器へ、セリの生み出した突風が吹き付け──。

　木製の机の上から吹き飛ばされた金属製の食器は、夜の静寂を打ち破り、ガラガラガッシャーンと盛大な音を立てて、固い地面に勢いよく叩きつけられたのだった。




　セリが立てた物音は、彼女の狙い通り仮神殿にも届いたらしい。

　まず、不寝番の者がこちらの様子を窺っているのが見え、その後仮神殿の中から人の声がし始める。

「ちっ、驚いたな。魔法を使うとは……。ふむ、その耳。エルフの血を引いているのか」

　そう時を置かずして、音の発生源を調べるために人がやって来るだろう。

　しかし男は逃げる素振りも見せず、地面に蹲うずくまるセリの様子を観察していた。

　そして気がつけば、登って来ていた集団が、セリとローブの男がいる資材置き場へと迫りつつあった。暗がり故にセリの位置からでも彼らの顔はよく見えないが、老若男女混じっているようだ。




　──救いを我らに。

　──救いを我らに。

　──救いを我らに。




　集団が近づいてくるにつれ、セリの耳に彼らの呟きが届く。抑揚なく、ブツブツと『救いを我らに』、ただその言葉だけを繰り返し呟く。そしてその足取りは非常に遅く、足を引きずるように歩いていて、その様子はまるで死人の集団のように感じられ、セリはゾッとした。彼らはセリとフードの男のやり取りが目に入っているはずなのに、誰一人として二人を見ようとしない。彼らの目には何の意思も宿っていないように見えた。

「ちっ、ちっ、ちっ……。うーむ……」

　セリの前に立つローブの男は彼らが来ても気にもかけず、ゆっくりと小さな舌打ちを繰り返して考え込んでいた。

　その間に、セリはヨロヨロと立ち上がった。

　積み上げられた金属製の食器を、地面にぶちまけるために放った魔法に、魔力と体力のほとんどを注ぎ込んでしまった。身体が上手く言うことを聞いてくれない。

　それでも、明かりの方へと足を引きずるようにして身体を運ぶ。

　背後の集団とローブの男が恐ろしくて、仮神殿の明かりだけを一心に見つめる。

「ちちっ、ただの下働きの娘と思えばこそ見逃そうと考えたが、魔法が使えるならば役に立ちそうだ。そういえばハーフエルフは試したことが無かったな」

　思案げなローブの男の声。

　怖くて後ろを振り向くこともできない。セリは必死の思いで走ろうと喘あえいだ。

　ローブの男が小さく口元を歪ませると、スッと枯れ木を思わせる手を上げる。すると、集団の中から二人の男が前に出る。

「捕らえよ」

　その命令はセリの耳にも届いた。

　今にも背後からセリを捕まえようと、何者かの手が伸びてくるように思われた。

　足がもつれて前に転びそうになりながら、セリは目を強く閉じる。

（誰か……助けて！）

　その思いが通じたのか──。

「はっ！」

「このクソ野郎！」

　若い聞き覚えのある男性の声。

　鈍い打撃音。

　セリの両肩に置かれた、力強い手。

「ふむ……大丈夫じゃったかの？」

　セリが目を開くと、彼女を労いたわるような優しい目つきで、ミトが彼女の顔を覗き込んでいた。

「大丈夫、セリさん？」

「夜中に女の子を襲うなんて、なんて卑劣な奴らなんだ！」

　木の棒を持ったウィンとアベルの姿がそこにあった。










「ちっ、また会ったね」

　ローブの男がウィンを見て言う。

「レイナード……」

　ウィンはローブの男──レイナード・ヴァン・ホフマインを睨みつける。

「ほっ？　知っておる奴なのか？」

　ウィンが漏らした人の名前に、ミトが聞く。

「ええ。以前、シムルグで起きた連続誘拐殺人事件の犯人です。そして、リーズベルトさんが見たという骸骨の魔族。それとも関係している魔導師です」

　言うと同時にウィンは仕掛けた。踏み込みから棒を一閃。

　しかし、その攻撃を予測していたのか、レイナードはウィンが足を踏み出すよりも僅かに早く、距離を取ろうと後退した。レイナードの頭があった空間を、ウィンの持つ棒が通り過ぎる。

　だが、避けられてしまったものの、ウィンの攻撃はレイナードのフードを掠めていた。

　弾けるようにフードが飛ぶ。

　星と仮神殿から届く僅かな明かりに照らされて、頰の痩こけた生気が感じられない老人の顔が露あらわになった。

「ちちっ、面倒な」

　レイナードが苛立たしげに呟く。

　ウィンが追撃しようとした時。

「うわあ！」

　アベルの悲鳴が聞こえた。

「アベル！」

　追撃を諦めウィンがアベルの方を振り向くと、アベルが持っていた棒が、半ばから切断されて三分の一程度の長さになっていた。

　棒を切り落とされてうろたえるアベルに、もう一人が横殴りに斬り掛かる。

　その手に持っているのは鍬くわ。

　剣のような人を殺す武器ではなく、農夫が土を耕すための道具。

　だが、土を掘り起こす鉄の刃も、人に向かって勢いよく振るわれたなら、殺傷力は十分にある。

　しかし、人を殴るために作られていない鍬は重い。その一撃は非常に鈍重なもので、身を躱かわすことは容易だ。ましてや、実戦経験を積んだ冒険者であれば、脅威にもならない。

　アベルもトルクの村での一件以後、それなりに経験を積んでいる。

　しかし、剣を持っていた相手に、唯一の武器だった棒を切り飛ばされ、そちらに意識の大半以上を割かれたところに、横合いから鍬を振るわれたなら──。

　それも鍬を持つ男は、味方であるはずの剣を持つ男に当たっても構わないという勢いで振り回している。

　アベルが気づいた時には、もう躱かわせない間合いにまで入っていた。

「救いを我らに……」

「ひっ……」

　喉の奥から漏れる悲鳴。

「させんよっ！」

　叫び声と共に、アベルと男の横合いから突き出されたのは、ミトが持つハルバードだった。

　重量のある鍬ゆえ、叩き落としたところでその勢いは止められないと考えたミトは、ハルバードの石突きでその柄を正確に突く。

　その結果、鍬の刃がアベルの身体に食い込むことはなく、アベルが咄とつ嗟さに身を守ろうと構えた棒に柄が当たり──。

「うわっ！」

　重量のある攻撃に、アベルの身体が後ろに向かって飛ばされた。

　決して軽いとは言えないアベルの身体を、易々と吹き飛ばす信じられない膂力。

　鍬を持つ男の体格からは想像もできない力だった。

　アベルは休憩所にある机と椅子へ向かって突っ込んでいく。

「ふんっ！」

　その間に、ミトは柄を突かれた衝撃で鍬を取り落とした男を横殴りにして地面に叩き伏せると、次に斬り掛かって来た男の剣を持つ手にハルバードを叩きつけて剣を地面に落とした。それから、足を払って地面へと昏こん倒とうさせる。

　その直後、アベルが机と椅子を巻き込んで倒れる盛大な音がした。

『剣匠』の一瞬の早業だ。

「力は大したもんじゃが、当たらねばどうということはないわい」

　だが、ウィンは知っている。

「ミトさん！　気をつけてください！　そいつらは異常な程の打たれ強さを持っています！」

「なんじゃと!?」

　ミトが驚きの声を上げた。

「……救いを我らに」

　地面に叩き伏せたはずの男二人が、ブツブツと呟きつつ、立ち上がる。

　常人であれば、意識を確実に刈り取れたはずの一撃。たとえ意識があったとしても、痛みで身体を動かすのは不可能となる、手応えのある一撃だった。

「ふむ……こいつは厄介じゃなぁ」

　しかし、男たちは痛みを感じている素振りも見せず、すぐに立ち上がる。

　ミトはほうっと息を吐くと、ハルバードを持つ手を握り締める。

（殴られた箇所が赤く腫れている様子もなし。これはいったいどうしたもんじゃ？）

「アベル、無事か!?」

「ああ……痛ぇけど……」

　ウィンの呼びかけに、アベルから呻うめくような返事が返ってきた。

「ち……くしょう。何とか……」

「しっかし、こいつは困ったのぉ。殴りつけても意識を失わないのなら、後は骨でも折るしかないんじゃが……」

　問題は骨を折ったところで、こいつらの動きが本当に止まるのかどうか。

　その時──。

「その方たちは、どうやら魂を抜き取られてしまっているようですね」

　普段は優しげな微笑を浮かべるその顔に、静かな怒りの色を浮かべたリアラ・セインが佇たたずんでいた。
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「お兄ちゃん！」

　リアラと共にやってきたレティシアが、ウィンの傍に駆け寄る。

「これは一体？」

　地面に蹲ったままのセリの元へ、リーズベルトが駆け寄った。

「ちっ。これはこれは実に久しぶりだね。勇者メイヴィス」

　レティシアに向かって大おお仰ぎように一礼してみせるレイナード。

「私が召喚した魔族ルフを滅ぼした人物が、ちっ、まさか名高き勇者メイヴィスだったとは思わなかったぞ」

「お兄ちゃん、はいこれ」

　しかし、レティシアはレイナードを気にする素振り見もせず、自然体のままでウィンに剣を渡す。

「ちちっ、なるほど。僕を歯牙にも掛けずか……。傲慢だ。実に傲慢な態度だね。勇者よ」

　そんなレティシアの態度に気分を害したのか、レイナードの口調に僅かに険が混じった。

　しかし、沸き起こる苛立ちを静めるよう、一度大きく息を吐いた。

「まあいい。僕はずっとあなたに会いたいと思っていたんだ」

　目を大きく見開き、哄笑しつつ天を仰ぐレイナード。

「私に？」

「レティ、あいつとどこかで会ったことがある？」

　まるで前からレティシアのことを知っていたかのように語るレイナードを見て、ウィンはレティシアに尋ねてみたのだが、彼女は小さく首を振って否定した。

「前にお兄ちゃんたちと一緒に、皇宮内の宮廷魔導師の塔に踏み込んだ時に、会っただけだと思うんだけど……」

　レティシアは、記憶を探るように、一瞬目を閉じて沈黙した。

　勇者として旅をしていた時、様々な敵と戦うことになった。その相手は魔物ばかりではなかった。その戦ってきた敵の中にレイナードがいたのかもしれない。

「やっぱり思い出せない」

「ちっちっちっ。知らないのも無理は無いよ。僕が君のことを一方的に知っているだけだからね。ちちっ、いや、君のことを一方的に知っているのは、別段、僕だけというわけじゃないか。君はとにかく有名人だからね。ククク……」

　興奮を抑えきれないかのような含み笑いをするレイナード。枯れ枝のような細い身体を折り曲げて、小さく身体を震わせている。

「本当に……僕は、君と本当に会いたかったんだよ」

「レティに何の用なんだ？　復讐か？　それとも仇討ちか!?」

「ククク……復讐。そう復讐が一番近いかもしれないね」

　ウィンの言葉に含み笑いをやめたレイナードは、おどけた様子でレティシアを見る。

「己の分ぶんをわきまえず、我が師コンラート・ハイゼンベルクが成し遂げようとした偉業を、横から掠め取った君への復讐だよ。おお！　今宵、ようやく僕の願いが叶う……。僕の手であなたの御業を蘇らせ、勇者を殺し、その屍しかばねをあなたの墓前に捧げてみせましょう！　そして、世界があなたの遺した御業に瞠目する！」

「あなた、コンラートの弟子だったの？」

　訝しげにレティシアが問う。

　生前コンラート・ハイゼンベルクには、確かに弟子と呼ばれる者たちがいた。その中の一人がサラ・フェルールで、その人数は四人。

　レティシアは、その全員と面識があった。

　サラを除いた三人は、コンラートが投降後に死亡すると、対魔大陸同盟軍に参加。戦いの中で命を落としている。

　コンラート・ハイゼンベルクの研究とその周囲の者に関する情報は、一部の人間にしか公開されておらず、その弟子たちのことを知る者は少ない。

　この場に今いる者たちで、その情報を知るのはレティシアとリアラの二人だけだ。

「弟子ではない。が、コンラートが遺した研究は僕がそのまま受け継ぎ、そして復活させたのさ。正しく僕は、コンラート・ハイゼンベルクの後継者と言えるだろう」

「そういうのって、弟子って言うのか？　何言ってんだ、あいつ……」

　倒れた机と椅子を押しのけてやって来たアベルの呟きこそ、ここにいる者たちの心中を代弁していたかもしれない。

「まあいい。愚者には理解できないことだよ」

　その呟きが聞こえたのか、コンラートはやれやれといった調子で肩を竦めてみせた。

「それで復讐ということは、私と戦いたいのかしら？」

　目を細めたレティシアが、一歩足を踏みだす。

「そうだね。でもせっかくだけど、今はまだ君の相手をしている場合じゃないんだ。残念なことに、僕は遺産の全てを手にしてはいないからね。僕には、まだやらなければならないことがあるんだよ。コンラート・ハイゼンベルクの遺産を手に入れ、その研究を復活。その遺志を継がなければならないからね」

「無駄です」

　両手を前に組んで、リアラが前に進み出た。

「サラ・フェルールの祠には、『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファによる、強力な結界が施されています。それにサラ・フェルール自らの手による封印も」

「ちっちっちっ、『大賢者』。『大賢者』ね……。ならば試してみるとしようか」

「それをワッシらが黙って見過ごすとでも？」

　ミトがハルバードを構えて前へと出る。

　ウィンもレティシアから受け取った剣を鞘から抜いた。

　それを見たレイナードは、口の端を押し上げて笑みを見せた。

　それは周囲を見下すかのような、傲慢さを感じさせる笑み。

「貴様は僕と一緒に来い。残りは足止めをしろ」

　それからレイナードは背を向けると、男を一人だけ連れて歩き出した。

「何だ、こいつら。様子がおかしいぞ！」

　とりあえずの武器としてウィンから棒を受け取り身構えたアベルだったが、無表情で距離を縮めてくる集団に気け圧おされて、ジリジリと後ずさりしてしまっていた。

　レイナードのけしかけた老ろう若にやく男なん女によ入り混じった集団。

　大きなハサミを持つ、レティシアくらいの年齢の少女。

　包丁を握りしめた主婦。

　鎌を持った老人。

　銛もりを持つ青年。

　普段着を着たまま、日常生活や仕事に使う道具を武器として握り、ただ小さくぶつぶつと、同じ言葉を繰り返しつつウィンたちへと迫って来る。その彼らの顔には、暗がりの中でも生気が無いことが見て取れた。

　──救いを、我らに。

　──救いを、我らに。

　──救いを、我らに。

　目は焦点を結んでおらず、セリが最初に思ったように、まるで死人の群れにしか見えなかった。

「この人たち、操られているのか？」

　ハサミで斬り掛かってきた少女を、ウィンは躱しざまに足払いを掛けて地面に転がす。

　彼らがレイナードに操られているだけの犠牲者ならば、剣で斬り捨てるわけにはいかない。

「違います」

　ウィンの問いに答えたのはリアラ。戦いの心得がないセリをその背に庇かばいつつ、声こわ音ねに悲しみの色をのせて言う。

「彼らの身体に宿るのは悪しきもの。恐らく彼らの魂はもう……」

「くそ！」

　ウィンに斬り掛かってきた少女。そしてその少女よりも更に幼い男の子もいる。

　その他、老人や青年、女性たちも、多くの者が戦いとは無縁で、日々の暮らしを精一杯送ってきた、そんな顔や身体をしている。武器を振るう動作も、きちんと戦闘訓練を受けた者の動きではなく、ただ闇雲に突っ込んでくるだけ。

　いま、セリを除くこの場にいる者たちからすれば、その攻撃を防ぐのは、そう難しいことではない。

　しかし、数が多い。

　殴り飛ばし、地面に転がしても、彼らは後から後から押し寄せてくる。倒した者も、まるで痛みを感じていないのか、すぐに立ち上がってくる。

　たとえ、本人たちがすでに死んでいるとしても、斬り捨てるのには躊ちゆう躇ちよを感じ、ウィンたちはレイナードを追えずにいた。

　そんな中、疾風のような速さでレイナードに迫る人影二つ。

　レティシアとミト。

　レティシアは常人離れした速度で、迫る人々の隙間を縫うように疾走し、その身に誰一人触れさせること無く簡単にすり抜けていく。

　そしてミトは、軽々と振り回すハルバードの柄を使って、行く手を阻む者の足を払い、時には身体を軽く押すことで地面に転がし、悠々とレイナードの前に躍り出たのだ。

「何だと……？」

　振り向いたレイナードが大きく目を開く。

「終わりよ」

　レイナードとの間合いを詰めたレティシアが、そのがら空きの胸部に向けて、剣を突き出そうとしたまさにその時。

（────っ！）

　レティシアは横合いから迫る気配に気づき、咄嗟に右へ向けて剣を薙ぎ払った。

　爆発。

　飛来したのは魔力で作られた光弾。

　レティシアの振るった剣に切られて、爆発四散する。

　ただ、ダメージは無いものの、咄嗟のことだった為に衝撃までは防げなかった。

　レティシアの軽い身体は左へとズレる。

「おお!?」

　そしてレティシアに続く形でレイナードに迫っていたミトは、爆発の瞬間に後方へと飛とび退すさり、衝撃を弱めたものの、飛んできた砂さ礫れきから身を守るために足を止めずにはいられなかった。

「ククク……」

　その隙にレイナードは二人から距離を取る。

　レティシアが追おうとするが──。

　次々と光弾が飛来し、やむなくレティシアは自らとミトを守るべく防御魔法を展開した。

（これほどの威力の魔法。一体誰が!?）

　光弾が飛んで来るのは、断崖の先からだ。

　しかし、そこには海しかないはずだ。

　光弾はレティシアとミトを襲っただけでなく、彼女たちの背後の集団にも襲い掛かっていた。

「お兄ちゃん！」

　光弾はウィンたちだけでなく、レイナードに従ってきていた者たちにも着弾。情け容赦なく頭部を、胸部を、腹部を吹き飛ばしていく。即死を免れたものの四肢を引き千切られた者もいた。

「お兄ちゃん！　みんな！」

　レティシアは叫んだ。

　爆発の余波で巻き上がった砂塵で、ウィンたちの様子が窺えない。時折、吹き飛ばされる人影が、誰か知り合いの者だったりしないか。そして何より彼女にとって最悪なのは、ウィンだったりしないか。心臓が凍りついたような想いだった。

「こっちは大丈夫だ！」

　爆発音に混じってウィンの声が聞こえた。

　巻き上がる爆炎と土埃の合間に、防御結界魔法の光が見える。

　リアラが防御魔法を使っているのだ。

　その光を確認して、レティシアは心底ホッとした。

　リアラは創造神アナスタシアの力を借りた、高位の防御魔法を使える。こと、治癒と防御の魔法に関しては、リアラは他者の追随を許さない。

「ほっ！　このままじゃ埒がアカンわい。勇者殿、この程度の攻撃、不意打ちでも無ければ、ワッシならば気配だけで躱してみせよう。まずはこの攻撃をどうにかするべきじゃないかのぉ？」

　レティシアの背後に隠れているミトが言う。

「そう……ですね。では、防御魔法を解きますよ？」

「おお、やってくれ」

　ミトの了承を得て、レティシアは結界を解いた。

　そして二人は飛来する光弾を、そして爆発によって巻き上がる砂礫すらも、空気の流れと力の気配を読み取ってかわし、手に持った武器で弾く。

　それは、『剣の神姫』、そして『剣匠』──その呼称に恥じない、常人離れした動きだった。

　そしてレティシアは、光弾が自分の方に飛んで来ないタイミングを見計らって、剣の先に魔力を集中させる。すると剣先に白い光点が生まれた。そして瞬時に膨張。人の頭大の球形に膨れ上がっていく。

（多分、あそこ！）

　そしてレティシアは、光弾が飛来してくる方向に向かって、作り上げた光球を発射した。

　空気をまるで滑るように飛んでいく光球。断崖を通り過ぎて海上にまで行くと、そこで一瞬だけ停止する。そこはレティシアたちがいる資材置き場から五十メートル、断崖からも三十メートルくらい離れた場所だった。

　人の頭大だった光球も、そこまで飛べば点のような光に見える。

　だが光球が停止した、次の瞬間。

　凄まじい閃光が、その場にいた者の目を灼いた。

　まるで太陽が落ちてきたような光の乱舞。

　ズズーンという胃に響くような重々しい音。

　その輝きはほんの数秒程度のもので、熱も感じず、爆発したような様子もない。

　しかし、光が収まりチカチカとする目が再び暗闇に慣れてくると、夜目の利くミト、セリ、リーズベルトはその魔法の威力に戦慄を覚えた。

　岬の断崖の端。

　固い岩盤が、膨張した光の球体に触れた部分だけごっそりと綺麗に抉えぐられている。

　先程まで飛来していた光弾のように、周囲に破片を撒き散らすこともなく、音もなく、跡形も無く消失させていたのだ。
















（何とも凄まじい……）

　レティシアの背後にいたミトは、驚嘆のため息を吐いていた。

（なるほどのぉ。攻撃している者の居場所が特定できないとみるや、少々退いた程度では逃げられないよう、広い範囲に攻撃を加えてみせたのか。あれでは、あそこにいた者が何者だったかは知らぬが、跡形もなく消滅させられてしまったじゃろうな）

　現に光弾の飛来は止まっていた。

　今となっては誰が光弾を放っていたのかわからないが、レイナードの援護を目的とした攻撃だったのなら、その目的は果たせたと言えよう。

　レティシアが迎撃の魔法を唱えた頃には、レイナードは十分に距離を稼ぐことが出来たのである。

『我が呼び声に応え来るがよい。現れ出でよ、猛なるモノ、雄大なる翼。頂きより落ちし地上の王者よ。我が命に従い疾とく、馳せ参じよ！』

　それは最初、夜の暗がりに漆黒の墨を一滴落としたかのような小さな闇だった。そしてその闇は、レイナードの呪文詠唱と共に大きくなっていく。それはあたかも、先程のレティシアが生み出した光とは真逆。

　そしてその闇が三階建ての建物程の大きさにまで広がると、そこからぬっとレイナードが召喚したモノが姿を現した。

　それはまるでトカゲのような頭。爛らん々らんと光る黄色い瞳に、馬のような大きな動物ですらひとのみ出来そうな大きな顎。鋭い乱ぐい歯。喉の奥からはチロチロと、紅ぐ蓮れんの炎がそのモノの呼吸に合わせて揺らめいているのが見える。

　頭に続いて闇を潜って出てきたのは、大木の幹のような太い前脚。そして、小山のような胴体。その背には巨大な翼が、そのモノの身体の動きに合わせて揺れている。そして最後には前と後ろの脚に負けない太さを持った強きよう靭じんな尾。闇を潜り抜けると同時に、勢いよく左右に振られ傍にあった小屋を一つ、軽々と薙ぎ払った。

　工具を仕舞う倉庫だったその木製の小屋は、尾の一撃で簡単に破壊され、木材が中の工具と一緒に宙を舞った。

「竜……」

　ウィンはゴクリと唾を吞み込んだ。

　竜のことを、所詮は羽根つきのトカゲさと、自身の力を過信する冒険者の中にはそう、嘯うそぶく者もいる。神話や物語に出てくる竜は、その作者によって誇張されているに過ぎないのだと彼らは言う。なぜなら、多くの者が竜を自分の目で見たことがなく、物語を書く作者も過去に記された書物や言い伝えを基に、想像して書いているに過ぎないからだ。

　竜と呼ばれる存在が強大であればあるほど、物語に登場する竜を倒した英雄の偉業が強調される。

　竜の強さは、物語を面白くするために誇張された、幻想に過ぎないんだと。

　ウィンは、竜に関する言い伝えを信じていたのだが、竜の強さは誇張に過ぎないという彼らの主張にも頷けるところがあると思っていた。

　だが、今目の前に現れた竜を見て、考えを改めざるを得なかった。

「これが本物の竜……」

　多くの神話に、伝説に、英雄物語に登場する竜。

　鋼鉄の如く固い鱗は刃を弾き、鋭い爪と牙は固い岩をも切り裂き嚙み砕く。そして口から吐く強烈なブレスは山すら砕くという。しかし、それらが無かったとしても、その巨体とそれを支える筋肉だけで、凄まじい脅威だ。太い手脚と強靭な尾を振り回すだけで、石造りの城塞といえども破壊され、人は簡単に肉塊にされるだろう。

　東方に住む竜族の王フィアンドという名の竜は、対魔物の大戦の折、棲み家を魔物が侵したことに怒り狂い、周辺を魔物の群れごと灼き尽くした。この事件は、創世神アナスタシアの神話の時代から名前だけ語られていたフィアンドが実在していたことへの驚きをもたらし、竜が神と魔王に匹敵する力を持つ存在であることを知らしめた。

　このフィアンドという竜は、一つの都市程もある大きさだったという。

　ウィンも巨大な魔物の戦いはいくつか経験している。

　過去には森の木々の上に頭部が飛び出してしまうほどの巨大な魔狼を倒したし、直近ではマジルの山の地底で出会った巨大蟻たちの女王と戦った。

　その威圧感は、どんな魔物にも勝るものだった。

　大きいというだけで、人は強烈な圧迫感を覚えるものだ。

　しかし、いま目の前に姿を現した竜は、桁が違っていた。

　ウィンがいる位置からは少し離れた場所に現れたというのに、まるで目の前に山が迫っているような感覚。

　港に停泊していた巨大な帆船。

「仮」と付きながらも、祈りを捧げる聖堂と大食堂、そして幾つもの大部屋を持つ仮神殿。

　ウィンがリヨンで見た大きな人工物。

　そのどれよりも大きい。

　神話の時代から生き続ける地上最強の生物種。

























「あの竜……見覚えがあるわい」

　マジル山脈の地底深く、世界樹の若木を守るように、住み着いていた竜。

　ミトは廃坑となる前に、世界樹の若木が生えていた広場で、何度もこの竜を見ていた。

　竜は世界樹の若木か自身に危害を与えられない限り、鉄を掘るドワーフや人を襲うようなことは無かった。

「なるほどのぉ……どうりで姿が見えぬはずじゃ。まさか魔道の技に囚われておったとは……」

　食糧を得る時以外は、ただ静かに寝ていただけの竜。それがまさかこんな所で──。

　ミトは目の前に竜という脅威が迫っているにも関わらず、目を閉じて祈っていた。魔法に疎い己であったが、竜の身に起きていることは想像が付いた。恐らくは先程の人々と同じ目にあっているのだろう。そうでなければ、誇り高き天空と地上の王者たる竜が、人の魔導師に利用されるはずもない。

　ミトの愍あわれみの祈りに応えるよう、竜は首をもたげると天に向かって吠えた。その咆哮は、利用される己と、魔導師への怒りの声のように聞こえた。

　ビリビリと大気が震え、断崖の一部が崩落して海へと落ちる。

　攻撃ですらない。

　ただの咆哮だけで、周囲にこれだけの影響を与える。

　離れた場所にいたウィンたちも、突風に吹き飛ばされないよう、足を踏ん張らなければならなかった。

「あの竜も、この人たち同様、魂が歪められその身を汚されているようです」

　そう告げたリアラの声には、深い悲しみの色が含まれていた。

「レティ」

　ミトと共にいたレティシアが剣を下げたまま、前に歩みでる。

「そうね。天空を舞い、地上を支配する王者。だけど、あの竜はほとんどその力を失っている。残りカスみたいなのかもしれない」

　レティシアはただ一人、竜の咆哮にも動じず、まるで自然体のままで立っている。

（あの竜ですら……レティにとっては脅威にすらならないのか）

　竜の翼の羽ばたきで舞い上がった土埃から、顔を庇いつつ、前に立つレティシアを見る。

　レティシアは絹糸のように美しい黄金の髪を激しい風に翻らせ、剣を携えたまま静かに佇んでいる。

　その姿は竜を前に立つ英雄の姿。まさに一いつ幅ぷくの絵のように、ウィンたちの目に映った。

　レティシアの小さな身体が淡く黄金の輝きを放つ。

　その小さな身体から放たれる威圧感は、巨体を持つ竜と比較しても劣らない。

　竜にとって普段は人など、道端の蟻にも等しいものだろう。

　両者の間には、生物としてそれほどの力の開きがある。

　その竜をもってしても、ただ静かに立つレティシアから感じる気配は無視できなかったらしい。

　グルル、と喉の奥で威嚇の唸り声を上げつつ、レティシアへと向き直る。その唸り声に合わせて、ゴウゴウと赤い炎が顎の奥で燃え盛っているのが見えた。

　レイナードに意識を奪われていても、レティシアを危険な存在として認識しているようだった。

　だが──。

「ちっ、何をしている竜よ。お前が最初にするべきことは、そこの邪魔な結界を吹き飛ばすことだよ」

　そう言ったのは、竜の頭頂部にふわりと降り立ったレイナード。それに応えるようにして、グルルと竜が唸ったのだが、ウィンたちの耳にはまるで苦痛に呻く悲鳴のように聞こえた。

「あーはっはっは！　クックック……。どうだい、驚いたかい勇者。これもコンラート様の素晴らしい叡えい智ちが遺した御業さ。あの竜でさえも従えることができる大いなる力。まだ未完成の術ですら、これほどのことができるんだ」

『忌々しい魔導師め……』

　その時、レイナードの頭の中で声が響いた。

『死後も我が肉体を操り、己の欲望のために利用しようとは、なんという屈辱か』

「ちちっ、これは驚いた。まさか死んでもなお、その身に意識を宿しているとはね。さすがは腐っても竜と言ったところかな。文字通り死んで腐っているけどね」

　含み笑いをしながら言うレイナード。

「だけど、敗北者である君に何かを言う権利なんて、これっぽっちも無いよね。敗者は何もかも奪われて、文句を言う権利すら失われる。至極当たり前のことじゃないか」

『愚かな……。借り物の力で事を成したとて、己の分を弁わきまえぬ力を手にすれば、破滅を招くことになるであろうに』

「ちっ、黙れ。敗者に何かを言う資格は無いと言っただろう。貴様は黙って僕の命令に従っていろ」

『ぐぅ……尋常ならざる力を持つ、人の娘よ。我が願いを聞き届けてはもらえぬか？　そこの忌々しい魔導師によって、我が肉体は我が意思の下を離れている。口惜しいことに、その者が企む碌でもないことへの命令に、我は逆らうことができぬ。ならば汝の力でこの身を滅ぼし、我が魂を救ってはもらえぬか……？』

「誇り高き偉大なる竜よ。あなたの願い、聞き届けましょう。私の名前はレティシア。レティシア・ヴァン・メイヴィス。人の世では『勇者』と呼ばれている」

『感謝しよう、『勇者』レティシアよ。我が生きていた頃の名はヴェルニ。この身が汝の手に掛かって滅びることを、我は心より光栄に思う』

「ちっ、僕を無視して何を勝手なことを！」

　ヴェルニと名乗った竜とレティシアのやり取りを遮って、レイナードが叫ぶ。

「ちちっ、貴様は僕の道具に過ぎないんだ！　さあ竜よ！　我が意思に従い、この邪魔なハイエルフの結界を打ち砕けっ！」

　レティシアが走る。

　ヴェルニの意思に反して振るわれた、大木の幹より太く鋼鉄よりも固い鱗に覆われた腕は、レティシアの手の中に現れた聖霊剣によって易々と切断される。そして軽くステップを踏んだレティシアは、返す刃で竜の腹を深く切り裂いた。

　そしてその勢いのまま、竜の腹の下を搔い潜ると、仰のけ反ぞる竜の後ろ足を蹴って跳躍。そのまま脚を伝って背中にまで登ると、さらに高く跳躍して太い竜の首へと刃を振り下ろす。

『ダメか……。間に合わぬ』

　ヴェルニの呻くような声が頭の中に響く。

　レイナードによって強制されたヴェルニは、レティシアの剣が首を切り落とすよりも早く、ブレスを吐かされてしまった。

　ヴェルニの口から吐きだれた超高温で破壊力のあるブレス。それはサラ・フェルールの祠へと伸びていく。

　そして、レティシアによって切断された竜の頭が大地へ落ちるのとほぼ同時に、ブレスは祠を守る結界に着弾。

「ちっちっち、サラ・フェルールよ！　あなたが奪った偉大なる魔導師の遺産！　いま、僕の前に差し出すがいい！」

　刹那の力の均衡の後、硝子を金属で引っ搔いた時のような不愉快で大きな音が数秒間続き、そして何か固いものが割れるような音が周囲に響き渡った。

「はーっはっはっは！　さあ、残すはサラ・フェルールが、破壊神から力を借りて張った結界のみ。ちちっ、今度は君の出番だ。僕の前に遺産へと続く道を開いてくれ」

　その人物は、レイナードがウィンたちの足止めを命じた人々の中から唯一、連れ出した人物だった。

　祖国を失い、破壊から再生へと繫がる神として破壊神ノアレに信仰を捧げ、司祭位まで授かった人物。麓の街では真面目に働く工人だったロルフは、虚ろな目でレイナードが命ずるままに祠の扉に向けて呪文を唱える。

「我が神よ。汝の下僕の願いを聞き届けたまえ。偉大なる御身の力をもって、封を開く鍵をこの身に与えよ」

　ロルフの祈りが込められた魔法に、祠が淡く光に包まれ、そしてゆっくりと左右へと開いていく。

　そして──。




「あーはっはっは！　これで……これで遺産は僕のものだ！」

　いまだ竜のブレスと結界が破壊された余韻が残る岬の先端に、レイナードの哄笑が響き渡った。
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　真っ先に我に返ったのはレティシアだった。

　扉の奥へと消えたレイナードを追って、祠ほこらの中へ飛び込む。

　中には小さな祭壇と明かりを灯すための燭台が幾つか置かれているだけだった。

「レティ！　レイナードは？」

　中の様子を窺っていると、ウィンたちもやって来た。

　レティシアは無言で床を指差す。

　その指の先には乱暴に捲り上げられた敷物。祭壇に祈りを捧げる際に座るためのものだったのだろう。だが、その敷物にはもう一つ秘められた役割があったようだ。

　木で作られた地下へと降りる扉。

「ここから下に降りて行ったみたい」

「下に？」

　覗き込んでみると、緩やかに湾曲した階段が下へと続いているようで、ウィンの顔を湿った冷たい風が撫でていった。

「海に通じているのか？」

　籠ったような波の音も聞こえてくる。

「リアラ。この中の様子はどうなっているのかわかる？」

「いいえ。私たちがサラを倒した後、この国の騎士たちが調査を行おうとしたらしいのですが、結界に阻まれて祠の中に足を踏み入れることが出来なかったようです」

　リアラは地下へと続く階段よりも、祭壇のほうに意識を持っていかれているようだ。

　長い間放置されて、すっかり埃を被ってしまった祭壇の神像を調べている。

「ティアラがここに結界を張る前に、調べてもらわなかったの？」

「ここに張られていた結界は、サラが破壊神の力を用いて張ったものでしたから。破壊神はアナスタシア様と同等の神。それに術者もサラ・フェルールとあっては、とても解除することがかないませんでした」

　リアラはそう言うと、埃を払い落とした神像へ、簡単な祈りを捧げた。

「随分……随分古い時代に作られた場所のようです。この地を訪れた時、この祠の古い言い伝えは伺いました。王都リヨンがまだ小さな漁村だった頃より灯台として守られてきた祠だと。その時は、この祠に祀まつられている神は、海の神と思っていましたが……。どうやらここは破壊神ノアレを祀ったもののようです。この地には、遙か昔から破壊神が祀られていたのでしょうね」

「じゃあ、サラがここに住んでいたのはそれを知っていたから？」

「現代では破壊神を信仰している者は、ほとんどいません。エメルディア大神殿では、破壊神信仰は邪教と考えられていますから。というのも、破壊神に対する正しい知識が失われてしまったせいで、新たに信仰をしている者たちは破壊神の司る破壊にのみ、その価値を見出す者ばかりだったからです。ですが、この祠を建こん立りゆうされた方は、まだ破壊神の本質である破壊からの再生のことをよく知る者だったようです。と言っても、先程言いましたように、随分昔のようですが。もしかしたら、古代レントハイム王国の時代よりも古いかもしれません」

　古代レントハイム王国とは、アルファーナ大陸全土を支配し五百年前に滅びた超大国の名前だ。

　今も世界各地に遺跡を残すその国は、様々な強力な魔道具を作り出し、千年以上にも及ぶ長い歴史を刻んだとされる。

　その古代レントハイム王国の時代よりも前となると、この祠は数千年前に建立された、貴重な遺跡でもあるということだ。

　レントハイム王国が生まれる前、このあたりがどうなっていたのか、記録は残されていない。

　レントハイム王国が、大陸を統一する過程で、その他の文明を全て破壊し尽くしてしまったからだと言われている。

　書物に限らず建物なども、一切合財全てだ。

　そのため、レントハイム王国時代より古い時代のものと言うと、現代に生きる者たちにとっては神話の時代のものも同然ということになる。

「確かに。この階段も随分と古いものに見える」

　階段の石をハルバードの石突で叩いてミトが言うと、その横で石壁を触っていたレティシアも頷いた。

「サラが完成させたコンラートの遺産。そしてレントハイムより古い時代の遺跡。何があるのかわからないけど、あのレイナードの手に渡って良さそうなモノではないことは確かね」

「急いだほうが良い気がします」

　レティシアの言葉を受けてリアラが言う。

「破壊神は創世神アナスタシアと対を成す神。その力は魔王の比ではありません。もしも破壊神が降臨でもしたなら……人の力では手に余る。たとえレティでも……」

「明かりを調達しよう」

　焦りの色を濃くするリアラの言葉に、ウィンは階段の奥を覗き込んで言う。

「風も感じられるから、悪い空気が溜まっている様子はない。火を灯しても大丈夫なはずだ」

「ここに丁度よい燭台がある。蠟燭もまだ使えるようじゃ。失敬させてもらおう」

　ミトが燭台の一つをウィンに渡した。燃料となる蠟燭は、祭壇の隅に残されていたらしい。

　油紙のような物に包まれていた蠟燭は、サラが使っていたものなのか。まだ十分に使えるもののようだった。

「魔法の《明かり》でも良いが、用心に越したことは無いからのぉ」

　燭台に火を灯しておけば、悪い空気が溜まっているところへ行ったとき炎が消える。

　ウィンは小さく呪文を唱えると、蠟燭に火を灯す。

　常人より遙かに少ない量しか魔力を持たないウィンだが、指先に小さな炎を灯す程度のことはできる。

　次いで、レティシアとリアラがそれぞれ燭台に、魔法の《明かり》を灯した。

「あの……私はどうしましょう？」

　地下室に入る準備をするウィンたちに、祠の入口から覗き込んでいたセリが遠慮がちに尋ねる。

「セリさんは危険だから、戻っていたほうが──」

「いえ、それよりもセリさんにはお願いがございます」

　ウィンの言葉を遮ったリアラが、セリへと話しかけた。

「先程の竜を見て思いました。あの魔導師はこれから何をするかわかりません。竜のブレスは神殿の者たちだけでなく、麓の町やリヨンでも見えたことでしょう。セリさんには神殿の者たちに、いま起きていることを説明してもらい、それから麓の町の人々と共にリヨンへ避難してもらえたらと思います」

　レティシアが放った光球のこともある。

　確かに事情がわからない麓の町やリヨンでは、大きな騒動が起きているかも知れなかった。

「このことをラウルへ伝えられるといいんだけど……」

　レティシアが思案顔で言う。

　ただ、ラウルとセリに面識はない。

　セリが王太子のラウルに会うことは難しい。

「麓の町にも役人の方がいます。その方に神殿の者が私とレティからの伝言だと伝えれば、ラウルにも伝わると思います」

『ならば、俺はセリに付き合おう』

　そう言うと、リーズベルトが腰の鞘へと納めた剣を持ち上げた。

『あの魔導師が里を滅ぼした魔族の召喚主だというのなら、私にとって奴は皆の敵なのだが……先程の、竜との戦いの際に魔法を撃ち込んできた存在が気になる。それに奴の連れていた集団の生き残りもいるかもしれんしな』

　リーズベルトの言葉にウィンは頷いた。

　魔法も使えて実戦経験も豊富な彼が一緒なら、安心できる。

「お、俺は……」

　残る一人、アベルは、ウィンたちとセリとリーズベルトを交互に見比べていた。

「俺は……俺は、正直いま何が起きているのかよくわかっていない」

　一同に見つめられて、しどろもどろになりながらもアベルは言う。

「冒険者として古い時代の遺跡というものにも興味がある。だけど、俺はセリさんとリーズベルトさんの護衛として雇われた冒険者なんだ。本当はセリさんたちを護衛するのが筋だと思う。だけど……」

　言うべきか言わざるべきか、ウィンの目にはアベルが迷っているように見えた。

「アベル。何か意見があるなら遠慮なく言えよ。君があれからどんな冒険をしてきたのか知らないけど、俺はアベルがトルク村で起きた惨劇を乗り越えた冒険者だと知っている」

　トルク村での惨劇は、両親と親しい者たち全てを失ったセリ、そしてリッグスという随分世話になった恩人を失ったウィンとレティシアにとっても忌まわしい事件だ。

　ペテルシア王国の騎士団が盗賊団に変装し、セリの故郷であるトルク村を襲撃した事件。

　ただの盗賊団だと思い、その壊滅のために出かけたリッグスをリーダーとした冒険者たちの一団は、全滅の道を辿った。アベルはその際、帝都シムルグに危急を伝えるべく、リッグスから伝令役を任されたため生き延びることができたのだ。

　あの時、トルク村でペテルシア騎士団を迎撃することを決めたリッグスたちは、自らの命を賭として村の人々が逃げられるだけの時を稼ごうとした。

　そのリッグスたちの覚悟の程を間近で見、そして全滅という最悪の事態を経験したアベルの意見は無視できない。ウィンはそう思う。

　ウィンに背中を押されても、アベルは自信が無さそうに口を開いた。

「俺は、俺にはお調子者の一面があることはわかっているんだ。親父やお袋、兄貴にもよく言われているから。だから、これは間違っているかもしれない。ただ、遺跡があるから潜りたい。大きな事件があるから首を突っ込んでみたい。どんどん俺よりも先に行くウィンに対する対抗心だってある。そういった不純な動機が根底にあるのかもしれない。だけど……だけども、俺はあの魔導師が何を企んでいるのか、俺も事の顚てん末まつを見ておいたほうがいいんじゃないかと思った」

　アベルはそう言うと、一同の顔を見回した。

「あの魔導師が何を企んでいるのかさっぱりわかんないけど、リアラ様、それに帝国の騎士になったウィンが関係していることから、きっと何か大きな事件が動いているんだと思う。それに、なんとなくこれだけで事態が終わらないような気もしている。俺とリーズベルトさん、セリさん。俺たちはエルナーサに、ティアラ様に会いに行く。その時に、いま起きていることを実際に目で見て伝えられる人間がいたほうがいい。俺はそう思った……んだけど……」

　最後の方は消え入りそうな声になっていた。

　アベル自身が口にしたように、英雄願望、そしてウィンへの対抗心も入り混じっているのだろう。それが自分でもよく理解できていて、自分の意見が正しいのか不安なのだ。

「レティちゃんの力は見た。悔しいけどウィンの剣の腕だって、俺よりも遙かに上だ。ミトさんも。だから足手まといになることはわかっている。だけど、もし俺の言うことにも一理あるなら、俺も奴を追う手伝いをさせて欲しい」

　ウィンはレティシアとリアラを見た。

「そうですね……。確かにティアラに事情を詳しく説明できる者も必要かもしれませんけど……」

「お兄ちゃんはどう思う？」

　ウィンたちの任務は一部の者にしか知らされていない、機密扱いの重要任務だ。

　コンラート・ハイゼンベルクの遺産は、それだけ危険性が高いのだ。

　そこに一介の冒険者であるアベルを絡ませて良いものなのか。

　しかし、リアラが認めた通り、『大賢者』ティアラの力を借りるような事態に陥った場合、彼女に正確な情報を届けられる人物がいると助かるのは確かなのだ。

「アベル。俺たちの関わっている事件は、帝国と王国にとって機密扱いにされていることなんだ。それに、さっきの竜を見ただろ？　相手の魔導師はあんなものを召喚できる力量だ。帝都シムルグでは騎士も含めた大勢の人々を殺している危険な相手だ」

　命の保証ができない危険が待ち受けている。その事をアベルが本当に覚悟しているなら、ウィンは彼の同行を許そう。そう思って口にしたのだが──。

「ウィン。お前、俺をバカにしているのか？」

　アベルはウィンに対して、怒りの声を上げた。

「俺は冒険者だ。冒険者として、仕事の上で知り得た情報を公開したりはしない。それに、命を落とす危険があることは承知の上だ。死にたくはないけどな。でも危険なのはウィンもレティちゃんも一緒だろ？　俺だけがいつまでも逃げるようなことはしたくない」

「そうか。なら、アベル。君の力も貸してくれ。これから奴を追う。奴がコンラートの遺産をどうするのかわからないけど、見たことをそのままティアラ様に伝えて欲しい」

「ああ、任せろ」

「どうやら話は決まったようじゃな」

　アベルがウィンの言葉に強く頷いたのを見て、ミトはアベルにも魔法の《明かり》が灯された燭台を渡した。

「お前さんの分じゃ」

「あ、ああ」

　燭台をしっかりと握りしめるアベル。受け取った燭台が、まるで大切な宝物か何かであるように、神妙な顔つきをしている。

　アベルはトルク村が襲撃された時、リーダーのリッグスから帝都シムルグへ伝令役を任された。

　戦闘訓練を施された、重武装の騎士団。その上、数倍以上の戦力差。

　村人たちが逃げるための時を稼ごうとする冒険者たちに勝ち目は無かった。

　待ち受けるのは避けることのできない死。

　アベルに与えられた伝令の役目は、まだ若い未熟な冒険者であるアベルを逃がすため。

　その時、アベルは逃げることを良しとせず、リッグスに食って掛かった。自分も村に残り、戦うと。

　そのアベルの発言を、リッグスはただの幼さと未熟さから出た英雄願望に過ぎないと看破して叱責し、アベルが村で戦うことを許さなかった。

　しかし、今回は違う。

　アベルは自分なりに戦う理由を見つけ、それがウィンたちにも認められた。

　認めたくはないが、子どもの頃から周囲の大人の冒険者たちからも一目置かれていた、あのウィンにである。

　悔しくないと言えば噓になる。だが、それ以上にアベルの中で、ウィンから一人の冒険者として認められたことは、嬉しかった。
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「ここが、破壊神ノアレを祀った古い遺跡だとすれば、何らかの仕掛けが残されているかもしれません。祠に張られていたサラの結界を破った男は、恐らく破壊神ノアレを信仰していた者でしょう。だからこそ、レイナードは結界を解除して中へ入ることができたんだと思います」

　ウィン、レティシア、リアラ、ミト、アベルの五人は、それぞれが明かりを灯した燭台を持って緩やかに湾曲した階段を進んでいた。

　夜目が利き、僅かな明かりで暗がりを遠くまで見通せるミトが先頭に立ち、ウィン、レティシア、リアラ、そして最後尾をアベルが下りて来る。この中で最も戦闘力の高いレティシアよりウィンが前に立っているのは、唯一火を灯した燭台を持っているからだ。

　悪い空気が溜まっている場所があれば、すぐにわかるということもあるし、炎の揺らぎは空気の流れも教えてくれる。

　風が海から水分を運んでいるからか、石でできた階段は濡れて、苔むしていた。そのため、非常に滑りやすく、一同の足取りは慎重なものになっていた。

「そういえば、リアラ様にお伺いしたいことがあったのですが」

　ウィンは後ろを下りてくるリアラへと問いかけた。

「ティアラ様の結界の解除と、祠に掛けられた錠の解錠はリアラ様がなさると伺っていましたが……」

「はい」

「サラが張った結界は、どうするつもりだったのですか？」

　話の通りなら、祠には頑丈な錠前以外にも、サラが破壊神の力を引き出して張った結界があったはずだ。そしてその結界は、リアラですら解除できなかったと言う。なら、レイナードによって結界を解除されていなければ、ウィンたちが調査に入ることすらもできなかったのではないだろうか。

「レティがいますからね」

　と、リアラの返答。

「レティ」

「ええ」

　足を滑らせないよう注意を払いつつ、ウィンは後ろにいるリアラを振り返る。

　リアラはウィンの後ろを歩くレティシアの次に降りてきている。

　小柄なレティシアの頭の上から、リアラはニッコリとウィンに微笑んでみせた。

「レティが本気になって魔法を使えば、いくらサラが破壊神の力を使って張った結界でも破ることができたと思いますから。それに、もしレティでも結界を破れないようなら、それはもう人の力ではどうしようもないということ。それならそれで、コンラートの遺産は誰の手も届かないものとなったでしょう」

「なるほど」

　ウィンは足を止めると、まじまじとレティシアの顔を見つめた。

「何？」

「レティがサラを倒した時、ここの結界を破って中を確認しようと思わなかったのかなって思った」

「ああ」

　レティシアはウィンにそう言われて、少し考えこむような仕草をした。

「中を確かめようかなとも思ったけど……多分、コンラートの遺した魔法が眠っているだろうし、下手に解放してしまって盗まれでもしたらって考えて、そのままにしておこうと思ったのよ。ラウルが管理すると言ったし。あの時は、『背教者』の残党もまだまだいっぱいいたしね」

「どうやら、階段のほうは終わりらしいぞ」

　ウィンが足を止めていたので、少し離れてしまったミトの声が下のほうから聞こえてきた。

　急ぎながらも慎重に下りて行くと、ミトは階段が終わった先で止まって、後の者が追いついてくるのを待っていた。

「海底洞窟じゃな」

　明かりに照らされたそこは、大きな洞窟だった。

　横幅はかなり広い。

　目測でおよそ七、八メートル、広いところだと十メートルを超えるところもある。

　そして岩壁に沿って二メートルくらいの幅の道があった。

「風が吹いていたから、外に繫がる入口があるかと思ってたんだけど、岩の隙間から流れ込んでいたのか」

　地形から断崖の海に面していると思われる場所に、幾つもの巨大な岩を積んだような壁があった。その隙間から風が吹き込んでいるらしい。海水もそこから侵入しているらしく、波の動きに合わせて水面が上下している。

「海には潮の満ち引きと呼ばれるものがあると聞く。潮が満ちる時は、水が高い位置にまで来ると。潮が満ちてこの洞窟が水没したりせんじゃろうな？」

「いえ、それは大丈夫でしょう」

　ミトの指摘に、リアラは足元を確かめつつ道の端に近づき、三十センチ下の岩壁を指し示す。

「潮間帯の上部がこの位置にありますから、少なくともこの洞窟が水没するほど海面が上がることはないと思います」

「潮間帯？」

　聞き慣れない言葉にウィンは首を傾げた。

「海の水が上下する時、陸地になったり水没したりする場所のことですよ」

「ウィン。足跡は奥に続いてるみたいだぞ」

　リアラと並んで海を覗き込んでいたウィンをアベルが呼んだ。

「まだ新しいね」

「足跡は二人分。レイナードともう一人の男のものと考えて間違いないじゃろうな」

　レティシアと共にしゃがみ込んで足跡を調べていたミトが立ち上がった。

「天井も高い。元は自然の洞窟があったところを、岩で入口を塞ふさぎ、岬の上から階段を掘って降りられるようにしたんじゃろうなぁ」

　なぜ岬の上からこの洞窟にまで降りるための階段が作られたのか。それも祠で隠すようにしてまで。疑問は深まるばかりだったが、ウィンたちは洞窟の更なる奥へと進むのだった。




　洞窟の中の道は緩やかに下っているようだった。

「海底に続いているみたいね」

「深いな。どこまで下りていくんだろう」

　レティシアの言葉に、ウィンは右手の壁に手を当てて言った。

　階段を下りた先に続いていた洞窟は、左側に岩壁が続き、右側は海の水が流れ込んでいた。しかし、進んで行くうちに海水は徐々に無くなっていき、ついには右側も岩壁となった。

　その頃から徐々に洞窟内の道が下へと傾斜してきたのである。

　ウィンの方向感覚が正しければ、ウィンたちはすでに海の底を歩いているはずだった。

「む……階段じゃ」

　その時、先頭を歩いていたミトが、燭台の明かりをかざして言った。

　自然にできた洞窟だと思っていたら、突然出てきた人工物。

　その階段も岬の上から下りてきた階段と同様、緩やかに湾曲していて奥が見えない。

「石幅が狭い。足元に気をつけてくれ」

「魔法の研究施設は、外に被害を及ばさないよう地下深くに作られることが多いけど、こんな海の底にまで潜るような研究施設……。一体どんな魔法を研究していたのかしら」

　レティシアが小さな声で呟いた。

「そうか。コンラートの遺産を研究するために作られた場所というわけじゃないからな」

「うん。リアラの話だと、神話時代の遺跡らしいからね。だとすると、その時代でこれだけの施設を作る必要があった」

「じゃあ、場合によってはコンラートの遺産よりも、もっと危険なモノがあるかもしれないってこと？」

「お宝もあるかもしれないけどな！」

　ウィンとレティシアの会話に割って入ったのはアベルだ。

「だって、手付かずの遺跡だったわけだろ？　そういう所には決まってお宝があるもんだ」

「はっはっは、違いない」

　アベルの言葉にミトが笑う。

　長い時間、暗闇と狭い洞窟内を進み張り詰めていた空気が、アベルの一言で緩んだように感じられた。

「手付かずというか、サラはここのことを知っていたでしょうし、もしかしたらコンラートもここを訪れたかもしれないわよ？」

「ああ、そうか……」

　レティシアの指摘に、アベルがさも残念そうに言う。

「でも、あの二人なら財宝なんて興味無さそうだし、もしかしたら残っているかもしれないけどね」

「宝があるかどうかはともかくとして、どうやらとんでもないものは見れそうじゃぞ」

　笑いを収めたミトが、一同に前を見るように促した。

　ドワーフ程、夜目の利かないウィンたちにそれが見えたのは、ミトの言葉を聞いてから十メートル程進んだ時だった。

「何だここは……」

　ウィンは無意識のうちに、そう口にしていた。

　巨大な柱が無数に立つ、広大な空間が広がっていたのだ。

　柱の一つ一つが、ウィンたち五人が手を繫いで輪を作っても囲み切れない太さ。

　天井も高い。

　そして規則正しい間隔を空けて、連なるように立っていたのだ。

「危険はないみたいね」

　レティシアが少し先へと進んで言う。

「この柱、鍾乳洞にある石せき筍じゆんではないようじゃ。何者かの手によるもののようじゃが……この規模の空間を作り、その天井を支える柱を作るとなると、ワッシらドワーフでも作れるかどうか……」

「こちらを見て下さい」

　柱を調べるミトのそばにいたウィンとレティシアに、リアラが声をかけた。

　リアラはアベルに明かりを掲げてもらって、階段から出てすぐのところの別の柱を調べていたようだ。

　そこには柱一面に壁画が描かれていた。

「これは創世神話のようです。この女性はおそらく女神アナスタシア様。この木は世界樹で、竜は竜王フィアンドかしら？　下に刻まれている文字が、多分壁画に描かれている場面についての説明なのだと思うのですけど……」

　明かりで照らしてみると、確かに文字らしきものが刻まれていた。

「ウィン、読めるか？」

「いや、俺が習った文字にこんな文字はなかったよ」

「私も見たことがないよ」

「ワッシも知らん文字じゃな」

　文字を見るために屈み込んでいたリアラが、立ち上がって背筋を伸ばすと、壁画を目を細めて見つめた。

「この文字は随分古い文字のようです。恐らくはレントハイム時代よりも前に使われていた、神じん代だい文字。私たちの時代では失われた文字でしょうね」

　リアラの顔には少し悔しげな表情が浮かんでいた。

　創世神アナスタシアを祀る教会の総本山、エメルディア大神殿。

　その大神殿ですら、古いにしえのレントハイム王国によって完全に支配された時代が存在した。

　王国の始祖が、神より地上全てを支配せよと告げられたと主張するレントハイム王家は、王朝にとって都合の悪い神話や伝説を記した書物は、全て焼き尽くしたと伝えられる。

　それでも口く伝でんで神官たちは神話を語り継いで来たのだが、千年という時を、口伝だけで歪めずに正確に伝え続けるのは無理があった。

　その後、レントハイム王国が滅亡し、エメルディア大神殿が復権した際、そうした口伝をかき集めて再さい編へん纂さんしたものが、現在広く普及している神話だった。

「ここに書かれている壁画と文字を解析できれば、失われた神話を蘇らせることができるかもしれません。それだけじゃない。新たなる魔法すら作ることができるかも……」

　ただ、それだけにこの場所を公開することには慎重でなければならない。

　現在、一般的に信じられている神話が覆されるような情報、魔王が滅びたばかりの世界に、人々の信仰を揺るがすような話が出てきては、再び無用な混乱を招きかねない。

　そして新たなる魔法が創造される危険もあった。

　魔法の系統の一つに召喚魔法がある。

　魔力、もしくは代償を用いることで、神や精霊、強力な魔族から力を引き出す、もしくはその存在を喚び出す魔法だ。

　別の柱には、エメルディア大神殿で高位の神官位を持つリアラですら知らない神々の絵も描かれていた。

　それらの神がどのような力を持つかわからない。

　壁画とそこに記された文字を解析することで、人々の間から忘れ去られた厄神が召喚され、蘇る可能性もあった。

「事が終わったら、ラウルに国で管理してもらいましょうか？」

「うーん……どうだろう」

　リアラの提案に、レティシアは顎を引いて考えこんだ。

　ラウルは信用できる。

　レティシアとリアラが考えるように、ラウルもここの危険性をすぐに理解してくれるだろう。そして直ちにこの場所を厳重に封印してしまうに違いない。

　だが、ラウル個人は信用できたとしても、その後はどうなるだろうか。

　ラウルが生きている間は問題ない。

　しかし、ラウルの死後、この国を継いだ者が、ここに眠っているかもしれない大いなる力、その誘惑に負けずにいられるだろうか。

「私とティアラで結界を張ってもいいけど……」

　レティシアがリアラへ窺うように言う。ただ、この貴重な資料を公開もせず、封印しても良いものか。

「ティアラに相談してみましょう」

『大賢者』と呼ばれる彼女だ。何かいい案を思いついてくれるかもしれない。

　リアラの言葉にレティシアは頷いた。

「ふむ……ところで、どうやらレイナードとやらに追いついたようじゃぞ」

　ミトの言葉に、壁画を見ながら歩いていた一同は、ミトの視線を追った。

　そこには柱の陰から見える光。

　今この場所は海底の更なる下。深き地底だ。

　そんな場所で見える光となれば、ウィンたちが持つ明かりを別にすれば、答えは一つしかない。

「ちっちっち、やあ、ようやく追いついたのかい？」

　光が差していた場所は、この広大な空間の丁度中心に位置するらしい。

　柱に囲まれて、床が一段円状に高くなっている場所がある。

　その中心にレイナード、そして、その横に蹲うずくまるようにして座り、祈りを捧げている男の姿。

「ちちっ、破壊神ノアレの祭壇にようこそ」

　ウィンたちが追いついてきたことに気づいたレイナードは、大仰な態度で一礼をしてみせた。

「何なんだ、ここは？」

　剣を抜いて身構えたウィンが問とい質ただす。

「ちちっ、今言った通り、ここは破壊神ノアレの祭壇。神域と呼ばれる場所だよ」

「神域……ですって？」

　その言葉に、驚きの声を上げたのはリアラだった。

「まさか……こんなところに、そんな」

「そうだよ、ここは破壊神の神域。ちっちっち、ようこそ勇者とその仲間たちよ。この場所こそが、コンラート・ハイゼンベルクが魔法を編み出し、サラ・フェルールが完成させようとした破壊神を召喚するための祭壇だ」




　神域。

　創世の時代、神、精霊、竜といった高位存在が降臨した場所のことだ。

　神は世界各地にある神域と呼ばれる場所に降臨すると、世界を作っていったとされる。

　その代表的な神域が、創世神アナスタシアが降臨した聖地エメルディア台地。教会の総本山、エメルディア大神殿が建立されている場所だ。

　そして世界樹が根を張るエルフの都エルナーサ。

　竜王フィアンドが住まう地、東方にある竜爪峡谷。

　そして、セイン王国にあった魔王が眠っていた地、霊峰レブナス。

「魔王の眠っていた霊峰レブナスを神域と呼ぶのが正しいのかわかりませんが、レブナスは世界樹のある都エルナーサと対を成す場所とされています」

「え？　でもそうすると魔王と対を成すのは世界樹となるのでは？　魔王と対を成すのは勇者であるレティではないのですか？」

「勇者と魔王の関係がどのようなものなのか、それは私たちでもわかりません。ですが、レティの持つ武器、聖霊剣は世界樹の化身から与えられたものです。勇者とは世界樹の力を宿す聖霊剣を扱える者のことなのかもしれませんね」

　ウィンが上げた驚きの声に、神域について説明していたリアラがそう答えた。

「お兄ちゃん。魔族と対を成す存在が精霊であるって話、聞いたことがない？」

「あ、ああ、そういえば魔法の授業の時に聞いたことがあるな」

　世界樹から生まれた精霊たちは、大気中を漂い、様々な現象を生み出す。この意思ある力の存在に魔力を対価として与え、術者の意思を具現化させる魔法が、創造魔法と呼ばれる魔法だ。

　世界を創造する際にも、アナスタシアは精霊たちを用いて、様々な物質を創造したと伝えられている。

　その精霊が生まれた際に、対となって生まれてきたのが魔族なのだ。

「ここもそういったところなのか……」

「ちちっ、そう。この場所は破壊神ノアレの神域。神の力が強く存在することで、非常に不安定となった場所だ。ここでなら、この僕にも破壊神を喚び出すことができる。さあ、讃えたまえ！　いまこそ、コンラート・ハイゼンベルクが魔王を倒すために編み出した魔法が完成する時だ！」

　空間内にある全ての柱が極光色に明滅する。

　壁画から絵が浮かび上がり、刻み込まれた文字が黄金色に輝き始める。

　そして──。

　レイナードの立つ段上から吹き付ける暴風。

　まるで竜巻のように大気は唸りを上げて荒れ狂い、柱と柱の間を轟音と共に雷が奔はしる。

「ぐう……」

　ウィンはその場で身体を丸めると、両手で頭を庇かばう。

　吹き荒れる暴風と奔る雷は、更に激しさを増し、ウィンは知らず知らずのうちに一歩後ろへと下がった。

　風によって身体が持ち上がりそうになる。

　何とか踏ん張って耐えていたが、後方へと吹き飛ばされるのは時間の問題のように思われた。

　その時。

　不意にふわりとした暖かさを全身に感じたかと思うと、急に風の影響が消えた。

「え？」

　目を開いてみると、相変わらず激しい雷によって眩しさを感じるものの、ウィンたちがいる場所とレイナードのいる祭壇との間に、薄い白光を放つ膜が生まれている。

　ウィンたちの前に立ちはだかるようにして、リアラが手をかざして立っていた。

「た、助かった……」

　アベルの安堵したような声。

　リアラが防御結界を張って、突風と雷の乱舞を防いでいるのだ。

「いいぞ、リアラ・セイン。偉大なる魔導師が対魔王用に編み出した究極の魔法、その完成を見る前に、降臨に際しての余波で死んでしまってはつまらないからね」

　だが──。

「違います！」

　そう強く叫んだのはリアラ。

「あなたの望みは、コンラート・ハイゼンベルクが編み出した魔法を手に入れ、そして再現したい。魔王をも滅ぼすだけの力があることを証明したい。そうなのですね」

「ああ、そうだよ」

「あなたが現在使っている魔法、これはコンラート・ハイゼンベルクが魔王を滅ぼすために編み出した魔法ではありません。これは、コンラートの魔法とは違う！　サラ・フェルールによって編み直された、世界を滅ぼすための魔法なのです！」
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　それは、魔王が降臨する瞬間に居合わせたゆえに、思い付いたことなのかもしれない。

　セイン王国宮廷魔導師コンラート・ハイゼンベルクは、左腕と左脚を失いながらも、敬愛する己の主、セイン王国の英雄王メルヴィック四世が、人ならざる存在へと変容していく姿を見つめ続けていた。

　そして気付いたのだ。

　魔王は、メルヴィック四世という稀代の英雄の肉体を器として、この世界に降臨した。

　この現象は、より上位の存在から力を引き出す、もしくはその存在そのものを降臨させる召喚魔法と原理は同じなのだと。

　それならば、魔王と同じだけの力を持った存在を、人の肉体を器として召喚すれば、魔王に対抗できるだけの力を持った存在として創りだすことができるのではないか。

　神霊と呼ばれる上位存在を召喚することは、コンラートの魔力と才能があれば容易なことだった。しかし、実際に召喚した神霊を人の肉体を器として中に降ろし、地上に繫ぎ止める魔法の開発には、幾度もの試行錯誤が必要だった。

　初めはコンラートの意思に賛同した者たちが、実験に志願してくれた。

　彼らはセイン王国の元民。

　魔王が降臨したあの日、運良く国外に出ていて難を逃れた者たちだった。

　彼らの協力を得てコンラートは神霊の召喚を決行。

　だが──。

　結果は惨憺たるものだった。

　神霊という存在が持つ膨大な力に、人の肉体は耐えられなかった。

　人格が崩壊して廃人同様になる者。あるいは、意識を残せたものの、多くの記憶が破壊されてしまい、日常生活を送ることすら困難になる者。

　しかし、これらの結果から、魔王が人という器の中に降臨したように、神霊も人を器として降臨させることができるという仮説が正しかったことをコンラートは確信した。

　その後も失敗の連続だったが、コンラートは実験を繰り返した。

　実験への志願者がいなくなってからは、ある日突然姿を消しても不審に思われない難民を拐かどわかし、実験と検証を行った。

　その結果コンラートは、魔王を倒すという目的に向かって、また一つ先へと進むことができた。

　それは、強い魔力を持つ者ほど、より強力な神霊を降ろしても、その肉体と意識が耐えることが可能だということだ。

　簡単なものであっても魔法が使える者が器となれば、そうでない者よりも記憶こそ大量に失うものの、意識は残ることが多かったのだ。

　コンラートは考えた。

　魔力は魔法の源。

　魔力を精霊に対価として捧げることで、人は世界に干渉し様々な現象を具現化させる。

　その魔力を糧かてとするならば、精霊そして精霊より上位とされる神霊は、より純粋な魔力に近い存在なのではないか。つまり、普段からその身に強い魔力を内包している者は、その肉体も意識もまた、魔力に対して強い耐性を持つことになる。

　そうであれば、魔力が強い者であるほど、より強力な精霊や神霊を肉体に降ろしても耐えることができるのではないか？

　実際、魔力を多く持っている者は、同時に魔法への耐性が高いことが事実として知られていた。

　魔力を己や他者、物体に付与する《付与魔法》は、術者本人に使用した場合は完全に魔法効果を発揮するのに対し、他者に魔法を付与しようとすると、その効果がかなり減衰してしまう。これは魔法をかけられた対象者が無意識のうちに抵抗、そしてその身に持つ魔力が他者の魔力に対して抵抗してしまうからだ。

　そこでコンラートは、まず器となる肉体が魔力に抵抗しないように殺害し、魔力の根源とされる心臓を抜き取った。すると予想通り、安定して神霊を降ろすことができるようになった。

　しかし、降ろせる神霊の強さは、降霊された人間が持つ魔力の大きさに委ねられてしまう。

　魔王を倒せる程の神霊を降霊させるためには、より大きな魔力を持つ人間を器とする必要があった。

　だが、それほどの器を持つ者は、コンラートが知る限り、己自身の他にはいなかったのだ。

　コンラートは、今さら自身の命と身体がどうなろうと構わなかった。

　ただ、コンラートの肉体は確かに強大な魔力を持つゆえに、その抵抗も限りなく強い。当然、死を受け入れてから自らの心臓を抜き取る必要があった。

　しかし、己が死ねば神霊を降ろす魔法を行使する者がいなくなる。

　そこで、召喚魔法を応用することで、コンラート自身の魂を別の人間の中へと入れることにした。

　別人に自らの意識を移すことで、魔法の儀式を行う。

　そして己の肉体に降臨させた神霊に命令し、魔王を倒す。

　そのためには、コンラートの魂を容れられる器も見つける必要がある。

　魔王を倒せる程の強大な神霊を受け入れられる、コンラートの意識を受け入れられる肉体。その肉体もまた、強大な魔力に耐えられなければならない。

　いたちごっこである。

　だが、コンラートは自らが神聖不可侵な存在としていた者を犠牲にすることで、そのいたちごっこを解決した。

　その神聖不可侵な存在こそ、メルヴィック四世の血統──リアラ・セインだった。

　リアラの魔力はコンラートには及ばないものの、その治癒魔法は奇跡の域に達するとまで言われていた。自身が受けた傷ならば、即死でもない限り、常人には致命傷であってもリアラは快癒してしまう。

　そのリアラならば、異質な神霊の魂ではなく、人間であるコンラートの魂であれば受け入れられる可能性が高い。

　強力な回復効果を持つ魔法陣と自己治癒魔法を使わせた上で心臓を抜き取り、コンラートの意識を移す。

　神聖不可侵だった存在に手を掛けることを決意したコンラートは、エメルディア大神殿からリヨン王国に使者として向かっていたリアラを誘拐。手に掛けようとしたところで、レティシアによって阻まれた。

　そしてコンラートは知るのだ。

　己の編み出した禁忌とも言うべき魔法に頼らずとも、魔王に伍する力を秘めた勇者という存在を──。




「その魔法を完成させるまでに、コンラートは多くの命を犠牲としました。そのことは決して許されることではありませんが、コンラートの魔法はあくまでも魔王を倒すために編み出されたもの。魔王を倒すために、自身の意思でその力を制御できるように考えられていました。人の意識は神の意識に耐えられない。だからこそ、コンラートは私の肉体に自らを降ろそうとしたのです。あの稀代の魔導師ですらそこまでする程の力、あなたに制御できるとは思えません！」

「ちっ……その通りだよ。リアラ・セイン。君に言われずとも、僕もそのくらいのことはわかっている。あの偉大な魔導師の遺した遺産を、僕はずっと追いかけてきたんだ。そして僕の肉体では君が言うとおり、破壊神を受け入れるには器が足りない……」

　リアラに力不足と言われたレイナードは、その指摘に気分を害する様子も見せず、どこか余裕すら窺える笑みを浮かべてみせる。

「ちっ、だがその問題も解決済みだ、リアラ・セイン。君の言ったとおりだよ。これから僕が行うのは、コンラート・ハイゼンベルクの魔法じゃない。その魔法を応用させた、サラ・フェルールの魔法だ」

　そう言って取り出されたのは小さな瓶。

「ククク……ずっとこの時のために、用意してあったものだ」

　そう呟くと、レイナードは瓶の中身を一気に呷あおった。

「っぉぉ…………」

　そして胸元を押さえると、レイナードは呻うめき声ごえを上げてその場にうずくまった。

「ぬ!?　毒を呷ったか？」

「ちっ……毒で……は……ない……」

　レイナードが苦悶の表情を浮かべているのを見て呟いたミトに、レイナードは掠れた声で否定した。

「いや……毒ではあるか……ぐっ……」

　レイナードの口から、血が吐き出される。

「っ……ぁ……」

　そしてそのまま突っ伏すようにして床に倒れ込んだ。

「これはいったい……」

　ウィンもレティシアも、その場にいた全ての者が戸惑うように床に倒れ伏すレイナードを見つめる。

　床に倒れたレイナードの身体は、ビクンビクンと大きく痙けい攣れんを繰り返していた。その様子は毒を飲んで断末魔の痙攣を起こしているようにしか見えない。

　レイナードの痙攣は徐々に小さくなり、やがてピクリとも動かなくなったその時──。




「みんな、下がって！」

　鋭いレティシアの叫び。

　レティシアは右手に光球を生み出すと、動かなくなったレイナードに向けて射出する。

　それを見て、ウィンたちは慌てて後方に大きく飛び退る。そして、次に訪れるはずの爆発に伴う光と熱、突風に備えようと顔を手で庇おうとして、信じられない光景を目にした。

　レティシアの放った光球が、レイナードに直撃する瞬間、爆音を上げることもなく、空間に溶けるように消失した。

「お兄ちゃん、あの人に物凄い力が集まってきているよ」

　光球がかき消されたことに唇を嚙み締めたレティシアが、ウィンに言う。

「ああ……魔力を感じられない俺でも、分かるような気がする」

　ウィンはゴクリと唾を吞み込んで答えた。

　喉がひりつくように乾いている。

　身動き一つしないレイナードから、得体の知れない強烈な圧迫感を感じていた。

　空間を吹き荒れる暴風は、激しさを増し、大気の摩擦で派生した激しい雷は、リアラの張る結界にぶつかって激しく閃光を奔らせた。

　そして──。

「ククク……」

　雷鳴のような音が轟く合間に、小さな含み笑いが聞こえた。

　声の主はレイナード。

　ゆっくりとその場に立ち上がる。

　レイナードの顔の半分を隠していたフードが弾かれたように風で飛ばされる。

「!?」

　ウィンたちはその顔を見て息を吞む。

　フードの下から現れたのは、若い青年の顔だった。

「力がどんどん僕の中に入ってくるのがわかる……。素晴らしい……これが神の力か……」

　手にした力の大きさに、恍惚とした表情を浮かべるレイナード。

「そんな……コンラート・ハイゼンベルクですら制御できなかった力を……どうして」

　リアラの呆然とした呟きに、レイナードは薄く笑みを浮かべて彼女を見た。

「さっきも言ったじゃないか。これこそ『背教者』サラ・フェルールが、コンラート・ハイゼンベルクから研究を盗み出し、独自に改良した魔法。魔力の増幅と抑制を同時に行う邪法だ」




　サラ・フェルールは、生前に『聖人』の称号を付与された偉大なる人物だが、その魔力は決して大きなものではない。

　元々は、セイン王国に仕えていた普通の侍女だった。後に『勇者』レティシアの旅に同行し、サラに続いて『聖人』の称号を授けられた『聖女』リアラとは違って、奇跡と呼べるほどの癒しの魔法も使えなかった。

　サラが『聖人』に列せられたのは、人々を救い続けたその功績ゆえだった。

　もっともその裏の顔は、『背教者』と呼ばれる邪教の信奉者。

　サラ・フェルールの目的は、破壊神を召喚して一度世界を魔王もろとも破壊し、その後に新たなる世界を築きあげること。

　そのためにサラは、命の恩人であり、魔法と学問に関しては師匠でもあったコンラート・ハイゼンベルクの研究を盗みだした。

　そして破壊神の力は、人の器では受け入れることができないと知ると、二つの方法を編みだしたのだ。

　一つは魔力を持つ者たちを殺し、魔力の根源とされる心臓を抜き取る。そしてその心臓を乾燥させた後に粉末にし、様々な薬品と調合することで服用者の魔力を徐々に増やす薬を開発した。そしてもう一つが、服用者の魔力を抑制するための薬。

　サラは、自身の身体を破壊神が降ろせるだけの器にするべく、彼女の表向きの『聖人』としての顔を慕って集まった信者たちの中で魔力を持つ者を選別。それから彼らを生贄として殺害し、その心臓を抜き取った。

　そして魔力を増幅させるための薬を調合して服用し、少しずつ自身の持つ魔力を増やしたのである。

　それから魔力を抑制する薬。

　強い魔力を持つ者は、他者の魔力に対する抵抗力も強くなってしまう。

　魔力を増強したサラは、破壊神をその身に降ろすために魔力を抑制するための方法が必要だったのだ。




「そうか……帝都で魔力を持つ者を次々と誘拐していたのは、魔力を集めるためか」

　ウィンはべーモンド伯爵家の娘、イザベラ嬢誘拐事件に端たんを発した、レイナードの起こした事件を思い出す。

　あの時、イザベラを始めとしたレイナードの犠牲者となった者たちは、心臓を抜き取られ、その軀は彼の忠実な下僕として操られていた。

　その件で知り合うことになったレイナードの娘モニカの兄もまた、父親であるレイナードの手に掛かり殺され、その心臓は抜き取られていたという。

　そしてロイズ小隊によって押収された、レイナードが集めていたとされる薬品群は、薬くす師しであるリーノの父の分析によって、魔力を抑制する薬品を作るための素材だった事が判明していた。

　レイナードの身体が淡い赤光に包まれている。

「あの姿って……」

　それはレティシアが勇者としての力を発現した時と同じ現象。

　黄金の淡い輝きに包まれたレティシアの姿と、よく似た姿だった。

「……なあ、主よ。一つ聞きたいんじゃが、主はそれほどの力を集めてどうしたいんじゃ？」

　結界によって雷と風が弾かれているものの、膝をつき身体を守る姿勢でいたミトが、こんな状況にも関わらず落ち着いた声でレイナードに尋ねた。

「破壊神の力か。確かに凄まじい力じゃな。だが、本来その力を以て挑むべき魔王はすでに滅び、もはやその力は世界にとって無用のモノ。過ぎたる力を手にして主は、何を望むんじゃ？」

「どうしたいかって？」

　年老いたドワーフの『剣匠』に、レイナードは嘲笑を浮かべて答えた。

「目の前に、僕の知らない知識がある。僕の知らない魔法がある。誰も見たことがない魔法がある。ならばそれを……それに手を伸ばさない道理がどこにある？　再現しない理由はどこにある？　偉大なる叡えい智ちを、人知れず時の流れに埋もれさせてしまうなんて、それが僕には許せなかった」

「何と、そんな理由で？」

「そうだ。でも、そうだね……。魔王を倒すために編み出された魔法。魔王が滅んだ今となっては、本当にこの魔法にそれほどの力があるのか、実験する必要はあるだろう。どれほどの規模で破壊を行えるのか検証する。その結果──」

　レイナードはそこで言葉を切った。

　そして口の端を上げて笑みを浮かべると、こう言い切った。

「世界が滅びようと、僕の知ったことではない」

「己の分ぶんを弁わきまえぬ力は、その身を滅ぼすぞ」

「ちちっ……別に構わないさ。僕はただ……あのコンラート・ハイゼンベルクでもサラ・フェルールでも成し得なかった魔法を、僕の手で成し遂げたいだけだ」

　ミトの言葉にレイナードは淡々と言う。

　そして、その言葉と共に放出された赤い光が、レイナードの足元で祈りを捧げ続けていた男の身体を吹き飛ばした。

「ちっ……さあ、僕が破壊神の力を手にし、魔王をも超える存在となったことを証明しようじゃないか」

　レイナードの身を包む赤い光は、更なる輝きを増している。紅玉を思わせる鮮やかな深紅。

　しかし、その輝きは美しさよりもゾッとするものを感じさせる。

　レイナードの目が爛々と黄色に輝いた。

「さあ、来い勇者よ！　僕と戦うがいい……。魔王を倒した君を倒すことで、僕は偉大なるコンラート・ハイゼンベルクを超えたことになる」

　黄金の輝きをその身に纏ったレティシアが前へと出る。

「レティ！」

「貴様らにはこいつらをくれてやろう」

　加勢しようとしたウィンとミトの目の前で、床が盛り上がるように動くと、そこから何体もの石像が姿を現した。

「ガーゴイルか！」

　それは、古代レントハイム王国の遺跡の探索を専門とする冒険者の間では有名な、守護者と呼ばれる動く石像。

　悪魔の姿を模したこの魔力で動く石像は、宙を自在に舞い、鋭い爪で敵を切り裂く。

　遺跡探索を専門としていたオールトたちから話を聞いたことはあったが、ウィンも実際に見るのは初めてだった。

「リアラ。皆の援護をしてあげて」

　剣をいつものようにブラリと下げたまま、レティシアがレイナードから目を逸らさずに言う。

「ですが、あなたの援護も」

「大丈夫、必要ないと思うから」

「わかったわ」

　レティシアの言葉にリアラは頷くと、ウィン、ミト、アベルを援護するために柱の一つに駆け寄る。

　柱を背にすることで、背後からの攻撃を防ぐためだ。

「皆さん、私の視界内から絶対にはずれないようにしてください！」

　リアラが叫んだ理由はすぐに分かった。

「うわ！」

　ガーゴイルの攻撃を剣で受けようとしたアベルだったが、その見た目以上に重い攻撃に体勢を崩したのだ。ガーゴイルの鋭い爪は、そのままアベルの肩口に迫り、切り裂かれようとした瞬間。

　ガンッ！

　固いものをぶつけあうような音がして、ガーゴイルは大きく爪を弾かれた。

　アベルの肩口に白い手の平大のサイズで、鱗のような薄い光が浮かんでいる。

「なんだこれ？」

「アベル後ろ！」

　何が起こったのかわからず、動きが止まってしまったアベルの背後から、別のガーゴイルが迫るのを見て、ウィンが叫んだ。

　しかし──。

　ガンッ！

　その突進もまた、アベルの背後に現れた小さな鱗状の光が弾き飛ばす。

『我、汝に願い奉る。偉大なる女神アナスタシアよ。我が望み、我が意思のあるがままに、悪意を阻む光となれ！　光こう鱗りん光こう盾じゆん！』

　それは女神アナスタシアから力を引き出した、リアラの魔法。

　光の鱗でできた盾がリアラの視界内で自在に具現化する魔法。

　重たいガーゴイルの一撃ですらも弾く。

「気をつけるんじゃ。ガーゴイルは石で出来ておるぶん、その攻撃は非常に重い。押し倒されでもしたら、普通に死ぬぞ？」

　ガーゴイルの爪をハルバードで捌さばきながら、ミトがウィンとアベルに忠告する。

「その忠告、もっと早くに聞きたかった！」

　アベルは剣で防御することを諦めると、左手に持っていた盾を両手で構えた。

　鉄で補強されている盾ならば、両手で支えれば、ガーゴイルの重たい攻撃も捌けるだろうと考えたのだ。

「だけど、どうすればいいんだこれ？　防御ばかりじゃ、どうしようも！」

　唯一、ハルバードという重量武器を振るうミトは、その膂りよ力りよくもあってガーゴイルを叩き壊すことに成功していた。

「ええい！　ワッシが行くまで亀のように身を守っておれ！」

「くっそぉ！　マジかああああ！」

　ミトの言葉に泣きそうな声を上げつつ、必死に盾を掲げアベルは身を守っている。

「アベルさん！　私とは逆の柱の方へ行って下さい。そうすれば、背後からの攻撃は気にせずにすみます！」

「い、移動するのも大変なんですが……」

　そう言いつつも、這ほう々ほうの体ていで柱へと移動していく。

　そんなアベルの叫び声を背後に聞きつつ、ウィンはガーゴイルの胴を剣で薙ごうとした。

　が、斬れない。

　魔力の込められた石材であるガーゴイルの胴は、たとえ魔力を込めたウィンの騎士剣でも僅かに傷を付けた程度。

　ウィンは追撃を諦めると、さっと後ろに飛んだ。

（剣で斬るのは無理だ）

　斬れるよりも先に、剣身が歪むか刃が欠ける。

　その時、ウィンの目にミトの戦いぶりが映った。

　ミトはハルバードの斧の部分で、ガーゴイルの首や四肢といった細い場所を狙って打ち込み破壊している。

（そうか！）

　ウィンは空を舞って近づいてくるガーゴイルに向けて、剣を突き出すようにして構えた。

　狙うは腕の付け根。

　ウィンをその鋭い爪で切り裂こうと、勢い良く振り下ろす。

　その攻撃を搔い潜ると、ウィンは剣をガーゴイルの腕の付け根に向けて思い切り突きだした。

　剣の先一点に破壊力を集中。

　ウィンの目もく論ろ見みは見事に成功し、剣の先が突き刺さった場所から、ガーゴイルの腕に亀裂が走り、腕は重たい音を立てて地面へと転がった。

　しかし、魔力で動くガーゴイルは腕を千切られても痛みを感じない。

　そのまま、残る片腕を振るってきたので、ウィンは再び距離を取る。

　女王蟻と戦った時、その硬い甲殻を破った時と同じ戦法。

　あの時の経験が活きていた。

　相手の力を利用して、自分の攻撃力を何倍にもする。

　やがて突進を繰り返したガーゴイルは、両腕と首、そして片方の羽根を失った。

　こうなってはもう空を舞うことは出来ない。

　鋭い爪を振るうことも出来ない。

　魔法人形であるガーゴイルは、頭はただの飾りに過ぎず、失われても視覚聴覚などといった敵を捉えるための感覚が失われることはないが、足と胴体だけとなれば後は真っ直ぐに体当りするしかない。

「この！」

　ウィンはガーゴイルの腹部に蹴りを加えると、ガーゴイルは後ろに倒れた。

　起き上がろうとしてもがいているが、足だけで立ち上がることは不可能だろう。

（よし、まず一体）

　ウィンはそのガーゴイルから意識を外す。

（こっちは何とかなりそうだ。レティは？）

　ガーゴイルを倒す方法を思い付いたことで余裕の生まれたウィンは、祭壇上で繰り広げられている尋常ならざる戦いの方へと意識を向けた。

　そして驚愕した。




　レティシアの身に纏う黄金の輝きと、レイナードが身に纏う深紅の輝きがせめぎあう。

　リアラの防御魔法結界で遮断されているが、結界の向こう側はもはや生物が足を踏み入れることができるか否かすら怪しい有様だった。

　太い柱には幾筋もの大きな亀裂が走り、床には何かに抉られたような痕跡がある。柱と柱の間を奔る雷は数と激しさを増していた。

「おおおおおおおおおおおおおおおお！」

　レイナードが闇雲に手を振り回すと、空中に浮かんだ無数の赤しやつ光こう弾だんが、レティシアへ尾を曳ひいて飛んでいく。

　その赤光弾をレティシアは、剣に魔力を込めて薙ぎ払い、時には自らも光弾を生み出しては迎撃。

　更に急に間合いを詰めたかと思うと、ザンッとレイナードの胴を薙ぐ。

「がっ……」

　レティシアの攻撃は確実にレイナードを捉え、対するレイナードの攻撃はレティシアに掠かすりもしない。

「なぜだ！　なぜだあああああ！」

　レイナードの絶叫と共に放たれる、一際大きな赤光弾。

　だが、至近距離で放たれたその赤光弾を、自ら生み出した小さな光球で軌道を逸らして躱かわし、そのまま赤光弾を撃ちだして突きだしたままのレイナードの右腕を切り落とした。

「ぎゃああああああ！」

　悲鳴を上げて後ずさるレイナード。

「な、なぜだ。なぜだ。なぜだ…‥…」

　破壊神の力を引き出しているため、レイナードの切り落とされた右腕はすぐに再生したものの、レティシアとレイナードの力の差は歴然としていた。

「レイナード。確かにあなたが召喚した破壊神の力は凄まじい。でも、所詮はあなたの器を介してのもの。たとえ魔力を増強したとしても、あなた程度の器では、魔王を滅ぼすことができる程の力を引き出すことはできなかったみたいね」

　力を削られて膝をつくレイナードの前に、悠然とした態度で立ち、告げるレティシア。

「だが、僕には無限に神の力が引き出せる。対してお前は人間だ。その力の維持には限界がある。あるはずだ！　そうだろう？」

「そうね」

　確かに、レティシアも人である以上体力に限界がある。

　レティシアの体力が尽きた時、レイナードの力が彼女を上回ることがあるかもしれない。

　だが、レティシアはレイナードに負ける気がしなかった。

　なぜなら──。

「でもね、あなたと私では大きな差があるのよ。決定的な大きな差が」

「差だって？」

「それは戦闘経験の差よ」

　レイナードが大きく目を見張る。

「私は幾十、幾百の戦場で戦い、幾千、幾万の敵を滅ぼした。研究だけに明け暮れたあなたと私とでは、大きな差が出るのは当然なのよ」

「ば、馬鹿な……」

　その瞬間、レイナードは己がレティシアに勝つことができないことを理解した。

　レティシアの言う戦闘経験の差。

　破壊神からどれだけの力を得たとしても、戦闘経験だけは得ることができない。

（そんな……それじゃあ僕は魔王を倒すための魔法を再現することすらもできず、ましてやコンラート・ハイゼンベルクを超えることすらもできないと言うのか）

　その言葉に湧き上がる絶望。

　そして目の前に立つ絶対的な強者に対する恐怖。

　あるいは、もうこの時にはすでに、レイナードの精神は、破壊神によって壊されかけていたのかもしれない。

「……ない……認めないぞ、僕は！」

　そして血走った目で周囲を見回す。

（何か！　何か！　勇者を倒す手を考えるんだ！）

　そして、レイナードは何かに気付いたようにニヤリと笑みを浮かべた。

「……クックック、あーはっはっはっ！　まだだ！　まだ終らない。終わってたまるか！　勇者よ、僕は魔王を滅ぼす魔法を手に入れ、力を手に入れ、コンラート・ハイゼンベルクも、貴様も超えてみせるんだ！」

　レイナードは絶叫と共に、再び赤光弾を作り出す。

　しかし、その赤光弾は今までと違って球状ではなく、槍のような形状をとった。

「無駄なことよ」

　それを見たレティシアは剣に魔力を込めつつ、身構える。

　飛来してきた槍を叩き落とすつもりだった。

「ククク、後悔するといい。僕を侮あなどったことを！」

　再度のレイナードの絶叫。

　高速で放たれた赤光の槍。

「む！」

　身構えたレティシアにその赤光の槍は飛んでいくことなく──。

「がっ……」

　アベルを援護しようと走っていたミトの背後から、その心臓を貫いた。
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　ミトが少しでもレイナードを視界に入れていれば、その卓越した反射神経で赤光の槍も躱せたかもしれない。

　しかし、ミトはガーゴイルの攻撃から必死に身を守るアベルを援護しようと、レイナードに背を向けてしまっていた。

　アベルは背後からの攻撃を警戒して柱を背にして戦っていた。その位置関係上、ミトはレイナードに背を向けるしかなかったのだ。

「「「ミトさん！」」」

　口から血を吐き、ポッカリと穴の空いた胸部から大量の血を溢れさせて床に崩れるミト。

　明らかな致命傷、そして即死。

「こ、このおおおお！」

　怒りに駆られたレティシアが、レイナードへ斬り掛かろうとしたが──。

「きゃ」

　小さな悲鳴を上げて踏み止まった。

　レイナードから放たれる深紅の輝きが強さを増し、物理的な圧力を持って、レティシアを襲ったのだ。

　と、同時にミトの亡なき骸がらに向かって赤光が伸びていく。

　そして倒れたミトに駆け寄っていたリアラを吹き飛ばした。

「リアラさん！」

　吹き飛ばされたリアラの軽い身体が柱へと叩きつけられそうになったところを、ウィンが間一髪で抱きとめる。

　そして──。




「な、な、なんだよ、こ、これ……」

　最も近くでそれを見ることになったアベルの声が、引きつっている。

　ドクン、ドクンとミトを包んだ赤光は脈動を繰り返し、その度に力の抜けたミトの肉体がビクン、ビクンと跳ね上がる。

　トサッという何かが倒れるような音がした。

　その音がした方へ目を向けると、レイナードの身体が地に伏している。

　その身体からは、深紅の輝きが消え失せていた。

「一体、何が起きているんだ」

　ウィンの掠れ声の質問に、誰も答えることができない。

　やがて、ミトの身体を包み込んだ赤光が脈動を終える。

　そして、ゆっくりと立ち上がった。

　その身に深紅の輝きを纏い、その顔は、ウィンたちの知る厳しい顔つきに優しい目をした老ドワーフのものではなく、爛々と黄色に輝く目をした青年のドワーフだった。




「ミトさん？」

「ちっちっち、違うね。僕だよ。レイナードだ」

　ウィンの発した問い掛けに返された答えは、最悪のもの。

　ミトに乗り移ったレイナードは、手に持ったハルバードを軽く一振りしてみせた。

「なるほど。こうしてみれば、勇者が言ったことがよく理解できたよ」

　軽くその場で跳躍を繰り返し、そして再びハルバードで軽く演武をしてみせる。

　それはまさにミトの動きそのもの。

「ちちっ、さっきは暴言を吐いてすまなかった、勇者。確かに君の言う通りだった。ただ力を手にしてそれを振り回すのでは、そこらの酒場の暴漢にも劣る。認めよう。僕は確かに愚か者だった」

　目を閉じると首を小さく横に振る。

「本当にすまなかったよ。だけど安心して欲しい。今度こそ僕は、君を殺せるだけの力を手に入れたからね……って、おっと──」

　レイナードが話している途中で、レティシアが斬り掛かる。

　ドンッ！

　剣とハルバード、二人の武器がぶつかりあっただけで轟く爆発音。

　大気が切り裂かれた余波で、周囲の柱の亀裂が広がり、天井から少しばかり岩が崩落した。

　しかし、そのレティシアの一撃は、レイナードのハルバードを押し切ることは出来なかった。

　逆に軽く払いのけるようにして、レティシアの身体を振り払う。

「ちっちっち、そう慌てないでくれ。勇者よ」

「レティの攻撃が躱された……」

　それはウィンにとって初めて見る光景だった。

　いや、それよりも、いつもはどんな相手にも余裕を見せ、自分から攻撃を仕掛けることが無かったレティシアが、不意を突く形で攻撃したのだ。

　そしてその上で、攻撃が躱された。

「レティ……」

　ウィンの傍にいるリアラも、その光景に目を見張る。

　勇者の力を発現させたレティシアの一撃を、こうも軽々と弾く存在は、今までに見たことが無かったのだ。

「勇者の言う通り、私も幾十、幾百の戦場を駆け巡り、幾千、幾万の敵と戦った肉体を得た。その経験を得た。さあ、君の言う大きな差とやらは縮まったぞ？　それでは再開しようじゃないか。僕が魔王とそしてコンラート・ハイゼンベルクを超えた存在になるための儀式を」

　そして再び、レティシアの剣とレイナードの振るうハルバードがぶつかりあった。




　それは信じられない光景だった。

　レイナードが床を蹴る。

　足を踏み出した場所の石の床が粉々に砕け、大気が破裂したかのような爆音と共に、ハルバードが空を閃く。

　その閃光の如き速さの一撃を、レティシアは自身が持つ剣を引き戻し、受け流そうとする。

　武器と武器がぶつかり合い、再び奔る閃光。そして吹き荒れる突風と火花。

　砲弾の如く弾け飛ぶのはレティシアの身体。

　ハルバードを受けたままの姿勢で空中に投げ出されたレティシアは、身体を何とか捻ひねって、叩きつけられるところだった柱へと足から着地。それでも衝撃を完全に殺しきることが出来なかったのか、一歩、二歩、三歩と天井に向かって後ろ向きに柱を駆け上がる。

　それからようやく、地上へと降り立った。

　そして荒い息を吐きながら、レティシアは片膝をついた。

「レティ……」

　その様子をウィンは固唾を吞んで見守っていた。

　先程からずっと、同じような光景が繰り返されている。

　レティシアとレイナードの攻防。

　稲妻の如き速さの二人の剣閃は、正直目で追うのが厳しい程だった。

　レティシアの剣技は、右に左に上下にと、様々なフェイントを駆使して戦いを有利に進めていくウィンと同じ剣技。

　そうでなければ、ウィンはとっくにレティシアの剣閃とその動きを見失っていただろう。

　現にアベルは、レティシアの剣閃はおろか、その姿すら捉えきることができていないようだ。そしてそれはアベルに限らず、リアラですらも。

　勇者として力を発現したレティシアの力は、まさに人を超えている。

　だが、そんなレティシアの動きを、レイナードは容易く捉えてしまっていた。

『剣匠』と呼ばれたミトに乗り移った彼の戦い方は、レティシアの戦い方が『動』なら『静』と言える。

　レティシアの激しい動きと、織り交ぜてくる多彩なフェイントに惑わされず、己の身に迫る刃だけを的確に弾き飛ばす。

　そしてレティシアの体勢が崩れたところに、強烈な一撃を加えてくるのだ。

　勇者の力と破壊神の力はほぼ互角。

　そして速さでなら、身体の軽いレティシアが優っている。

　しかし武芸、膂力といった点でレティシアはレイナードに僅かに及ばない。

　ウィンの目にはそう見える。

　そして僅かに優っている筈の速さでも、レイナードは、受けに徹しつつ圧力を掛けていくことでレティシアの優位を殺した。

　そして魔法戦においても。

「この！」

　レティシアが放った光弾は、レイナードの生み出した盾によって、あっさりと吸収される。それどころか、岩盤を自在に操ってレティシアの足元から石槍を大量に突き出させ、それを躱したかと思えば、今度は天井からも石の矢や衾ぶすまを浴びせる。

『剣匠』ミトが持つ豊富な実戦経験は、レイナードの攻撃魔法の選択肢の幅を広げ、レティシアの動きを巧みに牽制し、敏びん捷しよう性せいでの優位を奪い取っていた。

「そんな……レティがあんなに押されるなんて……」

　口を押さえて悲鳴のような声を上げるリアラ。

　魔王討伐の旅に同行したリアラは、レティシアの戦いを数多く見てきた。

　その中には確かに苦戦し、一つ間違えれば命を落とすような戦いもあった。

　だが、それはレティシアが勇者として全力を出せないような場所での戦いなどに限られていた。

　正面から力をぶつけあい、レティシアが押されるような場面など、一度も目にしたことがなかった。

　息を詰めて見ているうちに、再びレティシアがレイナードのハルバードに吹き飛ばされる。しかも今度は空中から仕掛けたところを、ハルバードで地面に叩き落とされた。その勢いに受身を取ることもできず、レティシアの身体は小さく跳ねた後に、床を転がった。

「……あ……ぅぁ……」

　小さく呻き声を漏らすレティシア。

「レティ！」

　その様子を見て、ウィンは剣を構えて飛び出した。

「ウィン君！」

　リアラの制止しようとする叫び声が聞こえたが、止まるつもりはない。

　床に転がるレティシアと、レイナードの間に割って入ると、両手で剣を構えた。

　リアラの張る防御結界魔法の外へと出たせいで、吹き荒れる風に乗った小さな砂礫がウィンの身体にぶつかり、小さな切り傷を幾つも作る。

「俺が相手だ！」

　レイナードの放つ気配は、異常だった。

　人の魔導師だった頃のレイナード、そしてまだ『剣匠』ミトだった頃とは比べ物にならない威圧感。

　岬の上で戦った竜ヴェルニですら、ウィンに対してこれほどの威圧感を与えることはなかった。

　目の前に立つレイナードから目を逸らしたい。

　剣を持つ手が震えた。

　一歩でも遠くレイナードから離れたい。

「うおおおおおおおお！」

　ウィンは吠えることで己を鼓舞した。

　逃げるわけにはいかない。

　ウィンの後ろには、最愛の少女が傷つき倒れているのだから。

　しかし、そんなウィンの存在を無視し、レイナードは彼の背後にいるレティシアへと声を掛ける。

「さっき君は言ったね。『幾十、幾百の戦場で戦い、幾千、幾万の敵を滅ぼした。研究だけに明け暮れた僕と君とでは、大きな差が出るのは当然』だったかな？」

「……ぅ……ぉ……お兄ちゃん……」

　レティシアがようやく身体を起こす。

「そんな君にこの言葉を贈ろう。君はこれまで、自分より強い敵と戦ったことがない。敗北を知らないんだ。だから強者に対する戦い方を知らない。それが、今の僕と君の差なんだよ」

　レイナードが軽くハルバードを横に振る。

「うわっ！」

　ただそれだけで、ウィンの身体は吹き飛ばされそうになる。

　それでも必死に足を踏ん張ると、ウィンは耐えた。

「お兄ちゃん……」

「ただの人間風ふ情ぜいが、限りなく神へ近づきし存在同士の、至高ともいえる戦いに水を差さないで欲しいね」

「水は……差すさ」

　ハルバードの一閃は、邪魔なウィンに対する警告だったのだろう。しかし、それでも退こうとしないウィンに対して、レイナードは初めて彼に視線を向けた。

「確かに俺の力はお前には及ばない。俺には魔力も無いからな。それでも俺は、レティの師だ。そしてレティは最も大切な人だ！　目の前で傷ついているレティを……見過ごすなんてこと、できるか！」

　ウィンの叫び。

　レティシアが目を見張る。

「ククク……あーはっはっはっ。なるほどね。勇者も女ということか。だが残念なことに、君には自分の女を守るだけの力は無い。本当に残念だったね。君とリアラ姫、あーそれとそこのボケっとした奴、君ら三人には、僕がコンラート・ハイゼンベルクの後継者となって、勇者を超えた存在になったことを見届けてもらうつもりだった。だけど、その僕の大願成就を邪魔しようとするのなら、容赦する気はない。殺すよ？」

　その言葉に込められた殺気。

　ウィンの心臓が恐怖に締め付けられる。

　それでも剣だけは強く握り締めた。

　幼い頃から騎士を目指し、レティシアと共に振り続けた、唯一つの頼れるものだったから。

「さあ、勇者よ。立ち上がれたのなら楽しい戦いを再開するとしよう。ああ、そうだ！　そこの男。君のことを好きだというその男を先に殺せば、君はもっと力を出してくれるかな？　どうだろう？　もしもそうだと言うのなら、僕の手でその男を──」

「レイナード・ヴァン・ホフマイン」

　レティシアの静かな声が、レイナードの声を遮った。

「先程の言葉に一つだけ訂正を」

「先程の言葉？　君のことを好きだという男ってやつかい？　それとも、その男を殺せば君はもっと力を引き出せるってやつかい？」

「いいえ」

　レティシアは首を微かに振ってレイナードの言葉を否定すると、ウィンの傍らに立った。

「レティ……」

「あなたが言った、『自分よりも強い敵と戦ったことがない』という言葉です」

「？　君よりも強い敵、それは魔王のことかい？　だけど結局、魔王は君に滅ぼされた。それは君よりも弱かったってことだよね？」

「魔王じゃないわ」

「ほう？　そんな存在がいるとは初耳だな」

　レティシアはそっとウィンの胸に左手を添えると、ウィンの顔を見上げて微笑んだ。それから、レイナードの顔を見る。

「それはね、私の師匠。ウィン・バードよ」

　その名前を口にした時のレティシアの表情には、揺るぎのない信頼が浮かんでいる。

　そして浮かべた微笑みは、レイナードですら見み惚とれてしまう程、美しいものだった。

「は……はっはっは。何を馬鹿なことを。その男からは何も力を感じられない。勇者より強い？　そんなことがあるわけないだろう！　君がその気になれば、そんな男など瞬きもしないうちに、その胸を剣で貫くことができる」

「そうね。今の私とお兄ちゃんとならね。ねえ、リアラ。私が帝国に凱がい旋せんした時に言った言葉、覚えてる？」

「帝国に凱旋した時の言葉……？」

「あの時、私はラウルにこう言ったの。『試合という形でなければ、お兄ちゃんのほうが勝つ』って」

「そういえば……」

「一体、何を言っているんだ？」

　困惑した様子でレイナードは眉を顰ひそめる。

「今いま際わの際の思い出話かな？」

「認めましょう。レイナード。私はあなたに及ばない。あなたが得た力そのものにではなく、あなたが依より代しろとした『剣匠』ミトが百数十年という人生で得た、戦いの経験とその技に及ばない。だから私は、あなたに勝てる人に後のことを託しましょう」

「ちちっ、それはリヨンの『剣聖』でも連れて来るということかな？　確かに『剣聖』なら、この身に宿りし技に伍することができるかもしれない。だけど、それでも『剣聖』は人間だ。神の力を宿した僕には勝てない」

「ねえ、お兄ちゃん」

「レティ」

　レティシアはウィンへと向き直った。

「私の剣技じゃあ、ミトさんには及ばなかったよ。ミトさん、さすがは『剣匠』さんだよ。凄いよ、やっぱりあの人。ラウルなんて目じゃないよ。でも──」

　レティシアはそこで言葉を切ると、ウィンの剣を握る手に自分の手を重ねる。

「でも、そんなミトさんの技に勝るかもしれない剣技を持った人を、私は世界に一人だけ知ってるの」

　フフッと小さくレティシアは笑う。

　その笑いはどこか誇らしげだ。

「その人は私にとってのお師匠様。最愛の人。とっても大好きな男の子。私はいつもその人の背中を追い掛けてきたの。小さい頃から……そして今でもね。きっと私はいつまでもその人の背中を追い掛けて、そしていつか追いつきたいと思っているんだよ」

「レティ…‥それは」

　──違う。そう思っているのは俺だ。俺こそがレティと並び立ちたいと思っているんだ。

　そう言おうとしたウィンの口を、レティシアがそっと唇で塞いだ。

　驚きに固まるウィン。

　それはとても長い時間のように感じられたが、実際には数秒のことだったのかもしれない。

　レティシアは唇を離すと、恥ずかしげに、でもとても嬉しそうな笑顔をウィンに向ける。

「だからね、ウィン。見せてあげて、あなたの剣技を。『剣聖』『剣匠』二人の最強ですら無視できない、私の最愛のお師匠様」

　ウィンの身体がレティシアと同じ黄金色の輝きに包まれていた。




「これは……」

　信じられない程の力が、ウィンの内に湧き上がる。

　感覚が研ぎ澄まされ、周囲を掛け巡る大気の動きが、風に舞い上がる土埃の一粒一粒が、全て手に取るようにわかる。

　全能感。

　一言で言えば、そう呼べるような感覚かもしれない。
















「あれは《付与魔法》？　でも、《付与魔法》なら…‥…」

　黄金の輝きに包まれたウィンとレティシアを見て、リアラは信じられない思いで呟いた。

「あれが《付与魔法》なら、どうして効果が減衰していないの……」

　リアラは知らない。

「ねえ、覚えてる？　小さい時のこと。イフェリーナちゃんと初めて会った時のこと。私がお兄ちゃんに魔法を掛けた時のこと」

　かつて、幼い頃のレティシアはウィンに《肉体強化魔法》を使ったことがある。

　それはイフェリーナという翼人の少女を巡る戦いの中で、ウィンが強大な力を持つ魔族と戦った時のことだ。

　ヴェルダロスというその魔族は、帝国の騎士と魔導師を、そしてオールト、ルイス、イリザたち冒険者を圧倒した。

　あの時レティシアは、魔族を相手に戦う騎士たちの使う《肉体強化魔法》と、レイナードの実の息子である魔導師レイモンドの《付与魔法》を模倣し、改善し、ウィンにだけ効果を現すように魔法の構成を無理矢理作り変えて施した。

　レティシアの魔法で強化されてヴェルダロスを倒したウィンの身体は、あの時も今と同じように黄金の輝きに包まれていたのだ。

「ああ、覚えてるよ」

「あの時から私はずっとこう思っていたの。私にとって『最強』は騎士でもない。物語に出てくる『英雄』でもない。ましてや『剣聖』『剣匠』『剣神』でもないわ。私にとって『最強』であるべきは『ウィン・バード』、ただ一人。ずっと、そう思ってたのよ」

　レティシアはそう言うと、ウィンから一歩だけ離れた。

　そして、訝しげな顔をして成り行きを見ていたレイナードへと向き直る。

「レイナード。ここからは私ではなく、私のウィンが相手をします。深い闇に囚われていた幼い私に光をもたらした、我が師の剣。受けてみるといいわ。彼こそ、私が世界で唯一、勝てないと思い知らされた存在よ」

　そう言うと、レティシアは祭壇の上から飛び降りた。

　そしてリアラの傍へと歩み寄る。

「レティ……」

「レティちゃん」

　アベルがレティシアの惨状に絶句する。

　レティシアの剣を持つ右腕は折れて腫れ上がっていた。

　リアラは早速、レティシアに《治癒魔法》を唱えようと目を凝らし、そして気づいた。

「ウィン君と魔力を繫げている？　いえ、注ぎ続けているの？」

「わかる？」

　痛みがないはずはないのに、しかしレティシアは嬉しそうに笑う。

「どさくさに紛れてキスしちゃった。おかげでお兄ちゃんと更に繫がりを強くできたからね。魔力を注ぎ込みやすいの」

「でも、そのせいであなたの自己治癒力はものすごく低下しているわ」

「構わない。お兄ちゃんが勝てなかったら、多分他の誰も勝てないと思うもの。第一、このくらいの怪我ならリアラが治してくれるでしょ？」

「それはそうですけど……」

　リアラは小さくため息を吐つくと、軽くレティシアの頭を小突いた。

「あなたの魔力は私とは比べ物にならないくらい量があるから、回復魔法の効き目は弱いんです。他の人なら一瞬で治せる怪我ですが、少しの間痛いのは我慢して下さい」

「はーい」

　そう言うと、リアラはレティシアの右腕に《治癒魔法》を掛け始める。

「あ、あのさ。レティちゃん……」

「なあに？」

　アベルが迷うように視線を左右に動かすと、それから意を決したようにレティシアの顔を見た。

「今更聞くのもなんだけど、レティちゃんって勇者様なのか？」

「うん……まあ、そう呼ばれてる」

「マジか……もしかして知らなかったのって…‥…」

「まあ、そう公言してるわけじゃないから知らない人もいると思うよ？　でも、冒険者ギルドで古株の人は皆知ってる」

「なんだって!?」

　アベルは小さな声で「クソォ、あいつらぁ」と毒づくと、それから小さく咳払いをした。

　そして恐る恐るレティシアに問う。

「あのさ……さっき言ってた『私のウィン』って奴、あの、その……レティちゃんはウィンのことを好きなのか？」

「うん」

　レティシアがはにかむような笑顔で頷いた。

「そっか…‥そうか。だったら、なおさらウィンの奴、負けられないな」

「？」

「好きな女の子がキスまでして応援してくれたんだ。これで負けたら男が廃すたるだろ？」

　アベルはそう言うと、その場にどっかりと座り込んだ。

「俺もウィンが勝つことを信じるさ。あいつは強い。お前らは忘れてるかもしれないけどな、騎士を目指すウィンに刺激されて、俺は冒険者になったんだぜ？」

　ウィンを見つめる彼の二人の幼馴染に挟まれて、リアラは黙ってレティシアの腕に《治癒魔法》を掛け続ける。

　ただその唇には、微かな微笑みが浮かんでいた。




「ちっ、勇者め、ふざけた真似を。まあ、いいや。君をさっさと殺せば、きっと怒り狂った勇者と戦えるだろうし。それはそれで、楽しみだ。というわけで、君にはさっさと死んでもらうよ」

　祭壇を降りたレティシアを挑発する言動。

　そしてウィンの攻撃を誘うように、わざとハルバードを構えず隙を見せてみたのだが、レイナードの思惑に反して、ウィンは動こうとしなかった。

　先程までのレティシアと同様、ぶらりと剣を右手に持っている。

「ちっちっち、そちらが動かないのなら、こちらから行くよ。どうやら、君は魔法を使わないようだね。なら、これはどうかな？」

　そう言うとレイナードは、無数の赤光弾を生み出して放った。

　赤光が尾を曳いて、ウィンの身体を貫こうと迫り──。

　ウィンの後方へ着弾した。

「何？」

　赤光弾が着弾し、連続して起こる爆発音。

　だがウィンは気にも掛けず、そしてそんなウィンをレイナードは、先程までの笑みを消して見つめていた。

「なら、これならどうだ？」

　レイナードは更に赤光弾の数を増やす。

　その数は数十もあるだろうか。

　そして赤光の尾を曳き、先程の赤光弾よりも数倍速い速度でウィンに襲いかかる。

　だが。

　その赤光弾もまた、ウィンの背後に着弾し爆音と共に破壊を撒き散らしただけだった。

「そうか。レティはこんな領域で戦っていたんだな」

　その爆音に混じって、レイナードの耳にウィンの独白が聞こえてきた。

「ちちっ、何を言っている？」

「ズルいなぁ、これはズルいよ。レティ」

「おのれ……僕を無視するなぁ！」

　連続して赤光弾を生み出し放つレイナード。

　しかし、その尽ことごとくがウィンの背後へと着弾する。

「なぜだ……なぜ、当たらない!?」

　レイナードが外しているわけではない。

　全ての赤光弾を、ウィンはほんの微かに動くだけで躱しているのだ。

　あの『剣の神姫』ですら、時には剣で弾き、魔法で作った盾で防いでいたレイナードの攻撃を、ただの体たい捌さばきだけで躱す。

　その事実に気付いた時、レイナードの内にある『剣匠』ミトの経験が、激しく警鐘を鳴らす。

　奴を剣の間合いに近づけるな！

　距離を取って戦え！

（何なんだ、こいつは!?）

　赤光弾では捉えきれない。

　ならばと、レティシアすら捉え傷つけた石槍を床から大量に生み出し、そして石の矢を天井から雨のように降らせる。

　ウィンは足元から襲いかかる鋭い石の槍も、天井から降り注ぐ石の矢も、目で追うことすらしなかった。

　最初から、何処に槍が現れ、どこに矢が降ってくるのか、まるで知ってでもいるかのように、わずか半歩ずつ動くことで躱してしまう。

　ウィンの神経は信じられない程に研ぎ澄まされ、ほんの僅かな床や天井の変化、そして空気の動きすらも気配で感じ取れた。それどころか、レイナードの魔力の動きすらも捉えていたのだ。

「ええい！　この！」

　遂に痺れを切らしたのか、レイナードがハルバードを振り上げる。

　ウィンにとっては、ミトの技を使って戦われるほうが脅威だ。

　なぜなら、確かにレイナードは魔導師の業わざを以てレティシアを圧倒してみせたが、それは、レティシアが魔法について、専門の知識を持っていないためだ。術の引き出しの数では本職の魔導師であるレイナードとは勝負にならない。

　しかし、所詮レイナードは魔導師としては宮廷魔導師にもなれなかった程度の男だ。

　ウィンやレティシアよりも魔法の引き出しは多くても、底は浅い。

　一方でミトの武芸の技は、至高の域に達している。

　百数十年という鍛錬によって昇華されたその技は、侮れない。

　実際、レティシアが敗れたのは、レイナードがミトを殺害し、その肉体と経験を奪ってからだった。

　魔導師レイナードでは、たとえ神の力を得たところでレティシアには勝てない。

　当然、ウィンにも通用するはずもない。

　だからこそ、『剣匠』ミトの武芸は脅威となるはずだった。

　しかし、ウィンはその技を一度見ていた。

　ウィンはずっと見ていたのだ。

　レティシアがレイナードと繰り広げる戦いの一部始終を。

　最愛の女性が傷つけられていくその姿を、ウィンは目を逸らさずに見つめていたのだ。

　ハルバードが唸りを上げて、ウィンの頭部に迫ったかと思うと、レイナードはその身をくるりと半回転、後ろ向きに石突をウィンに突き入れる。

　その攻撃を完璧に読み切り、ウィンは身体に触れさせることもなく躱してみせる。

（その技はさっき見たよ）

　冷静に次々と繰り出されるレイナードの攻撃を受け、流し、躱す。

　そして逆に剣で攻撃に移る。

　ウィンの攻撃をハルバードの柄で凌しのぎ、距離を取ろうとするレイナード。

　だが、ウィンはそれを許さない。

　ミトの眼球の動き、一瞬の筋肉の緊張から、その動きの先を読む。

　間合いを開かせない。

　徐々に追い詰めていく。

　そして──。




　トンッとレイナードは、壁際まで追い詰められた。

　もうこれ以上は後方へ逃げることができない。

「な、何なんだ!?　貴様は！」

　驚愕と恐らくは恐怖によって目を見開くレイナードに、ウィンは答えてやった。

「さっき、勇者のレティが言っただろう？　俺はその『勇者様のお師匠様』さ」

　そしてウィンは全力で剣に魔力を流すと、眩まばゆく太陽のように輝く黄金の刃で、レイナードの身体を切り裂いたのだった。
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「やったね、お兄ちゃん」

「やったな、ウィン」

「あ、ああ」

　レティシアが、アベルが、そしてリアラが歩いてくる。

「ミトさん……」

　ウィンは三人に応えつつも、深紅の輝きが薄れつつあるミトの亡なき骸がらを見つめ続けていた。

　ウィンが手に掛けたわけではない。

　レイナードの放った魔法によって、ミトは心臓を貫かれ、殺された。

　ウィンが斬った時には、確かにミトは死んでいたのだ。

　だが、ウィンは一つ不思議に思うことがあった。

　それはレイナードの武芸の技。

　たとえ魔法によってその肉体を乗っ取ったとしても、その肉体に刻まれた経験と技を、ただの魔導師だった男が使いこなせるものなのか。

　レイナードの身体には、もしかしたら、ミトの意識も宿っていたのではないかと思うのだ。

　数十年という長き[image: ]月を通して『剣匠』の座に在り続けたミト。

　ミトが若く絶頂期だった頃、『剣聖』は行方が知れず、『剣神』は長き戦争の真っ最中で、彼は好敵手に恵まれなかった。

　そして無情にも時は流れ、老いはミトの身にも平等に訪れる。

『剣匠』と対等の立場たる新たな『剣聖』が世に現れた時には、ミトの肉体はすでに絶頂期を過ぎていた。

　鍛え抜かれた技を、強敵相手に思う存分振るって戦いたい。

　それは戦士の本能。

　ウィンにだって、同じような思いはある。

　強敵に恵まれず、老いてどんどん技が鈍ることを、ミトはどう感じていたのだろうか。

　そんな時にミトはマジルの山で、レティシアと出会った。

『神に限りなく近づきし存在』、『剣の神姫』、紛れもない最強の存在。

　戦いたいと思わずにはいられなかったのではないか。

　そしてミトは、不意を突かれてレイナードに不覚を取った。

　その後、破壊神の力をレイナードによって流し込まれ、その肉体は若さを取り戻し、意識はレイナードによって乗っ取られた。

　だが、ウィンは考えるのだ。

　数十年に渡って『剣匠』の地位に在り続けたミト。その強靭な意志と精神力で、もしかしたらミトは意識を失うことなく、レイナードと共に在り続けたのではないかと。

　そして、絶頂期の頃の肉体を取り戻したミトは、逆にレイナードの意識を操って、念願だった強者であるレティシアと、そしてウィンと、刃やいばを交えたのではないか。

　ミトは死んでしまった。

　だからこれは、あくまでもウィンの想像だ。

　だが、何となくその想像があたっているように思い、ウィンは右手の平に視線を落とした。

　ミトの胴を薙いだその感触は、いまだ手に残っている。

　この感触を生涯忘れないでいようと思う。

　ミトの振るう技は、ウィンがこれまでに見てきた技の中でも、最高のものだったから。

「さあ、帰ろうか」

　ウィンはそう言うと、血で汚れるのも構わずミトの亡骸を抱え上げる。

　こんな所に放置するのは忍びない。岬に土地を少し分けてもらい、ミトの亡骸はそこへ埋葬しようと考えた。

　その時、キンッという高く澄んだ綺麗な音が鳴り響いた。

「お兄ちゃん、これ」

　足元に転がったのは、ミトの腰帯に結わえられていた『剣匠』の証である金印。

　金印は紐で帯に結わえ付けられていたようだが、ウィンはミトの腰辺りを剣で切った覚えはない。

　だが、その紐は不思議なことに、まるで刃物で切られたかのようにすっぱり綺麗に切断されていた。

「きっとミトさんが、『剣匠』の証をお兄ちゃんに託したい、そう言っているんだよ」

　レティシアから受け取った金印は、純金製で重い。

　だが、ウィンにはその金印が、見た目以上に重く感じられた。

　それはきっと、ミトが守り続けた『剣匠』という称号の重さ。

（俺がこの『剣匠』の金印に相応しい人間とはとても思えませんが、これは俺がひとまず預かっておきます。いつか、この金印を渡すに相応しい人物が現れるか、それとも、俺自身がこの金印を持てるだけの実力を身に付けるまで）

　そしてウィンは立ち上がった。

「ところで、レティ」

「なに、お兄ちゃん？」

「何だ、ウィンて呼ぶんじゃなかったのか？」

　レティシアは耳まで顔を赤く染めると、ウィンの足を蹴った。




　ウィンたちが立ち去り、再び静寂と深き闇だけとなった海底に広がる広間。

　そこに唐突に小さな光が生まれた。

　最初、ロウソクの炎程度であったその小さな光は、瞬く間に大きくなると人の姿をとった。

　身の丈に合わない大きめの黒い外套に身を包むその人物の顔は、ウィンと瓜二つ。

　青白い光を纏うウィンとそっくりのその人物は、しばし周囲を見渡すと、ゆっくりと外へ通じる通路に向かって歩き始めたのだった。
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　レムルシル帝国の北東部、クイーンゼリア女王国と国境を接する町──オールドレイク。

　この町は、七年前までレイムダウという名前の国の王都だった。

　人口は一万人程度。

　所領内全ての人口を合わせても三万人程度の小国で、中堅国家であるクイーンゼリア女王国や周辺小国と結びつきを強めることで、長年レムルシル帝国という巨大な国の圧力に抗い続けてきた。

　もっとも、今では帝国の中に組み込まれてしまった一地方だが。

　その滅亡したレイムダウ王国には一人の英雄がいた。

　名をルクレツィア・ホルン・レイムダウ。

　レイムダウ王国の王女だ。




　帝国暦二六五年。

　レイムダウ王国の同盟国だったクイーンゼリアに、魔物の侵攻が始まった。

　王位継承問題を巡って国内が混乱していたクイーンゼリアは、魔物の侵攻への対策が後ご手て後ご手てに回ってしまい、ひどい混乱状態に陥った。

　その隙を突くような形で、帝国はレイムダウ王国に攻め込んだのだ。

　レイムダウの数十倍以上の国力を誇る大国レムルシル帝国。

　帝国がレイムダウ侵攻に際して動かした軍は東方面騎士団だけだったが、わずか一戦でレイムダウ国王を戦死せしめた。

　それでもレイムダウ王国騎士団は、当時まだ七歳の王太子を王に即位させると、周辺小国から送られたわずかな援軍とともに抗戦を貫く方針を固めた。

　そして歴史の表舞台に、ルクレツィア・ホルン・レイムダウ王女の名前が登場する。

　十三歳だったルクレツィアは、弟王の名みよう代だいとして戦場に立つこととなった。

　頼みの綱のクイーンゼリアの援軍が期待できない以上、一戦で帝国に無視できない被害を与えた後に講和へと持ち込み、レイムダウの民にとって少しでも有利な条件を引き出して帝国の支配下に入る──これがレイムダウ王国にとって最良と思われる戦争の帰結点だった。

　もとより勝利は望み得ない。

　ところがルクレツィアに率いられたレイムダウ騎士団は、数で圧倒的優位に立つ帝国の東方面騎士団を相手に、互角以上の戦いぶりを見せる。

　ルクレツィアは十二歳の頃、帝国のシムルグ騎士学校に留学していた。

　それが帝国のレイムダウ侵攻を受けて国くに許もとへ帰ることになったのだが、そのわずか一年の間に彼女は帝国の騎士団の貴族騎士と平民騎士、兵士の間に横たわる軋あつ轢れきに目をつけていた。

　帝国騎士団では、階級に家名が影響を及ぼさないよう、家名ではなく名と階級で騎士を呼ぶようにしている。とはいえ、騎士団から外に出れば宮廷序列がものを言うわけだから、なかなかその規律に従うことは難しい。

　結局、上級貴族の十騎長が千騎長に意見を通すことがままあるのだ。

　そしてその部隊はどうしても連携が悪かった。

　ルクレツィアは騎士学校に通っている間に、祖国と戦うとなれば対峙する可能性の高い東方面騎士団の人事関係を調べあげていた。

　その情報をもとにして、連携が悪く練度の低い部隊のみを選び出して戦った。

　結果、幾人もの上級貴族を生け捕ることに成功して、帝国との交渉の道筋を作り上げた。




　帝国暦二六八年。

　レイムダウ王国は国を解体することになったものの、帝国の一領という形で領土を安堵されることになった。

　ルクレツィアの弟が帝国貴族レイムダウ伯爵となり、王都だったオールドレイクは戦火を逃れた。

　しかし、ルクレツィア自身は自由の身となることはなかった。

　その軍才を恐れた皇帝アレクセイは、旧レイムダウ王国の民に対しての人質とするために、彼女の身柄を差し出すよう要求した。




　そして帝国貴族の名門で東方面騎士団の参謀だったウェルト・ヴァン・クライフドルフ侯爵に、このレイムダウ侵攻の報奨としてルクレツィアを与えたのだ。

　帝国内有力貴族の子弟を多数人質とされてしまい、講和に応じ領土を安堵はしたものの、対外的には戦勝したというアピールが必要だったのだ。

　こうしてルクレツィアは帝国貴族ヴァン・クライフドルフ侯爵夫人を名乗ることになった。




　帝国暦二七〇年。

　ルクレツィアはウェルトとの間に男の子を授かる。

　男の子にはジェイドという名前がつけられた。




　帝国暦二七六年──オールドレイク。

　レイムダウ王国が滅びた後、オールドレイクの町はルクレツィアの弟が名ばかりの領主として伯爵位に就き、実際の政務は帝国から送り込まれた執政官がとっていた。

　戦後、住民たちの生命が侵害されることはなかったが、それでも結構な権益が帝国から来た者たちに差配され、新たな重税が課せられた。

　そこに一切の容赦は無かった。

　帝国にとってレイムダウ王国は、併合することができたとはいえ多くの貴族を捕らえられた挙句、想定以上の被害を与えられ、国としての体面を傷つけられた相手だからだ。

　旧レイムダウ王国の民の間に燻くすぶる不満。

　だが、彼らの主である伯爵は帝国の官吏に囲まれ、英雄であった王女は帝国貴族の妻として遠方の所領に送られた。

　不満を溜め込みながらも、レイムダウの民たちは従うしか無かった。

　今回、ルクレツィアの帰省が許されたのは、帝国貴族となった王女の姿を民衆に見せつけることで、人質としての彼女の存在を強く意識させるためだった。

　レイムダウ王国はすでに無く、レムルシル帝国に屈服したのだと知らしめるため。

　そしてもう一つの理由──。

　ルクレツィアに対しても、故郷の人々が人質となっていることを見せるためだった。

　ルクレツィアはこの僅かばかりの期間の帰郷後すぐに、皇帝アレクセイの勅命で対魔大陸同盟軍の帝国軍の将帥として増援軍司令官に就任することが決まっていた。

　ルクレツィアの夫ウェルト・ヴァン・クライフドルフが、アレクセイに自分の妻の軍才を売り込んだ結果だ。

　帝国ではザウナス・ヴァン・レイフェス将軍に続く二人目の増援軍司令官だった。




　その時、ルクレツィアに連れられて、生まれて初めて母の故郷を訪れたジェイドは、幼いながらも町から漂う陰気な雰囲気に戸惑いを覚えたことをよく覚えている。

　かつては小国ながらも王都として栄えていたはずの町は、街路樹から落ちた葉が道に降り積もり、枝は手入れもされずに伸び放題。

　大通りに敷かれていた石畳の間からは、草が生えていた。

　通りに面した商店、家々も空き家が目立つ。

　帝国との戦争の影響で、一万人を超えていた町の人口は大きく減っていた。

　身体を抱きしめてくる母の手が震えていることに気づいたジェイドが見上げると、馬車の外に流れる町の景観を見つめる母の目に涙が浮かんでいたことをはっきりと記憶していた。

　当時、魔物の力は圧倒的だった。

　大陸中の各国、各種族が軍を送り込んでいたが、多くの戦場で敗北を喫していた。

　当然だ。

　レムルシル帝国とレイムダウ王国を見てもわかるように、魔物と戦うために対魔大陸同盟軍を結成しておきながらも、その後方では同じ人間同士で戦争を行っていたのだから。

　一枚岩でない同盟軍の綻びをつくようにして魔物たちは人間を攻め立てた。

　毎日のように大量の戦死者が出ていた。

　そんな所へジェイドの母、ルクレツィアは帝国の将軍として派遣された。

　そこでどのような戦いが行われたのか、ジェイドは知らない。

　ただ、帝国の英雄ザウナス将軍と並んで双そう璧へきと称され、度重なる敗戦の中で局地的な勝利をもたらすなど数々の軍功を挙げたことだけは、まだ子どもであるジェイドにも知らされた。

　父ウェルトは、妻が挙げる軍功を足がかりに、騎士団内部での地位と発言力を、どんどん高めていった。

　だが、ルクレツィアが戦場に赴いて二年の月日が流れた二七八年。

　クイーンゼリア女王国が滅亡する。

　このことによってレムルシル帝国の北部に戦火が迫った。

　慌てた帝国の上層部は、対魔大陸同盟軍に派遣していた軍を、エルステッド伯爵領近辺で発生した疫病への対策を理由にして、呼び戻し始めた。

　同盟諸国の反対を無視して一方的に。

　わずかばかりの軍勢を残して。

　残された帝国軍の指揮官にルクレツィアが任命された。

　大国である帝国の騎士団が撤退すれば戦線に大きな悪影響を及ぼすと、撤退に反対を唱えていたザウナス将軍も呼び戻されることになってしまった。

　目まぐるしく変化する戦況を把握し、適切な命令を下し、その上で他国からの批判に対応することをも、まだ若いルクレツィアが押し付けられることになった。

　上層部は、魔物の侵攻に対して怯きよう懦だの念を抱いていただけでなく、ザウナスとルクレツィアの二人の将軍が次々と功績を挙げるのを苦々しく思っていた。

　ザウナスの発言力がこれ以上強くなるのを恐れていた上層部は、この機会に彼を前線から更こう迭てつするつもりだった。

　そしてルクレツィアだけをわずかな戦力とともに戦場に残した。

　これ以上、亡国の王女であるルクレツィアの求心力を高めるわけにはいかない帝国の上層部は、彼女には後方への更迭ではなく戦場で死んでもらうことを望んだのだ。

　そして、帝国軍が前線からの撤退を完了した直後。

　過去最大規模の魔物の侵攻が行われた。

　各国の軍が壊滅的被害を受け、高級将官が我先にと後方へ逃れる中で、ルクレツィアは戦場を駆け巡り、残された兵士たちをまとめ、決壊しつつある戦線を支え続けた。

　魔物の大攻勢はわずか三日ばかりのことだった。

　夥おびただしい犠牲者を出しつつも、四日目にして魔物の軍勢をようやく抑え込むことができたのは、前線で兵士たちを叱咤鼓舞し続け各国の軍の撤退を援護し続けたルクレツィアのおかげだった。

　それでも戦死者は数十万にも及んでいた。

　後方へと無事撤退し、戦力の再編成を終えた各国の指揮官はこぞってルクレツィアを称賛し、彼女に礼を述べるため帝国の陣地を訪問、あるいは使者を送った。が、誰一人としてルクレツィアに会うことは叶かなわなかった。

　その時にはすでに、ルクレツィアの名は戦死者名簿に刻まれていたのだ。

　ルクレツィア・ヴァン・クライフドルフ──享年二十六歳。




　ジェイドの母ルクレツィアは、結果として自身は何一つ報われることなく命を落とした。

　小国の民を守るために、大国レムルシル帝国の脅しを撥ね除けて戦い、挙句その身を犠牲にした。その上、今度はかつての仇きゆう敵てきを守るために、過酷な戦場へと赴き、味方の足の引っ張り合いなどで十分な戦力も与えられず、それでもなお奮戦し続け──そして戦場に散った。
















　ジェイドにとって帝国は母の仇そのもので、復讐の対象でしかなかった。

　そして実際にジェイドが見て、母がその命を代償としてまで守らねばならなかったのか甚はなはだ疑問に思えるほど、帝国は腐敗していた。

　レムルシル帝国は確かにその図ずう体たいに見合うだけの物資と兵士を豊富に揃えている。

　だが大国ゆえの安寧からか、愚かな上級貴族たちは戦争に慣れておらず、安穏な暮らしを求めるものが多い。

　皇帝アレクセイですら、政務を放り出して臣下の好き放題にさせている。

　かつてルクレツィアは、東方面騎士団内部の実態を見抜き、そこをつくことで帝国に苦く汁じゆうを舐めさせた。

　ジェイドはクライフドルフ侯爵公子という、最初から持っていた高い地位を利用して、かつての母のように帝国の切り崩しを狙っている。

　コーネリア皇女の身柄は手に入れられなかったが、ノイマン皇子を傀かい儡らいの皇帝にしてやればいい。

　そして母を、その祖国を踏みにじった帝国の権力を自分が握る。

　それがジェイドの帝国に対する復讐だった。












































































あとがき







　プロ野球二〇一六年シーズン開幕！

　我らが阪神タイガースは、金本知憲監督に率いられて新たに出発しました。

『超変革』というスローガンの通り、今年の阪神タイガースの選手はよく走る。足の速い選手はもちろんのこと、巨体のゴメス選手、そして投手すらも積極走塁を試みる。そして、期待のルーキー高山選手を始めとした若い選手たちが躍動する。いつもテレビの野球中継に釘付けとなって観戦しています。今年の阪神タイガースは、見ていて本当に何が起こるかわからない面白い野球を展開していますよ！

　今年も聖地甲子園に行かなくちゃ！




　とまあ、野球の話はここまでにして。

　書籍版を読んでくださっている方はお久しぶりです。いつもＷＥＢ版を読んでくださっている方はこんにちは。三丘洋です。

　前巻からシムルグを離れて、舞台はリヨン王国です。

　名前の由来はフランスの都市リヨンから。そして王都リヨンは、同じくフランスを代表する有名な観光地ニースをイメージして描写しました。

　もちろん、ニースの街そのままというわけではありませんが、ニースの写真を眺めつつ「いつか行ってみたいな。でも言葉の壁が……」と思いながら書いていました。

　くそう……ウィンが羨ましい。ウィンなら言葉が通じない国に行ったとしても、レティシアがきっと旅の水先案内人になってくれるでしょうしね。




　それではそろそろ謝辞を。

　まずは毎巻素敵なイラストを描いてくださる、こずみっく先生。

　先程も述べたように、リヨンの街はニースをモデルとして描写したのですが、その旨を伝える前に美しい街並みを描いたラフが上がってきてびっくりしました。その後、修正されたリヨンの街並みが送られてきたのですが、海面に浮かぶ船と水平線、それを眺めるウィンとレティシアの二人が、世界の広さを実感している、そんな様子が本当によく見て取れるイラストでした。

　読者様には、ぜひ該当箇所を読みつつ口絵を見てもらいたいと思います。

　そしてレティシアとコーネリア。毎巻服装が違っていて、その都度描き起こしてもらっているのですが、いつも可愛らしく描いてくださって感謝の気持ちでいっぱいです。

　それから担当編集の清水様。デザイナーのプリグラフィックス川名様。校正の大迫様。今回もたくさんお力添えを頂きました。

　そしてもちろん、書籍化後もＷＥＢ上で応援してくださっている皆様、書籍から応援してくださっている皆様。

　本当にありがとうございました。

　それではまた、七巻でお会いできることを祈って──。

三丘 洋







三丘洋　Yo Mitsuoka

山口県在住。最近、めっきりお酒を飲まなくなってしまい、友人や職場の同僚に足代わりにされる機会が増えました。愛車プリウスのガソリン代、請求してやろうかと思っています。










こずみっく　Cosmic

マイブームはアボカドです。食べた後に水栽培していたものが、先日ようやく根を出しました。二度おいしい。
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